
その他の一般動力機械を起因物（小）とする死傷災害発生事例（2017年）

年 月
発生

時
死傷災害発生事例

年

齢

業種

（小）

事

故

の

型

労働

者規

模

2017 1
13～

14

農機センター内で、コンバインに刈取部を装着する際、位置を調

整する為エンジンをかけながら同僚と作業していたところ、コン

バインのホイストシリンダーと刈取部の間に左手を挟んでしまい

負傷した。

29 170209 7
50～

99

2017 1
13～

14
2号牛舎においてロールカッターの脇で倒れているのを発見した。 62 70101 7

2017 1
10～

11

機械に異常があり、ラインを停止しようと急いで向かった際に、3

号カード立ち上がりのフレームに頭を強打し、縫合が必要なケガ

が発生した。

27 10209 3
10～

29

2017 1
9～

10

かまぼこを7枚1組に包装するためのピロー包装機の操作中、一旦

作業を中断するために包装機を停止し、包装機内のかまぼこを取

り出したところ、まだ1枚残っていたため、排出ボタンを押し（押

すと一度刃が上下してから停止する仕組み）、停止したと思い包

装機内に手を入れたところ、刃が下りてきたため左手中指爪の中

程から先を切断した。

54 10102 7
50～

99

2017 1
16～

17

縫製後の製品に釦打ち機械で釦を打っていて、床に落ちた釦を拾

おうとして、誤って右人差し指を打ってしまった。
38 10309 7

10～

29

2017 1 7～8

ワンタッチグルアー（糊付機）のシート押え板（長さ1050㎜、巾

30㎜）を下の搬送ベルトの上に移動しようとして、左足を機械台

の上に右足を機械側面台に上った姿勢で糊ポット用シャット20Φ 66 10602 7
30～

49



カット溝あり（7.5㎜）左回転しているものに伸ばしている右腕カ

バーが接触して、防寒着ともに巻きこまれた。

2017 1
14～

15

当社の包装室において、包装されてラインから出てきた商品入り

の袋（約15cm四方、重さ70g前後）を、厚みを揃える潰し機のベ

ルトコンベアに載せる作業中、ベルトコンベアに乗せた袋がずれ

ていたため置き直しをした際に、ベルトコンベアと潰し機の間に

右手が巻き込まれてしまい、受傷した。

64 10101 2

100

～

299

2017 1
17～

18

巻取カットの作業補助をしていて、クランプリフトに挟まれてし

まった。
56 80109 7

10～

29

2017 1
10～

11

シュリンク包装機（トレーに肉をのせた物をラップする機械）に

ついている稼動中であったラップを切るための刃に誤って手をぶ

つけてしまい切ってしまった。 また、その衝撃で後ろに倒れ頭を

打った。

73 10101 8
10～

29

2017 1
22～

23

野菜スライサーに円盤状の刃を取り付け、手で回転させながら異

音がないかチェックしていた時、誤って右手の人差し指を刃のと

ころに入れてしまい、指先を切創した。

25 10109 8

500

～

999

2017 1
22～

23

廃棄物焼却炉プッシャー格納庫の外で点検作業終了後の動作確認

中、プッシャー下部のローラー付近に点検中に使っていた投光器

を取り外していないことに気づき、格納庫内に入り投光器を取ろ

うとしたが取れず、そのまま後ろから来たローラーと格納庫のフ

レームとして使われているH鋼に腕を挟まれた。

20 150102 7
30～

49

2017 1
15～

16

自動包装機のタイミングベルトが外れてしまったので、最初は手

作業でベルトを押し込むように取り付けようとしていたが、中々

取り付かなかったので、手動運転させベルトを取り付けようとし

た際に、右手人差し指の先端を巻き込まれてしまった。

31 10805 7
50～

99

2017 1
16～

新たに大人用紙オムツの製造機が導入され、段ボールケーサー

（段ボール自動箱詰め機）を固定させる為に振動ドリルアンカー

ボルトの穴開け作業をしていたところ、プレートが噛んでしまっ 26 10609 7
50～



17
た為に逆回転にした際に振動ドリルの本体が回ってしまい、右手

小指、5指の付け根を骨折した。

99

2017 1
15～

16

山林において、竹の粉砕機を掃除中、下の空気口にたまったゴミ

を取り除こうとして、機械を動かしたまま指を入れてしまい、左

手の中指と薬指を負傷した。

46 60209 7 1～9

2017 1
14～

15

工場内で、コンクリート製ブロック（練り張りブロッ

ク、W1000×L1000×D300mm、重さ370kg）の製造ライン上の

型枠のバラシ作業中、型枠のクランプを外す為、製造ラインの傍

に立って足を製造ライン下に踏み入れた際、足が滑り深く足が

入ってしまい、移動して来た型枠の下部とストッパー部との間に

足を挟まれ負傷した。

58 10901 7
10～

29

2017 1
15～

16

第6工場6階バルクラインで、ラインの整備作業中、ライン上に流

れている製品容器の蓋を取ろうと手で製品を追いかけたところ、

フレームと蓋に手を挟まれて左腕を骨折した。

34 10104 7

500

～

999

2017 1 8～9
電源を切らずに空転しているベルトを手でつかみ動かしたとこ

ろ、ポンプが稼動し、右手をベルトに巻き込まれ負傷した。
43 10801 7

30～

49

2017 1 2～3

1Fでパンチング装置を点検している時に、往復動作をする部分に

残った製品を手で取り除こうとし、別の作業員が当該作業員に気

づかずに稼働スイッチを入れたため、往復動作が開始され、下

がってきた部分に引き抜こうとしていた右手甲をえぐられた。

47 10109 7

100

～

299

2017 1
13～

14

工場内1階Aライン仕込みケトン下のパルパー処理室にて、送液用

ロータリーポンプの洗浄作業中、ポンプを移動させようとしたと

き、送液ポンプを停止せずに洗浄用高圧ホースを外し、向きを変

えるためジョイント部に指を入れた際、過って中のローター

（刃）部分に左手親指を挟み受傷した。

38 10109 7

300

～

499

2017 1
9～

当社工場内カット室にて、プラスチックシートに手を添えて裁断

していたところ、シート先にある当て木が滑り、シートが奥に
36 11303 8

50～



10 入ったため、添えていた手が通常よりも奥に入り、シートをカッ

トする刃で左手中指の先を切った。

99

2017 1
11～

12

工場内で断裁作業中、手と品物が滑り、指を潰し、左手の中指と

薬指を骨折した。
37 10702 7

10～

29

2017 1
13～

14

本社工場内にて製造ラインにある金属検出機の正常運転を確認す

るため、テストピースを流していたが、手で取り上げないルール

になっているが、本人の不注意により、テストピースを取り上げ

ようとした。 この際、ベルトコンベアと検出機のステンレス製ダ

ンパーの間に指を挟んでしまった。 本人が慌てて無理に手をひき

抜こうとしたため、指を裂傷し、骨折してしまった。

30 10109 7
10～

29

2017 1
15～

16

会社内において製綿作業中、カード機についた綿ゴミを取ろうと

した際、右手示指の先端をカード機のブイベルトに挟まれ負傷し

た。

68 10209 7
10～

29

2017 1
10～

11

工場1階、アルミ2号機にてフィルムの交換作業中に、フィルムが

落ちそうになり落下するのを防ごうとしたところ、誤って左手薬

指（第4関節）を機械と板に挟み負傷し、腫れてしまった。

25 10899 7
50～

99

2017 1
14～

15

被災者は、弊社工場内にある自動ラベル貼付機による作業中に、

作業の終了した製品が収納されているトレーが装置エレベーター

に載って自動降下中にも関わらず、本体カバーを開け当該トレー

のみ取り出そうとしたために、誤ってエレベーター板ごと掴んで

しまい、降下したエレベーター板と装置本体の間に左手薬指を挟

まれ被災してしまった。

54 11403 7 ―

2017 1
14～

15

原菜室の野菜洗浄機を洗浄後、機械の底面に部品を取り付けよう

としたところ、ネジが固く、無理な体勢となり、肋骨が側面にこ

すれ、骨折してしまった。

62 10109 19

500

～

999

老健施設内の駐車場を小型除雪機で除雪中、雪の状態が水分を含

んでいた為、除雪機の雪排出口が詰まり、排雪ロータリーのス

イッチを切り、ロータリーが惰性がついて回っていることを失念 100



2017 1
11～

12
し、シャーベット状の円錐形の雪を右手で取り除いた時に右手が

ロータリーの羽根に当たり、グサと感じ、右手の指が折れたよう

な感じが有り、軍手の上から血が滲むような負傷をしてしまっ

た。

73 130201 8 ～

299

2017 1
19～

20

工事内で、フレーム修正機で作業中に誤ってジャッキのスイッチ

を押してしまい、車が下がり、頭を挟んだ。
30 11701 7

30～

49

2017 1
16～

17

自動ロール裁断機で巾50cm、厚さ2mmのスポンジロール材を長

さ110cmに裁断中、裁断出口にスポンジ材がよれて出るため、1枚

1枚整えていたところ、作業を裁断刃先近くで行うようになり、指

先が刃部に入り右手人差し指を負傷した。 安全カバーは設置して

あるが刃部に指が入る隙間があった。

50 10807 8
50～

99

2017 1
17～

18

短い曲がった材料がソーチャージテーブルのガイドに引っ掛かっ

たので、その材料を直すためインターロック付き安全扉を開いて

後面テーブル側に入り扉を閉めた。 ソーチャージテーブルの下に

降りて材料の引っ掛かりを直している時に、後面作業者がそのこ

とに気付かず、自動供給スタートを入れたため、昇降装置のフ

レームが後退しフレームとの間で両足の脛を挟まれた。

22 11209 7

1000

～

9999

2017 1
10～

11

工場内において切断機で塩ビ管を切断中、誤って右手の甲が切断

機の刃に接触した。
45 10805 8 1～9

2017 1
20～

21

中央工場もち麦ラインSP包装場にて、スティック梱包機が稼動中

異音に気づき点検をした際、スティック梱包機の計量升上のカ

バーがずれており、定位置に戻そうと機械を停止させずカバーを

掴んだ為、前後に動いているシリンダーに左手中指を挟み負傷し

た。

44 10109 7

100

～

299

2017 1
21～

22

二次分割機から異音がしたために、装置を停止させずに確認しよ

うとしたところ、稼動中の二次分割機のベルトと駆動プーリーの

間に左手中指を挟んだ。 慌てて同指を引き抜いたところ、同指の
59 11402 7

50～

99



爪が剥がれた。

2017 1
11～

12

既設配線撤去及び盛替工事の最中に、ケーブルが農業機械に引っ

かかり後方に体ごと引っぱられ落下した。
37 30301 1 ―

2017 1
10～

11

コルゲーターで、バッカー原紙切り替えの際、ミルロールスタン

ドに右腕を乗せた状態で上限まで上げていた所、スプライサーユ

ニットを作動させた為に、ミルロールアーム部分とスプライサー

ユニットの間に右腕を挟んでしまい、右腕を裂傷した。

48 10609 7
10～

29

2017 1
11～

12

工場内ビロー機で商品のシーラ作業中、シーラ部分に右手指2本

（中指・薬指）を挟み、負傷した。
64 10109 7

10～

29

2017 1
13～

14

裁断場で延反作業中、延反機を元の位置に戻す時に延反機を移動

させるスイッチではなく、間違えて生地を切るスイッチを押して

しまい、カッターが動きケガをしてしまった。

42 10309 8
10～

29

2017 1
10～

11

店内にて、パチンコ島のパチンコ玉のリフトトラブルの対応をし

ていた時に、ブレーカーを切り忘れ作動した状態の中、モーター

の歯車に指がまき込まれ、右手中指と薬指を損傷した。

27 140309 7 1～9

2017 1
10～

11

大型車両の後タイヤ脱着作業中、大型エアツールを使用する為、

アタッチメントを交換する時、スイッチが地面に当たるような形

で交換した為、スイッチが入ってしまい、エアツールが回転して

しまった。 その時、アタッチメントはずれ防止のピンが手に当た

り、損傷してしまった。

42 11701 4 ―

2017 1 7～8

本社工場2F西側にある抄紙部門にて、朝、マシン停止後に同僚が

ルーシブロアのVベルトに亀裂を発見し、被災者と2人で交換作業

をはじめた。 本来はベルト交換の際にはテンションを緩めて行う

という作業手順であるが、それを守らず張った状態で作業を行っ

てしまった。 その為、1本目を掛け、2本目を入れる為に同僚が注

意を促しながら1本目のベルトを押した際、被災者がベルトの内側

を掴んで引っ張ったため、勢いでプーリーとベルトの間に左手小

指を挟んでしまった。

41 10601 7
30～

49



2017 1
11～

12

リサイクルセンターにおいて、廃プラスチック圧縮減容機を操作

中、作業の最後に圧縮材をしばるため圧縮材の上に木材を置いて

スペースを作り作業していたが、木材を置き忘れてしまい急いで

木材を入れる時に外枠と木材に指を挟む災害が発生した。 圧縮減

容機の投入口が常時開いている構造であったため、圧縮減容機の

プレート降下時に、緊急停止ボタンを押して設備を停止させずに

作業してしまった。

54 11409 7

100

～

299

2017 1
21～

22

発泡スチロール減容作業場で、減容作業をしているときにコンベ

ア上に生成されたインゴットが滞留したため、カッターカバーの

中に手を入れて引き出そうとした際、引き出したインゴットにセ

ンサーが反応してカッターが作動し指が切断した。

24 80109 8
10～

29

2017 1
11～

12

ウエスの裁断をしていて、布地の最後の方を切る際に手に少し力

が入り、体が前に傾き、ウエスを裁断するカッターに指先がさわ

り、左指を挫創した。

40 10309 8
10～

29

2017 1
9～

10

ゴム練り職場のゴム塗布室にて、ゴム切断機で白ゴムを切断する

作業をしていた時に、ゴムが上手く落ちてこなかったため、機械

を止めずに安全カバーの下の隙間から左手を入れてゴムを落とそ

うとし、刃物で左示指の先端を切断した。

56 11709 8

100

～

299

2017 1
16～

17

工場マッハコーナー周辺にて、ブロークリーナーのフィルター部

に吸い込まれた異物を除去していた。 終了後、機台の上から降り

ようとしていたが、脚立が低く機台から少し離れていたため、

誤って足を滑らせて転落し、機台横のインバーターBOXに腰部を

打ち付けた。

59 10202 1

300

～

499

2017 1
14～

15

第一組立場で水密検査機にて出荷検査をするために出荷用のカプ

ラを客先から支給された被試験体（ワーク）に接続し窒素圧を加

えたところ、ワークが破損したため、右手首を骨折し、右中指に

怪我した。

54 11202 6
30～

49



2017 1
14～

15

ウエスの裁断中、左横に置いてあるウエス原料に気をとられ、ウ

エスを裁断するカッターに手がさわり切傷した。
71 10309 8

10～

29

2017 1
14～

15

積込時、機械を荷締めするため、荷台から地上に降りて、レバー

ブロックスリングベルトにて荷締めを開始したが、安定の悪い機

械をバランスの悪い方へ荷締め機で引っ張ったため、機械が倒れ

て被災者に接触してしまった。

63 40301 4

100

～

299

2017 1 7～8

野菜加工室で、原料のきゅうりをスライサーでカットしている時

に、曲がったきゅうりが引っかかってしまったので、指できゅう

りを押し込んだ際、スライサーの刃で右手中指の先端を切ってし

まい、7mm程欠損した。

61 10109 8

100

～

299

2017 1
18～

19

ADC（自動段取）中に、B側ボルスターがプレス内に入ったと同時

にB側2工程のスクラップ2次シュートを取り付けようとプレス内に

入ってしまった。 自動段取中の為、安全ガードはMB着床後すぐに

下降し、挟まれた。

35 170101 7

100

～

299

2017 1
18～

19

ADC（自動段取）中にB側ボルスターがプレス内に入ったと同時に

B側2工程のスクラップ2次シュートを取り付けようとプレス内に

入ってしまった。 自動段取中の為、安全ガードはMB着床後すぐに

下降し、挟まれた。

35 11502 7

300

～

499

2017 1
17～

18

自動車部品のカシメ作業をしていたが、カシメ機の扱いに慣れて

いなかった為、肩と腕に負担がかかり損傷した。
31 11502 19

100

～

299

2017 1
17～

18

自動車用部品の組立カシメ作業をしていたが、入社して間もない

為、カシメ機械の扱いになれておらず、肩と腕に無理な力がかか

り、肩と腕を損傷し、1ヶ月間の局部安静治療となった。

31 170101 19
30～

49

2017 1 2～3

注文の入った機械の整備中に機材のカバー部分を上に引き開いて

いた。 機械下部の整備をしていて立ち上がる際、カバーの蝶番に

手を触れていたため、カバーが閉まり、左手差指を負傷した。

38 80109 7 1～9



2017 1 0～1

ゼラチンリーフカット機Aラインにおいて、加工時に発生する製品

の長辺カット屑がギア付近にあるのを見つけ取り除こうとした。

初めにエアーブローをしたが取り除けなかったので、右手でエ

アーガンを持ち左手でカット屑を取ろうとしてベルトコンベア駆

動ギアに指が巻き込まれた。 カット屑を取り除く際には機械を停

止させてから作業を行うよう徹底していたが、それが守られてい

なかった為、事故が発生した。

39 170101 7

100

～

299

2017 1
17～

18

おしぼり包装用フィルムをセットする際、左手を抜く前に切断ボ

タンを押してしまい、左手・中指・薬指をヒーターで挟んだ。
38 11703 7

100

～

299

2017 1
10～

11

工場内の裁断工程において、延反作業時にカットライナーにて右

手親指を約1.5cm程度切断し、接合処置を受けた。 カットライ

ナー作動時に手元から目を離してしまったことが原因である。

21 10309 8
30～

49

2017 1
13～

14

第一工場2F製本課において、紙積み作業後のフィーダー準備中

に、フィーダーの持ち上げの固定フックを外すときに右の手で

フィーダーを支え、左手でフックを外そうとして、左手人差し指

先を引っ掛けてしまった。

36 170101 8

100

～

299

2017 1
13～

14

第一工場2F製本課において、紙積み作業後、フィーダー準備中

に、フィーダーの持ち上げの固定フックを外す時に右の手で

フィーダーを支え、左手でフックを外そうとして、左手人差し指

先を引っ掛けた。

36 10701 8

100

～

299

2017 1 4～5

製造2号ラインで、製品の工程検査実施後に、レアーエンド作業場

からレアー上作業台へ移動する際に、レアーエンドのステップ台

から足を踏み外し、ステップと手摺の隙間に足が挟まり転倒す

る。 その際、前方に設備してあった検査機の土台に左前頭部を打

ち、受傷する。

33 10602 3

100

～

299

2017 1
10～

11

工場で紙の加工（紙の角を丸くする）を角丸機でしている時、

誤って右手の指先をカットした。
75 10702 8 1～9



2017 1 8～9

工場内のタオル乾燥仕上場に於いて、タオル乾燥機の稼働中の

チェーンに油をさそうとして、誤って右手人差し指を挟まれ負傷

した。

35 10204 7
50～

99

2017 1
10～

11

工場内でインソール（陸上スパイクの底）をグラインダーでのバ

フ加工中、突然グラインダーの石が割れ、その破片で右手親指骨

折と切り傷を負った。

74 10806 4 1～9

2017 1
9～

10

生地を裁断（カット）加工中に裁断した生地のズレを修正しよう

とした時に、裁断機（回転式ハンドカッター）の電源を切らずに

作業したために、左小指側面がハンドカッターの刃先に接触し負

傷した。

35 80109 8 1～9

2017 1
16～

17

工場内で、下着の生地に接着剤を塗布する機械で、定められた型

枠に生地をセットする作業中、型枠に付着した水滴をウエスで拭

き取った後、回転する型枠テーブルの下にある台の上にウエスを

置こうとした時、本来なら型枠テーブルの下からウエスを置くべ

きところ、不注意で機械の回転ボタンを押したままテーブルの間

のすき間上部から右腕を差し込んだ。 その時、テーブルが回転

し、テーブルと機械の間に右腕をはさまれてしまった。 慌てた作

業者が右腕を無理に引き抜いた為、右手中指の付け根部分を5針縫

う怪我と右腕に挫傷を負った。

42 170101 7

100

～

299

2017 1
16～

17

工場内塗布機での生産作業中の事故。 作業者が、回転テーブル上

の型枠に生地をセットする際、型枠に付着した水滴に気付き雑巾

で拭き取った。 その後、雑巾を回転ボタンを押したままの状態

で、回転テーブルの隙間上部から右腕を差し込み、台に置こうと

した。 それと同時にテーブルが回転し、テーブルと設備の間に右

腕を挟まれた。 挟まれた作業者が、とっさに腕を引き抜いた際、

右手中指を切創し、右腕に挫傷を負った。

42 11709 7

100

～

299

2017 1
19～

NCスロッター機の給紙時に紙送りが出来ないので、スイッチを

OFFにせずに手で押したところ、給紙と一緒にローラーに挟まれ 32 10602 7
50～



20
た。

99

2017 1
15～

16

派遣先の工場内作業中、被災者は、製品前の砂糖を機械に投入す

る作業中、砂糖の塊が機械に詰まり、本来は機械を停止して棒を

使って突き崩すところを、被災者は機械が動いている状態のまま

手を伸ばして処理しようとしたところ、装着していた手袋ごと機

械に巻き込まれた。

56 170101 7
30～

49

2017 1
14～

15

マシニングセンターで工具長補正を行う際、チップコンベアー上

のグリット上に立って作業を行っていた。 加工原点に工具とテー

ブルを動かした際、テーブル横の切粉排出カバーとグリットに左

足が挟まれ、左足甲と小指に裂傷、人差し指のつけ根を骨折し

た。 切粉排出カバーとグリットの隙間は20mmしかなく普段は挟

まれないが、グリットの隙間が55mmあるため、足先が入り引っ

掛かったと考えられる。

40 11203 7
50～

99

2017 1
9～

10

プラスチック袋の製造工程で、製袋機端から排出される袋を揃え

纏める作業中、誤って左手中指がギロチン刃に触れ、先端を切傷

した。

50 10805 8
10～

29

2017 1 8～9

機械を止めロープ製造機に油を注ごうとしたが、油の注ぎ口が下

を向いていたので手袋をしたまま注ぎ口を上に向けようとした

際、止めたと思っていたが完全に切れていなかったのか、機械が

動いた瞬間に手袋が巻き込まれ負傷した。

33 10209 7
10～

29

2017 1
14～

15
紙製造角止機使用中、機械に親指をはさみ負傷した。 80 10602 7 1～9

2017 1
14～

15

当社工場に於いて作業中、折箱製造の過程に折箱が機械にひっか

かり無理して動かした際、右手人差し指が機械に触れ切傷骨折し

た。

49 10602 3
10～

29

弊社変圧器大型工場、巻線職場の西端に設置した油圧断裁機で、

コルク合成ゴムの切断作業を実施中に、切断後の素材を取ろうと
300



2017 1
10～

11

刃の下に手を入れたとき、急に刃が降りてきて、右手人差し指・

中指・薬指の3本を第2関節付近で切断した。 原因として、油圧断

裁機の経年劣化による誤動作、刃の完全停止を確認せずにすぐに

手を入れたことの2点が推測される。

60 11409 7 ～

499

2017 1
10～

11

自社ワインダー場にて、糸巻き作業中、誤って左手が糸巻きドラ

ムに巻き込まれ、人差し指が挟まれ負傷した。
63 10204 7

50～

99

2017 1
16～

17

一人が製品のバンドがけを行い、職員がバンドがけの終わった製

品を積む作業中、バンドをかける前に職員が手を出してしまった

為、左上腕部が製品と一緒にバンドがけされ受傷した。

40 10102 7
50～

99

2017 1
21～

22

当店ボウリング場内において、フロアの管理業務を行っていた

際、遊戯中の客から倒れたピンを立てるよう依頼され、被災者が

レーン奥でピンを立てたとき、ピンをセットする機械が作動して

しまい、被災者の右側頭部に接触し負傷した。

55 140309 6 1～9

2017 1
15～

16

箱のステッチャー（テープ止めの機械）の作業中に、右手人差し

指を挟んだ。
34 10602 7

10～

29

2017 1
17～

18

コーティング機の原反巻き取り側にて原反カットをする際に、自

分でカットスタートボタンを押した後、丸刃走行レール部に手を

置いていたため両手を切った。

43 10806 8
10～

29

2017 1
14～

15

当事業場内で、充填機械で缶銅に蓋を巻き締める作業をしてい

た。 作業中、缶銅に右手を置いたまま作動してしまい、機械で右

手親指を骨折した。

30 10109 7
10～

29

2017 1
9～

10

当社工場内において、牛の給餌用のフィーダーバケット内のオー

ガスクリューを外す作業を行っていた。 給餌口から両手を入れて

オーガスクリューを引っ張ったところ、他方の穴からオーガスク

リューが抜け落ち、その反動で支えていた方が跳ね上がり、穴の

中で左手が強打されて負傷した。

59 11702 6
10～

29

鋳造用中子製造工場内の中子製造機の調整中、本来操作スイッチ



2017 1
14～

15

を手動に切り替えてから調整すべきところ、1サイクルの状態にし

て対面側にあるリミッターの調整をしようとし、可動側金型取付

部とシリンダー固定部の間に左腕を入れて指先でリミッターを動

かしたため、可動側金型取付部が開の状態になり、シリンダー固

定部の間に腕を挟んだ。

32 10905 7
10～

29

2017 1
14～

15

弊社の破砕ラインで作業中、ドラム式磁選機の駆動チェーンに金

属片が引っかかっているのを見つけ、それを取り除こうと左手で

金属片を掴んだ際に巻き込まれてしまい、左手甲から薬指周辺を

負傷した。

34 150102 7
10～

29

2017 1
11～

12

農作業中に機械の前に石があり、どかそうとしたとき、着ている

服がタイヤに巻き込まれ、ロータリー部に足をはさまれる。
45 60101 7 1～9

2017 2 11~12

当会社支店の工場に於いて、ビニール製の手帳カバーに箔押機

（鉄製の熱盤に版をつけ金箔銀箔等にて印刷する機械）を作業中

に誤って熱盤と受け台との間に指を挟み、左手の中指と薬指を負

傷、骨折した。

36 10899 7
10～

29

2017 2 14~15

現場にて、工事中にコンクリート杭の頭をデスクグラインダーで

カットしている際、グラインダーがはじかれてしまい、その勢い

で添えていた左手手首を切ってしまい受傷した。

67 30202 8 1～9

2017 2 10~11

寝藁を撒く機械が詰まったのでエンジンを停止し藁を取り除く作

業をしていて、藁を引っ張った時に、引っ掛かっていた藁と羽の

部分が一緒に動き右手人指し指が挟まり負傷した。

42 70101 7
10～

29

2017 2 14~15

当社製袋工場内で、外袋を製造する作業工程において、ポリエチ

レンチューブを製袋機の送り出しローラーにセットする。 本来

SERVOスイッチをOFF状態（安全装置が働く）にしハンドルを回

しローラーを回転させ手動でセット出来るところ、スイッチを

ON（安全装置解除）の状態でハンドルを回そうとしたが回ら

ず、JOGスイッチ（前後に自動でローラーをゆっくり回転させ

る）を押しセットしようとした為に、チューブと一緒に手を挟み

46 10805 7
30～

49



込み右手を負傷した。

2017 2 13~14

当社工場でイージーホーク機（包布仕上投入機）で包布（203㎝

×300㎝）の仕上作業中、ブザーが鳴った（包布にシワがあったこ

とが理由と考えられる）ため停止させた。 その後、再開ボタンを

押したが、投入口（幅47㎝、鉄製爪4本）が高さ140㎝で停止した

まま降りてこなかったため、確認しようと手を出したところ、機

械が降りてきて右手中指を挟まれ負傷した。

34 11703 7
50～

99

2017 2 14~15

お客様宅の階段を上り、ポストに朝刊を入れ、階段を下りた時に

左足首に違和感を感じた。 その後、残っている新聞を配達し自宅

へ戻ったところ、左足首が痛みとともに腫れてきたため受診し

た。 レントゲンの結果、左足くるぶしにヒビが入っていることが

判明した。 事故報告の内容からは、業務との因果関係が不明で

あったため、確認したところ、本人は足を捻ったり、階段を踏み

外したりといったことはなかったとのこと。

66 80209 7
10～

29

2017 2 14~15

クリーニング工場の作業場において、製品を結束する結束機

（バーが回転する）のすぐ横にゴミ袋をかける鉄のフレームが置

いてあった。 本人がその横で製品を積んでいたところ、別の職員

が結束機を使用した際、バーが鉄のフレームにあたり、その勢い

でフレームが本人の左脇腹に直撃した。

44 130201 6
10～

29

2017 2 14~15

敷地内において、木の枝の粉砕作業中、チッパーを使って枝の粉

砕をしてチッパーを移動するのに運転席に座って移動させ、移動

を止めて座席から飛び降りたところ（約50㎝位）、足元が悪く左

足首を捻り負傷した。

54 60101 3 ―

2017 2 14~15

工場構内において、ロータリーダイカッターにて操業中、トラブ

ル処理中排出コンベアにて非常停止スイッチを押しておらず、安

全装置のコネクタが外れており、エリアセンサーが認識されない

ようになっていたため、頭部を挟まれてしまった。

32 10609 7
30～

49

作業場内、バリ砂落とし機のワークの中にエアシリンダーとワー 50～



2017 2 8~9
クの間に不注意より左手を挟んで左手母指を損傷した。

47 11002 7
99

2017 2 16~17

組配工場内シリンダーの同期調整を行う作業中、右手でエア注入

のレバー操作・左手で製品を押さえていた際、本来縦向きに製品

をセットするところを横向きに置き作業を行ってしまい、左手が

製品のくぼみに引っ掛かりシリンダーに挟まれ負傷した。

49 170101 7

100

～

299

2017 2 6~7

現場にて夜勤を終え会社の置き場に戻り片付けをしていたとこ

ろ、立て掛けてあった踏切の遮断機が倒れ右足に当たり右足を負

傷してしまった。

53 30301 4 1～9

2017 2 13~14

押出品製造現場で、シール材を一定長さに連続裁断作業をしてい

る時に、シール材が裁断刃に接着し、頻繁に跳ね返る現象があっ

たので、安全カバーを外し、裁断刃が剥き出しの状態となってお

り、シール材のセッティング直後に粘着剤が刃に引っ掛かり、改

善しようと裁断刃に指を入れて左手母指切創した。

59 10806 8

100

～

299

2017 2 15~16

ブローマシンで木型に砂を込める作業で木型に砂の入りが悪かっ

た為、ブローマシンの砂の残量が不足していないか砂入れの

シャッターを開け残量を確認した。 残量が十分にあった為シャッ

ターを閉めるスイッチを入れ砂排出口の掃除を手でしようとした

ところ間違えてシャッターを閉めるスイッチではなく木型をブ

ローマシンにセットさせる稼働スイッチを入れてしまい木型が上

昇し砂排出口との間に腕を挟んでしまった。

45 11102 7
50～

99

2017 2 11~12

集塵機を調査中に事故が発生した。 依頼により集塵機の風の流れ

を調査した。 ライン停止時に一時的に運転させた集塵機の、換気

扇の一基に手を近づけた際、左手人指し指及び親指を吸い込まれ

た。

41 10209 7 1～9

2017 2 8~9

ダスト減容機の飛散防止BOX上で詰まりの除去を行っていたとこ

ろ、蒸気にあおられバランスを崩し、BOX上より落下し、足をつ

いてしまった。

60 150102 1
30～

49



2017 2 14~15

乗船し、芯張り（ロープ）の取付作業中、同ロープを別の定置従

業員が引き上げる際に船側に引っ掛かっていたブイが跳ね上が

り、その拍子に体が押され、部位と船側キャプスタン（ワイヤー

巻き上げ機）との間に左側背中を挟まれてしまった。

42 70201 7
10～

29

2017 2 14~15

当社2Fシーツアイロナーの流し場において作業者の着ていた服

が、機械に巻き込まれ、服に腕を締め付けられ非常停止になっ

た。 （原因） ・巻き込まれやすいヒラヒラした服を着ていた。 ・

巻き込み危険などの、認識が不足していた。

54 11703 7
30～

49

2017 2 14~15

工場内にてスケール清掃中、集塵機の切り出し口が詰まっている

と思い、左手を入れたところ回転中のロータリーバルブに挟まれ

て負傷したものである。

65 150109 7
10～

29

2017 2 14~15

主桁定着部（C4）のウォータージェット斫り作業時に斫りガラが

養生内に溜まり、その中での作業だった為足元が悪くガラを踏み

外し、施工中に転倒し、ウォータージェットが暴れ、そのウォー

タージェットにより被災した。 （ウォータージェットは手を離す

と止まる構造になっているが、水が完全に止まるまでに1～2秒か

かる。 その1～2秒の間に被災した。） 救急搬送後、直ちに手術を

行い全治2週間程度の診断。 その後は自宅療養、通院での治療お

よびリハビリの見通し。

27 30105 6 ―

2017 2 12~13

デザート包装室にて自動電動カッター（手で持つタイプ）でロー

ルケーキをカットしている時に後のロールケーキを取るためカッ

ターをテーブルに置いていた際、カッターがテーブルから落ちそ

うになったので、とっさに両手で押さえたときにスイッチに触れ

た為、刃が動き左手指を切った。

22 10104 8

500

～

999

2017 2 8~9

第二倉庫にてプラスチック廃材をプレスして針金で結束する機械

をリモコン操作をしている時に、針金が出てくる穴の中の異物を

除去しようと、左手を入れたところ右手で持っていたリモコンの

プレス作動ボタンを誤って押してしまい左手がプレスに挟まれ骨

25 170101 7 1～9



折した。

2017 2 8~9

第二倉庫にてプラスチック廃材をプレスして針金で結束する機械

をリモコン操作をしている時に、針金が出てくる穴の中の異物を

除去しようと、左手を入れたところ右手で持っていたリモコンの

プレス作動ボタンを誤って押してしまい左手がプレスに挟まれ骨

折した。

25 10805 7 1～9

2017 2 15~16

工場内にある織機内の本体と送り出しの間に、しゃがんだ体勢で

後向きに入り、通常では行わない方法で糸を繋ぐ作業をしていた

時、動いているシャフトに右そでがからまって、右腕を負傷し

た。 （運転中の機械）

63 10209 7 1～9

2017 2 14~15

組立課工場内にてガス栓ねじ込み操作盤装置で製品に部品をねじ

込む作業中、製品に指を置いたままの状態で誤ってスイッチを押

してしまい、製品とシリンダーの間に指先が挟まり左手人差し指

を負傷した。

35 11102 7
30～

49

2017 2 18~19

事業所内において4号機スクリューフィーダー（タンクから降りて

きた原料を加工機に供給する装置）のホッパー（受け皿）に残っ

た原料を右手でかき集めて落とす際、スクリューまで右手を入れ

てしまい右手人差し指を負傷したものである。

25 10805 7
10～

29

2017 2 14~15

工場内でバンドソーにてプラスチック製の自動車部品（縦10㎝、

横30㎝）の粗取り作業をしていたところ、両手で部品を持ち、上

下に動く帯ノコ刃（幅1㎝、厚み2㎜）に向かって部品を奥に動か

しながら切った際、帯ノコ刃が右手環指に当たり負傷した。

56 11709 8
50～

99

2017 2 14~15

草刈り作業中、エンジンを停止させ、邪魔な草を右手で後方へ払

おうとした際、刃が完全に停止しておらず、右手人差し指と中指

が当たってしまい負傷した。

55 60101 8 1～9

会社所有の茶畑で、茶葉の選定のため茶摘み機を運転していた。

茶畑の東南の端にバックで機械を移動させた際、畑の右後方部が

急勾配になっていた箇所に機械の右後部キャタピラーを落として



2017 2 14~15 しまい、機械が後ろ向きに転倒し、約1m下の斜面に機械ごと落下

した。 機械と地面の間に胸部を挟まれ、圧迫されたものと推測す

る。 事故発生時には一人で作用していたため、正確な状況は不明

であり、搬送先の病院で死亡が確認された。

53 10109 2 ―

2017 2 15~16
廃材を圧縮機に投入している際、他の派遣会社の派遣社員が蓋を

閉めた為、挟まれて受傷した。
23 170101 7

10～

29

2017 2 13~14

本社成形工場内にて、成形機の調整作業中、成形機内にある円柱

に乗って作業し降りようとしたところ、床が濡れていたため、左

足から着地した際に滑り、足首を捻り、負傷した。

20 10805 2
50～

99

2017 2 10~11

アルミ平玉80を治具にはめて、研磨の最中に、行ってはいけない

角度まで操作してしまった。 新しいペーバーの時は油を充分含ま

せないといけないところを怠った。 左手首を捻挫し、2週間の休

養を要する。

61 11209 7 1～9

2017 2 16~17

工場内の機械作業で、プラスチック製品を金型から取り出す作業

をしていて、金型に指の先を当てて、切った。 爪をかなり長く伸

ばしていたのと、近くの作業員と、おしゃべりしながらの作業で

集中した作業が欠けていた。 前日も、危ないから、おしゃべりし

ない様に強く注意した。

21 10805 8
10～

29

2017 2 11~12

面ファスナー工場内（マジクロス）で、カット機を使用してファ

スナーを裁断中、裁断後の製品がカット刃付近に（出口）に溜

まったため、その箇所をよく見ずに、手で取ろうとして、左手人

差し指を負傷した。 ※機械休止せず、行った。

34 10204 8
50～

99

2017 2 9~10

リングカッター機にて紙管切断中に、手袋（皮手）に紙管の端部

に引っ掛かり手袋ごと丸刃に巻き込まれて、左手親指と人差し指

の付け根を切創した。

49 10609 7
10～

29

2017 2 6~7
機械の清掃・整備中に回転している機械のプーリーに右手が引っ

掛かり（軍手）親指第一関節を切断・骨折した。
51 10804 7

30～

49



2017 2 17~18

客先で試験機メンテナンス（ねじりアクチュエーター）の角度検

出器の交換作業中、制御装置PC画面に表示される角度の値を確認

しながら油圧ON状態で右手人差し指で角度検出器の軸を回転させ

た。 その時機械のピストンが急に左のストロークエンドから右の

ストロークエンド方向へ回転し、人差し指を挟まれ引き抜くが、

第二関節より先が離断寸前となった。

37 80409 7
30～

49

2017 2 14~15
団地内の樹木の刈込作業中、チェーンソーが左手に当たり左手手

のひらを負傷する。
60 30109 8 1～9

2017 2 10~11

作業場内卓上丸鋸設置場所において、切断作業（アルミアングル

寸法切作業）の際、備え付けバイスに切断物（アルミアングル）

固定切断のところ、固定時の締付螺子が緩かった為、固定物が回

転した。 その際、左手を添えていたのでバイスと固定物の間に指

が挟まれ負傷した。

36 30203 7 1～9

2017 2 9~10

コーヒー豆を挽く作業中に豆が詰まりそれを取り除く際に誤って

指先がミルのカッターに接触し指先と爪の一部を切断してしま

う。

63 80209 8 1～9

2017 2 10~11

工場内裁断場にて、延反台上に積み重ねたニット生地を裁断する

際、裁断機のスイッチをオフにしてストップ状態を確認、及び

カッター前部の保護バーを下げる（裁断中は保護バーは上げてあ

る）この動作をせずに別の動作をしようとしたものと思われる。

カッターに触れて負傷した瞬間の出来事は、直後に当人に確認し

たが、明確な返答がなかった為不透明ではあるが、この作業は裁

断機の後方から右手で操作するものであり、右手のしかも親指が

カッターの前に来る事は考えにくいものである。

44 10209 8
10～

29

2017 2 14~15
本社建具工場一階作業場で手押し盤の刃物を取り替える時、誤っ

て作動スイッチを押してしまい、刃物が指に接触し負傷した。
60 10503 8 1～9

2017 2 8~9

2次加工でV字スライサーを使用中、投入口付近でパンが詰まり、

右手でパンを奥に押し込んだ際に、右手中指がスライサーカッ 66 10104 8
50～



ターの刃に接触し負傷した。
99

2017 2 0~1

バックにて、玉ねぎカットの作業中、玉ねぎカッターのカッター

部分に詰まった玉ねぎを除去しようと、咄嗟に右手親指で取ろう

としたところ、誤ってカッター部分に親指が触れ、親指先端腹側

を切創する。

21 140201 8
10～

29

2017 2 14~15

断熱材を流しビニールシートで包装する際、カットの刃が下り

カットが半分位で離れていなかったので手を入れて引っ張り離そ

うとしたところ断熱材を押さえる機械が下り指を挟まれた。

49 10909 7
10～

29

2017 2 14~15

断熱材を流しビニールシートで包装する際、カットの刃が下り

カットが半分位で離れていなかったので手を入れて引っ張り離そ

うとしたところ、断熱材を押さえる機械が下り指を挟まれた。

49 170101 7

100

～

299

2017 2 16~17

本社検収場残糸取エリアにて、残糸巻取機で糸管に付着している

残糸を巻取機械にかけて、処理している時、巻取機から外れた糸

管を拾おうとした折に、巻取り部分から地面に垂れた糸が左手人

差し指に絡み、そのまま身体ごと巻取機芯棒部分に巻き上がっ

た。 その際に機械の縦柱に右足脛下部が接触し裂傷を負った。

67 80109 7 1～9

2017 2 15~16
公園内通路側溝公園下の側溝部分を草刈作業中、草刈機が側溝に

接触し、跳ねて自分の左足小指部分を切る。
67 30309 8

10～

29

2017 2 14~15

ブレーカーでコンクリートを斫る際にノミの先端が滑り、スカタ

ンとなりブレーカーの持ち手ごと落ち込んで、周囲にあった鉄筋

に左手人差し指を挟み被災した。

42 30199 3 1～9

2017 2 16~17

ベーカリー作業場にて一斤のホテルブレッドをスライサーでカッ

トしていたところ、パンを掴んでいた右手の人差し指をパンと一

緒に切断してしまった。 傷が大きかったため、救急車を呼び病院

へ行った。

18 80209 8 1～9

籾摺り作業をしている時、籾殻が上部輸送管より漏れていたの

で、穴の場所を本人が確認するため、昇降機より原因箇所を見つ



2017 2 14~15
けている際、昇降機の上部回転軸に衣服が巻き込まれ、胸が圧迫

された状態で機械が緊急停止になった。 その日に本人に病院へ行

くよう勧めたが、あまり痛くないとの自己判断により病院へ行か

なかった。

33 80409 7
10～

29

2017 2 14~15

店舗内肉場においてスライサーの刃の掃除をしていた際に、

チェーン手袋をせずに拭き上げ作業をしたため左手人差し指に刃

が当たり受傷したものである。

33 140201 8 ―

2017 2 3~4

当社工場内において、1号機ペレタイザーのローラーの横にあった

樹脂の塊をはさみで取り除こうとしたところ、はさみがローラー

に巻き込まれ、引っ張られ小指が、はさみとガイドに挟まれ右手

小指の第一関節と指先の中間あたりを切断した。 安全教育また常

日頃よりペレタイザーを扱う時は、機械を停止し、電源もオフに

することを徹底していたが、焦って機械を停止しないまま上記作

業を行った。

26 10805 7
10～

29

2017 2 14~15

トラバースという横行する機械にセンサーが付いており、そのセ

ンサーは通常商品がセンサーの位置に来たら、トラバースが動き

出す様になっているが、トラバースベルトの皮がはがれていて、

センサーに触れエラーが起こりそのベルトの皮を切ってエラーを

解除したら、トラバースが動き出して足を挟まれてしまった。

63 11703 7
50～

99

2017 3 16~17
当社工場でプラスチック板を機械で加工中、板が想定外の割れ方

をし、機械の刃に右手中指・薬指が触れ、第一関節を切断した。
65 10899 8

10～

29

2017 3 12~13

本社工場内で小袋定量包装機のフィルムシール部分の調整をする

際、マニュアルには「機械を停止して作業を行うこと」と定めて

おり、調整するために安全カバーを開けると機械が停止する安全

装置を設置しているが、機械を停止せず安全カバーの下から手を

入れてシール調整をしたため、整袋したフィルムを切断するカッ

ター部に左手人差し指を挟み、第一関節上部より切断した。

43 10109 8

100

～

299

毛ガニ漁業操業中、のし入れ替え作業中、ロープの間に手を挟ん



2017 3 12~13
だ。

52 70201 7 1～9

2017 3 16~17

脱型作業における緊張ナットの解除をするため、ナットとカプラ

の位置関係を確認していたときにクレーンを北方向に逃がそうと

した際、誤って東のボタンを押してしまい、自分の方向に向かっ

てきたクレーンがPS導入機に衝突し、その勢いでPS導入機とそれ

を支えるフレームの間に右足の脛部分を挟み負傷した。

56 10901 7
10～

29

2017 3 8~9

ホテルの地下ダンボール集積場で、パッカー車にてダンボール回

収をしていたところ、パッカー車の回転板とダンボールの間に軍

手が挟まり一緒に巻き込まれ怪我をした。

42 150102 7
30～

49

2017 3 10~11
製桟工場にて挿除をしようとして、エアガンのホースに左足を

引っ掛け転倒し負傷した。
71 10401 2

10～

29

2017 3 15~16

被災者は、丸挿用シェルカップの中子を成形する作業をしてい

た。 金型に中子が張り付いてしまい、入れ子シリンダーが下降せ

ず工程停止となったため、動力源カット手順に従い機内に進入し

処置を行った。 この際、被災者は左手で離型剤スプレーガンを持

ち、右手でシリンダーベース上に乗った砂を掃っていた。 離型剤

を吹き付けると中子の張り付きが取れてシリンダーが下降し、シ

リンダーベースと入れ子型の間に右手が挟まり受傷した。

35 11502 7

100

～

299

2017 3 14~15

製造現場でマグネットリフトを使用して鋼材の吊り上げ作業を

行っていたところ、セット位置が悪く磁力が弱かったために鋼材

が落下し、添えていた左手指を挟まれた。

38 11209 7

100

～

299

2017 3 8~9

森林除染現場において、竹林の伐採・刈払・集積を1組2名体制で

計画し作業を進めていた。 刈払機を使用していた作業員が集積し

ていた人の姿が見えないことから、周囲を確認するため振り返っ

たところに作業員がいたため、刈払機の刃が接触し被災した。

47 30309 8
30～

49

冷凍工場にて魚をブリキ（冷凍パン）に入れて整列、集積する機

械（自動生積機）の稼働中、生処理終了間際になって、通常は8段



2017 3 11~12

積で完了することになっている手順をオペレーター（リフト操作

兼任）が9段積に変更してあることを知らずに作業終了と勘違い

し、通常トラブル時に使用する非常停止ボタンを押さず、機械の

中に身を乗り出し、落ちている魚を清掃していたところ、上から

機械が降りてきて、フレームの間に体を挟まれた。

57 10102 7

100

～

299

2017 3 21~22

ケーブルの試作で押出中に線の緩みがあるのを発見し、修正しよ

うと線を押し込んだところ、ケーブル引き取りキャプスタンに右

上腕を挟まれた。 本人が大声を出し、近くにいた作業者が非常停

止ボタンを押して設備を停止させ、数名で挟まれた右上腕を取り

出し、救急搬送した。

43 11109 7

100

～

299

2017 3 0~1

食用製品加工室で生食（ローストポークステーキ）のスライス加

工時にスイッチをOFFにせずに振り返り、誤って回転している刃

に触れてしまい、右手親指の爪側の先端を切った。

24 10101 8

300

～

499

2017 3 14~15

本社第2工場内でチョコレートの包装作業中、チョコレートをフィ

ルムに包む機械で誤って左手で製品を取り出そうとして、フィル

ムのカッターに左手人差し指を差しこんだため、第一関節の上か

ら指を切断した。

53 10104 8
30～

49

2017 3 17~18

工場で機械の刃具交換作業中、治具を締めている時に手をすべら

せた。 その際、すべった手が機械の尖った部分に当たって動脈を

切ってしまい、傷口を縫った。

57 11502 8
30～

49

2017 3 12~13

当社従業員は当社工場内において、熟成型プレス機を使用し、商

品である海苔カップを作成していた。 同プレス機が海苔カップを

プレスする際、金型から海苔カップが飛び出していたので金型に

戻そうとプレス機内に右手を入れていしまい、同プレス機に右手

中指をはさまれてしまった。 通常安全センサーが起動しプレス機

が止まるのだが、センサーエリア外から手を入れてしまったため

プレス機は止まらなかった。 その際、右手中指の腱を痛めると同

時に火傷を負い、救急搬送された。

35 10609 7
10～

29



2017 3 0~1

レワインダー芯棒供給装置で、芯棒台車から中継テーブル間の搬

送アームから芯棒が脱落したため芯棒供給装置内に入り、手で修

正しようとした。 その際に中継台車が動き、フレームと中継台車

の間に挟まれた。

49 10601 7

500

～

999

2017 3 17~18

整備工場で修理のため乗用田植機のフロントステップを取りはず

す作業中、ウエイト取付スチーの溶接部分がはがれ、フロントウ

エイトが足に落下し、左足の第2、3指（人差し指、中指）を複雑

骨折した。 なお、安全靴は着用していなかった。

48 80209 4 1～9

2017 3 10~11

ポンプ室エリア内の防潮堤工事で、コンクリート床版上に、アン

カー筋（D22㎜、長さ7.050㎜）を完通させるため、ケミカル2本

を先行挿入し、回転撹拌した後、3本目挿入準備として、ハンマー

ドリルをワンショット操作でアンカー筋を引き抜こうとした。 そ

の際、アンカー筋の回転が停止する前に被災者が両手で握ったた

め、装着していたゴム手袋が巻き込まれ、左手親指を負傷した。

24 30199 8 1～9

2017 3 9~10

プラスチック（容器）を製造中にノズルボディを冷やすホースか

ら水濡れが発生したので、機械が稼働状態で水濡れを修理しよう

と手を入れ修理中に、ノズルボディが打ち込んできて手を挟む。

43 10805 7
10～

29

2017 3 15~16

プラスチック製の建築資材（ドアレール枠、160㎝×3.5㎝×15

㎜）の端を回転している丸鋸（直径約30㎝）を使用して削る作業

中に、用意されている保護具をつけ忘れたため、削られた製品の

一部が左眼の瞼に飛び、裂傷を負った。

61 11402 6 1～9

2017 3 20~21

プレウェット機で精錬作業中、処理槽内で加工布が構内のドラム

に巻き付き、機械が停止したため直そうと、本来は排水をすると

ころ排水せずに処理槽内に入り、ドラムの上に乗って作業をした

が、足を滑らせて槽内（95℃）の液の中に右足が入ってしまっ

た。 その後、足を簡単に水で洗って作業をしていたが、翌日にな

り熱湯で悪化した。

57 10204 11
50～

99

工場内で作業中に、再生樹脂が硬化したカスがラインに落下した



2017 3 14~15

ため、ライントラブルを防ぐために左手で樹脂カスを払い除けよ

うとした。 本来は機械を停止してから作業を行うのだが、あわて

て行ったため機械を停止せずに行ったため、着用していた手袋が

機械に巻き込まれ、左手中指を負傷した。

60 10805 7
50～

99

2017 3 6~7

製造工場内にて、商品を折る機械の調整をしていたとき、本業で

あれば機械を止めて手動でローラーを動かしながら圧を調整しな

ければならないが、作業中にローラーを自動で動かしたまま調整

しようとしたため、右手小指がローラーに巻きこまれてしまっ

た。

42 10701 7
50～

99

2017 3 16~17

吹付耐火被覆工事の材料混合プラントで、解綿機に圧縮綿の塊を

投入中に、解綿機の撹拌用ブレードに着用していたヤッケの袖を

取られ、機械に右前腕部分を巻きこまれた。

49 30201 7 1～9

2017 3 15~16

土と石を選別する小型のトロンブル式選別機を稼働させていたと

ころ、投入口に土がつまり、それをなんとかしようと機械に登

り、誤ってエンジンからつながるチェーンと歯車の間に左手指5本

を挟み、5本とも負傷し、指2本を骨折した。

26 20202 7 1～9

2017 3 15~16

工場でベタライザー（成形機器）の清掃中、スクリュー近辺を吹

く時に滑りスクリューに挟まり、右手人差し指先1㎝位を切断して

しまった。 機器が完全に止まっていない状態で作業してしまっ

た。

29 10806 1
50～

99

2017 3 16~17

パッド印刷室内で印刷機設定作業中に、印刷台前後駆動操作を自

身の右手中指を置いたまま作動してしまった。 作動スイッチは固

定ロック式ではなくスイッチを離せば停止するようになっていた

が、自身がスイッチを押したまま、自身の指が挟まる事を予見で

きなかった。

43 10903 7
50～

99

2017 3 17~18

8インチコアの磨き作業のため製品を機械にセットする際、テール

センターと製品の間に右手親指が挟まり、親指端先を切断した。

テールセンターは油圧動作で前進し製品をセットするもので、そ 25 10802 8

100

～



の際に製品とセンターがずれていたため右手で持ち上げてセット

しようとしたところ、誤って親指を挟んでしまった。

299

2017 3 18~19

鶏舎室内で最終見回り時に、ホッパーのチェーンが緩い事に気づ

いたためテンションを張る作業中に、タイマーによりホッパーが

動き出し、チェーンに指を挟まれた。 自動運転の設定になってい

て、タイマーで停止していたが、電源を切らないまま作業し、タ

イマーの時間がきて動き出した。

39 70101 7
10～

29

2017 3 8~9

ペールカッターでロールわらを切っていて、ロールわらの残りが

少なくなり、中々切れなくなったのでカッターの上にのり足で押

さえた。 そのとき上でバランスを崩し、カッターに足を挟まれて

しまった。

63 70101 7 1～9

2017 3 16~17

派遣先工場内にて、不良品等のプラスチック製品を粉砕し、再利

用するための前工程として、帯縄を使用して切断していた。 回転

する鋸の刃に製品が接触した際に反発が生まれ、その反発で製品

を押さえていた手元がずれ、左手中指を巻き込まれて負傷した。

55 170101 7
30～

49

2017 3 16~17

派遣先工場内にて、不良品等のプラスチック製品を粉砕し、再利

用するための前工程として、帯縄を使用して切断していた。 回転

する鋸の刃に製品が接触した際に反発が生まれ、その反発で製品

を押さえていた手元がずれ、左手中指を巻き込まれて負傷した。

55 10805 7
10～

29

2017 3 12~13

工場内の金型で整形したゴム製品を取り出し易くする為に、エ

アーダスターガンを使用して高圧エアーをかけているが、ノズル

とホースとを繋いでいるホースバンドが緩みホースが外れ、ホー

スが目の付近に当たった。

20 10806 4
50～

99

2017 3 6~7

施設において上部作業を行っていた時、ワイヤーに軍手が引っか

かり、滑車に指を挟んでしまい、左手の中・薬指を損傷し、切断

することになった。

42 70201 7 1～9

ピンテンター式設備のピンを清掃するため、ワイヤーリングブラ



2017 3 11~12
シの交換作業をテンターチェーンが駆動している状態で行ってい

た。 その際に手がピンに触れ、そのままブラシとピンの間に手を

挟まれ、左手甲にピンシートの針が刺さってしまった。

32 10899 7
50～

99

2017 3 9~10

組立ラインでカシメ機を用いて組立作業をしていた時、無意識に

右手をカシメ機の下にもって行き、カシメ機インサートが人差し

指に当たり、指を損傷した。

42 170101 7

300

～

499

2017 3 14~15

平面研削盤上部ドレッサーにある砥石を研ぐため、前後・上下に

操作中、レバーの下部を持って操作しなければならないところを

上部を持って操作したため、機械奥の壁に右手小指が接触し、小

指第二関節あたりを負傷した。

22 11209 3
10～

29

2017 3 9~10

鶏舎内で鶏に給餌作業をしている時に、餌箱に異物が入っている

ことに気付き、取り除こうと右手を入れたところ、餌箱の下の機

械に手を挟まれ小指を骨折した。

38 70101 7 1～9

2017 3 8~9

装置メンテナンス作業中、チャンバーとヒンジ部の位置ズレのト

ラブルが発生し、位置ズレを修復するために、タンバーを取り外

す作業が発生した。 ダンパーを取り外した際に、チャンバーリッ

ドが落ち、ヒンジ部に小指を挟み骨折した。

39 11403 7

1000

～

9999

2017 3 12~13

工場で作業中、溶湯のノロを除去する為、溶湯搬送機による配湯

終了待ちをしていたところ、配湯の際に飛び跳ねた溶湯が左手指

にかかり火傷を負った。

54 11209 4
50～

99

2017 3 11~12

工場内ダイカストマシンで鋳造作業中、自動給湯器の間に誤って

入り、カスを除去したところ自動給湯器のアームが肩に引っかか

り、給湯器のラドル（溶湯の柄杓）に接触し、右肩と右あごを火

傷した。

25 11102 11

100

～

299

2017 3 21~22
工場内製織作業中、誤って機械に手を挟んでしまい、右手親指・

人指し指・中指・薬指を負傷した。
44 10203 7

10～

29

スライサーを移動中、ねじ込み式キャスターのボルトが緩んだ 100



2017 3 18~19 キャスターが外れ、大ミキサーが転倒し、本人も同時に転倒し、

スライサーで足首を挟んだ。

47 10104 5 ～

299

2017 3 10~11
社内にて裁断機で作業中、誤って左手人差し指をいっしょに裁断

機に入れてしまい、出血した。
26 80109 7

10～

29

2017 3 13~14

食パンラインブレッドクーラー内にて、ローラートレーはみ出し

異常が頻発したため、センサーを確認するためにフレームに足を

掛けよじ登る。 その際にプッシャートレーレール部分に左手を掛

けている事に気が付かず、プッシャーの動作時に指がプッシャー

ローラーとレールの部分に左手中指薬指がはさまれた。

61 10104 7

500

～

999

2017 3 8~9

本社工場内にて、電動巻き取り機（1馬力）を使用してガラス糸

（1300TEX）を木製ボビン（10㎝×4㎝～1.5㎝）への巻き取り作

業中、ボビン右側を乗り越えた糸が金属製回転軸（25㎝×10㎜～

18㎜）に巻きつき、右手人差し指先が糸と回転軸との間に巻き込

まれ、示指の指先を挫傷した。

22 10902 7 1～9

2017 3 16~17

本社工場下漬室に於いて清掃作業中、白菜4つ割機をホースを使用

し水洗いしていたところ、刃の部分に右手人差し指があたり負傷

した。

22 10103 8

100

～

299

2017 3 14~15

工場内の軒下でリンギ入れ（鉄製）の塗装作業中、塗装する際に

使用する台に載せていたリンギ入れがバランスを崩し、本人の手

前に落ちてきた。 その際、落ちてきたリンギ入れを両手で支えよ

うとしたところ、誤って作業台とリンギ入れに左手薬指が挟まれ

負傷した。

21 10109 7

100

～

299

2017 3 18~19

カレンダーロール機を使用してのフリクション作業（スダレの上

にゴム層をのせる）時、シャフトに挿入されたスダレ（巻物）を

セットした際に、回転時の落下防止としてストッパーで固定する

が、両側ともストッパーに使用を忘れて始動させたため、スダレ

が落下し左足大腿部を負傷した。

44 10806 4

100

～

299

機械の糊ローラーの手前を手動ボタンを押しながら掃除をしてい 100



2017 3 8~9 た時に、手動ボタンを強く押しすぎて、勢いよくローラーが回転

し、右手が当たって手を切ってしまった。

33 10602 8 ～

299

2017 3 11~12
消火栓設置工事の為、アスファルト舗装を電気ピックで取り壊し

中、誤って右足親指をのみ先で叩き怪我をした。
37 30199 6

10～

29

2017 3 10~11

発泡スチロール切断作業中、切断機（床から20cmの高さ）のヘリ

に上がっていたところ右足を滑らせ、バランスを崩して転倒し

た。 その際、頭が中央の少し高さのある木部に当たり、左胸が木

の台に当たって被災した。

21 11102 2
30～

49

2017 3 11~12

当社工場内にて、ブラケット成形機が成形部品の排出エラーで停

止した際、設備内に残った部品を取り除く時、排出エラーを解除

した後、設備裏側から手を入れ部品を取ろうとしたため設備が作

動し、金型に左手小指を挟まれ負傷した。

59 11203 7

100

～

299

2017 3 11~12

工場内に設置しているスポット溶接作業時に、フットペダルを踏

み込んだまま溶接ピンの位置を修正しようと、右手人差し指を入

れてしまい指を挟んだ。

42 11305 7
10～

29

2017 3 16~17

工場で製造後、ロースター金属探知機のシートをラインを動かし

たまま拭き掃除をしていたとき、機械の端でシートを挟むように

押さえながら行っていたため、ウエスが先に機械に巻き込まれ、

右手人差し指が機械に巻き込まれた。

53 10104 7
50～

99

2017 3 14~15

工場2Fに乾燥機4台あるうち、向かって右から2番目の乾燥機内で

回転している被災者を発見した。 発見時は乾燥機のスイッチは

入ったままで運転中であり、その乾燥工程に付随する洗った洗濯

物を乾燥機まで運ぶシャトルコンベアもスイッチは入ったままで

あった。 原因は上記状態で何故進入、発見に至ったのか不明であ

る。

65 11703 7
30～

49

2017 3 8~9
食堂の清掃中、掃除機のコードに足が引っ掛かり転倒し、足の甲

を負傷した。
65 150101 2 1～9



2017 3 8~9
ハウス内で播種機を操作中、方向転換した時、トラクターで耕し

た不安定な土の状態だった為、腰をひねって痛めた。
34 60101 19 1～9

2017 3 15~16

得意先の作業ピット内にて、本人が農機用タイヤの取付作業を手

伝い空気充填作業も実施した際に、ビード勘合がうまく行かずエ

アゲージを確認すると500Kpaを超えていた為、エアーチャックを

バルブ口から外そうとした際に、チューブが破裂し、タイヤビー

ドがホイールより外れた。 この時、タイヤに記載されている

250Kpa以上充填しない旨の表示を見落とし、バルブコアの装着も

していなかった。 100㎏程のタイヤホイールが天井まで跳ね上が

り、その際に左手人差し指と右手甲骨を骨折し、また天井に当

たって天板が破損し、落下した。 破片で左瞼を外傷（切傷）、

チューブ破裂時の爆風の衝撃で右目を負傷し視力が低下してい

る。

45 80109 4 1～9

2017 3 10~11

冷凍缶に入った魚の脱缶作業中、脱缶機コンベアに缶を手で投入

した際、缶の把手を倒そうと右手に差し入れたところ、固くて手

袋の先が把手と缶のふちの間に引っ掛かり、脱缶機の反転口にそ

のまま缶が落下し、その重み（約20㎏）で右手指がもっていかれ

薬指先を切断した。

51 10102 7
10～

29

2017 3 13~14

餌置場で牧草をカッターでカットしていた時、草がカッターにつ

まったので取ろうとしたところ、手に草がからんで引き込まれて

しまった。

47 70101 7 1～9

2017 3 8~9

圃場に向かうためトラクターで道路が狭い斜面を上がる途中、ぬ

かるんだ轍で左前輪をとられてトラクターが傾いたので、車体を

立て直そうとしたが、前輪が土手を乗り越えてしまい、トラク

ターごと約4ｍ下の道路に転落し、身体を強打した。

53 60101 1
10～

29

2017 3 9~10

事務所内の広い場所で、コンプレッサーからホースをつないで20

ブレーカーを点検しているとき、重機で使用するゴムパットに押

し当てて確認していた。 そのとき窪みや穴がゴムパットに空いて 25 80409 6
10～



いて、グラグラとして不安定な状態であった。 点検後の確認中に

誤って、20ブレーカーで左足の人差し指を打ち骨折した。

29

2017 4
16～

17

T/Fライン芯材挿入機の内部で芯材が樹脂サッシに正しく入るか、

監視業務を行う為、右手で柱につかまり、奥の稼働部を覗き込ん

でいたところ芯材段取ユニットが動きだし、柱と段取ユニットに

腕が挟まれ被災した。

22 10805 7

500

～

999

2017 4
15～

16

オペレーターと2人でボーリングマシンを使用して地質調査をして

いた。 マシン回転部のチャックを掘削作業をしていたところ、マ

シンのクラッチが入ったままになっていたため、回転部が予期せ

ず回転した。 当該回転部に装着していたチャックレンチと機械本

体の間に左手人差し指が挟まれ、左示指中関節骨解放骨折等を

負った。

32 170209 7 1～9

2017 4 4～5

ロータリーフィーダ内にある管内にある綿状の物を除去する作業

をするため、ロータリーフィーダの停止ボタンをOFFにしたと

思ったところ、OFFではなくONのボタンを押してしまい、またパ

トランプ及びチェーンの点検を確認せずに手を入れて、右手の指

を切断してしまった。 （機械作動中はパトライトを点灯してい

る。）

41 11709 7
10～

29

2017 4
13～

14

木造2階建て住宅新築工事現場で梁の上部に木材を設置する際、く

ぎ打ち機を誤って自分の方に発射させ、左親指にあたり切創し

た。

21 30202 6 1～9

2017 4
11～

12

2階縫製場でスラックスのダーツに芯を貼る作業をしている時に、

芯をセットして自分の足でスイッチを踏むところを踏むのが早す

ぎて、誤って左手の人差し指と中指を挟んでしまった。

33 10301 7

100

～

299

2017 4 1～2

合板工場加工機にて、品種切替のため自動供給装置始業調整をし

ていた。 該当する箇所の位置付近に脚立を利用し、高所で作業を

していたところ、脚立がグラつき不安定になったため、咄嗟に右 57 10402 7
50～

99



手を機械設備にかけた際、自動供給装置と駆動シリンダー部分に

挟まれ、薬指尖端を挫傷する。

2017 4
16～

17

T/Fライン芯材挿入機の内部で芯材が樹脂サッシに正しく入るか監

視業務を行う為、右手で柱につかまり奥の稼働部を覗き込んでい

たところ、芯材段取りユニットが動きだし、柱と段取りユニット

に腕が挟まれ被災した。

22 170101 7

100

～

299

2017 4
12～

13

内臓処理室において、本来は自動で投入され処理をする機械に、

滞留していた内臓を押し流そうと手を入れたところ、誤って回転

しているローラーに右腕を挟まれ骨折した。

38 10101 7
50～

99

2017 4
13～

14

工場内で中間プレスの作業中、誤って右手の指5本をプレス機に挟

んでしまった。
55 10301 7

50～

99

2017 4
10～

11

第2工場内で梱包作業中、機械で結束バンドを製品にかけている時

に手袋がバンドに引っかかり、右薬指を挟み骨折した。
44 11209 7

30～

49

2017 4 8～9

プレス機の送り台が機械から出てきたとき、送り台のゴミを取ろ

うとして、トラテープの内側に送り台が動いていたが右足を踏み

入れてしまい、右足に送り台が当たり負傷した。

28 170101 6

100

～

299

2017 4 8～9

プレス機の送り台が機械から出てきたとき、ゴミがある事に気が

付き、送り台の下に足を入れて取りはらおうとした。 トラテープ

の内側で送り台が動いていたときに右足を踏み入れてしまい、送

り台に当たり、送り台の力で押し戻され、手前の鉄板との間に挟

まれた。

28 11009 7
30～

49

2017 4 8～9

草刈り機にて草刈作業中に、段差にはまり機械から振り落とされ

て転落し、ハンドルレバーが手に引っ掛かり、草刈り機のレバー

がバッグギヤに入ってしまい、自分の方に向かってきて轢かれ

た。

59 30106 6
10～

29

2017 4
14～

古紙プレス機において、スリット加工で発生したミミロス古紙を

プレスしようとした際、古紙投入口よりはみ出した古紙を右手で
36 10602 7

50～



15 押さえながら、左手でプレス下降レバーを操作した結果、右手を

引き抜くことが出来ずにそのまま右手がプレスされてしまった。

99

2017 4
11～

12

工場1階のおにぎりラインで、おにぎり用ラベラー機が作動中に機

械を停止させずにラベルを取ろうとした為、機械に指を挟まれ

た。

26 10109 7
50～

99

2017 4
11～

12

工作機械の調整時に誤って両手指を挟んで怪我をした。 安全対策

として作業スイッチは2回連続で押さなければ作動しないように

なっているため、本人の勘違いによる事故と思われる。

49 11502 7
10～

29

2017 4
19～

20

袋の仕上げ工程で作業終了後に機械の清掃をしていたとき、平ベ

ルトが回転している所にスイッチを切らず手を入れ、素手で接着

剤のカスを取ろうとし、作業服の袖が巻き付き腕が巻き込まれ

た。

20 10602 7
50～

99

2017 4
13～

14

当社工場内にてバスタオルを機械に流した後、グリーンを流す準

備をしたところ、1枚多く流してしまったことに気付き右手で取ろ

うとし、機械の上に左手をついたところ、フェイスタオルのプッ

シャーに左手を巻き込まれた。

60 11703 7
30～

49

2017 4
9～

10
汎用品の鉄筋部材を作成中に鉄筋と機械の間に第二指を挟んだ。 21 30201 7 1～9

2017 4
13～

14

当社工場内において回転式の選別機の清掃作業中、ドラムが回転

し、ドラムと選別機の囲いの間に挟まれた。
57 10901 7

10～

29

2017 4
10～

11

2階作業場で1号機ラッパーフィルム送りのローラー部分にフィル

ムが残っていたため、左手ひと差し指で取ろうとした時、キャッ

チャーが降りてきて指に当たった。

58 10109 7

1000

～

9999

2017 4 6～7

事業所内の飼料を粉砕する機械（ミキサー）で、機械（ミキ

サー）の排出口の部品が破損し、同部分のフタが閉まらなくなっ

たため部品を修正しつなぎ合わせる作業をしていた。 手を入れて

同部分を修理しようとしたが、誤って逆方向に作動するレバーの
54 40301 7 1～9



スイッチを入れてしまい、右手が同部分のローラーに挟まれ、体

をおいている所のベルトコンベアが流れて圧迫された。

2017 4
9～

10

工場内で稼働中の機械の異常や糸切れ等の見廻り中に、数ヶ所に

糸切れを発見した為、糸つなぎ作業をしていた。 そのうち1本が

フィードローラーに糸が巻きついており、通常はフィードロー

ラーに巻き付いた場合は機械停止まで放置することになっている

が、誤って巻き付き糸をカットしようとして指を挟んでしまっ

た。

58 10202 7
10～

29

2017 4
11～

12

ラーメン店の調理場において、電動カッターでネギを刻む作業

中、誤ってネギ投入口（直径3.5センチ、カッターまでの奥行き6

センチ）に左手中指を入れてしまい、指先3～4ミリを切ってし

まった。

42 140201 7 1～9

2017 4
13～

14

環境プラントにて衣類積み込み作業中、トラック荷台にて衣類の

フレコン（トンブクロ）を積むためにユニックで載せる作業をし

ている最中、フレコン（トンブクロ）が当たり、荷台から転落し

て負傷した。

29 30201 8 1～9

2017 4
12～

13

3号機工程に設置されている循環ファンベルトにバタツキがあった

ため、ベルトカバーを外した状態でベルトの点検、調整をしなが

ら試運転を行った。 試運転時にバタツキが発生したため運転を停

止した。 回転が止まる寸前の惰性回転中のベルトとプーリーの間

に手を出し挟まれた。

43 10805 7
50～

99

2017 4
14～

15

工場内で樹脂プレス作業中に機械に異常が起き引っ掛かりが生じ

たため調整しようとしたとき、通常は手動に切り替えて調整する

ところ、自動のまま行ったため、右手中指末節を機械に挟み粉砕

骨折した。

20 10806 7
10～

29

2017 4
11～

自社工場内にて麺を袋詰めし、プレスと同時に熱による圧着で袋

の封をする機械での作業中に、袋が詰まったことで、正規の位置

に対し袋が半分ほどしか出ていない状態で止まってしまった。 左 61 10109 7 1～9



12
手で袋を正規の位置まで引っ張り出そうとした際に機械が作動

し、左手をプレスされてしまった。

2017 4
11～

12

食品加工製造を行っている工場で、おにぎりにラベルを貼る機械

が作動中にラベルを取ろうとし手を入れてしまい、ラベルを貼り

付ける機械に指を挟まれた。

26 170101 7

100

～

299

2017 4
23～

24

野菜室で長ネギのダイス工程（みじん切）時に、スライサーの電

源を切らずに、上コンベアー持ち上げ用のレバーを右手で引き上

げ、左手で下コンベアーのダイスされたネギをかき集めていて、

手が奥まで入ってしまい稼働中のカッターの刃に左手中指が接触

して負傷した。

40 170101 8

100

～

299

2017 4
23～

24

長ネギのダイス工程（切りきざむ）終了時に、スライサーの電源

を切らずに、上コンベア持ち上げ用のレバーを右手で引き上げ、

左手で下コンベアのダイスされたネギをかき集めていて、奥まで

手が入ってしまい稼働中のカッターの刃に左手中指が接触して負

傷した。

40 10104 8

300

～

499

2017 4
16～

17

個人庭園にて生垣根を強剪定しようとして、電気サンダーへノコ

ギリの刃を装着して作業していたところ、回転中のノコギリ刃が

はね上がって左手の親指人差し指を切ってしまった。

68 60101 8 1～9

2017 4 6～7

成形工程にて自動運転するはずの成形機が停止したため、監督者

を呼び出して処理してもらい、自動運転するかどうかを確認作業

中、金型が途中で止まり、閉まり切らなかったため不具合箇所を

指で指し示していた時残圧で金型が閉まってしまい、左手人差し

指を負傷した。

28 170101 7
10～

29

2017 4 6～7

金型が途中で止まり閉まりきらなかったため監督者が対応したが

再度停止したため、不具合箇所を説明する際に指で指し示してい

た時に残圧で金型が閉まり左手人差し指を負傷した。

28 10806 7

100

～

299

14～
本社2階の2号機の機械のある工場内にて機械作動中にフィルムが 100



2017 4
15

詰まりその詰まりを解消しようと機械の中に指を入れたところ、

右手薬指の指先1cm位挟まれ、指先が切断された。

57 80209 7 ～

299

2017 4
19～

20

洗濯室内で洗濯機の中から洗濯済みのダスター類（布巾）を取り

出そうとした際勢いよく手を入れた時に洗濯槽に指をぶつけた。
49 140209 3

10～

29

2017 4
18～

19

被災者は、弊社工場内にて、同僚による口頭での操作レクチャー

を受けながら、天井から吊り下げられたガンを操作していた。 吊

り下げ式による不安定なガンの先方を左手で固まって持ち、右手

でロック解除スイッチを押して一発空打ちした瞬間、ガンのスト

ローク先端部分に左手が挟まれ、母指を受傷した。

34 11502 7
10～

29

2017 4
12～

13

紙管製造現場で紙管製造機運転準備中、ベルトに付いた汚れを取

る為、紙管巻き込みベルトを回したまま軍手を着用した左手で触

れてしまい、ベルトに巻き込まれた。

21 170209 7
10～

29

2017 4
15～

16

1番ホールでけん引車輌で落葉清掃中立ち往生して機械をはずした

時、坂のため動いて来て、止めようとして木と機械に挟まれ足を

骨折した。

67 140301 6
50～

99

2017 4 6～7

印刷工場内の用紙準備スペースで、準備済みの用紙を倉庫内に搬

入する作業時に、用紙の搬送方向を180度回転させるターンテーブ

ルに右足が挟まった。 （本人の危険意識の欠落と不注意による）

19 10701 7

100

～

299

2017 4
15～

16

被災者は材質試験場にて圧壊試験を行っていた。（圧壊試験＝鉄

管の挿口切断片を用いてたわみ量を計測する試験） 径75ミリ切断

片の圧壊試験を行おうとした際、左手で切断片を試験機内にセッ

トするのと同時に圧壊レバーの操作を行ってしまい、切断片と試

験機との間に左手中指が挟まれた。

52 11001 7

300

～

499

2017 4
14～

15

包装機運転中に、充填部で製品が詰まり機器が停止したため、復

旧しようと駆動部分のベルトを確認しようと点検口を覗き込ん

だ。 その時に右手に持っていたハンマーがベルトに当たり、突然

動作した為、右手が巻き込まれた。 咄嗟に引き抜いたが間に合わ

ず、右手中指が挟まれ被災した。

25 10901 7

100

～

299



2017 4
15～

16

自社トラックタイヤの作業場でタイヤ交換作業中、アルミホイー

ルの保護リングがはずれて落ちかけたので、手を伸ばして押さえ

ようとした時、チャッキング（タイヤ固定）のチャック爪に右手

人差し指を挟まれた。

42 80209 7 1～9

2017 4 8～9
工場内で機械の清掃をしている時に機械を動かしながら、体を機

械の中に入れて清掃し、頭を挟まれてしまった。
38 10805 7

10～

29

2017 4
23～

24

化繊コードを連動にて貼り付け中に、本来上下に離れているコー

ドが密着したので、それを剥がそうとして手で触れたとき、ロー

ラーシャフトとコードの間に左腕を巻き込まれ、左前腕を開放骨

折した。

21 10806 7

100

～

299

2017 4
18～

19

当社工場の製函機の清掃中、アニロックスロールに付着していた

汚れを除去するためにウエスを使用し拭いていた。 ウエスがアニ

ロックスロール（鉄）とインクロール（ゴム）の間に巻き込ま

れ、被災者はウエスを離すことができず左手親指の内側を切創し

た。

24 10602 7
50～

99

2017 4 2～3

被災者は操業終了後、造型機のメンテナンス作業を他2名の作業者

と行っていた。 造型機のスライドゲートの清掃、点検を行うた

め、被災者が造型機内に入り、他の作業者のうち1名がスライド

ゲートの開閉を担当した。 お互いにスライドゲートを閉めること

を合図確認した後、操作パネルでスライドゲートを閉じる操作を

行ったところ、被災者がスライドゲート部で首を挟まれていた。

32 11002 7

100

～

299

2017 4
15～

16

マンツーマンで新人作業者に包装機のセットの仕方を指導中、一

人でセットが出来たがエンドシール部の包材が詰まっていること

に気づき、被災者は包装機内側から左手を伸ばし詰まりを直して

いた。 その時、新人作業者はトジマークの調整を行い、指導者

（被災者）が包材を手で押さえてくれていると思い製品を感知す

るセンサーに手を当てて動かしてしまった。 詰まりを発見した時

点で電源を切るか、カバーをはずす（カバーをはずせば電源が切

29 10104 7
50～

99



れる）べきだった。

2017 4 2～3

事業場内生産B1職場で、自動車シート部品を生産中に完成品箱を

完成品シュートで移動中、完成品箱から飛び出した部品を戻そう

として右手を伸ばした時に、シューターの枠と箱の間に右手甲を

挟まれ骨折した。

60 11502 7

100

～

299

2017 4
9～

10

当社縫製工場の裁断場で反物を裁断中に、裁断機で左手の親指を

切る。
68 10301 8 1～9

2017 4 8～9

工場充填室にて、ダイカットロールのアンビルロールを紙ヤスリ

で磨いた後、ウエスで拭き取り作業をしようとした。 ベンジンを

浸み込ませたウエスがロールに張り付き、引き摺られて、ダイ

カットアンビルロールとロトリムロールの駆動カム部に右手が巻

き込まれた。 事故時、機械は稼働中で、安全カバーも取り外され

ていた。

42 10602 7

100

～

299

2017 4
10～

11

工場内のおしぼり製造機で作業中、パック機に不良品が入りそう

になったので取り除こうと右手を入れたときにパック機が下りて

はさまれ、下側の平ベルトは運いたままだったので摩擦でやけど

した。

38 10602 7
10～

29

2017 4
14～

15

工場内裁断部門、延反台上にて延反終了後の、生地のピンホール

部分を切り落とし作業中、進行方向より左手で生地と製図紙を押

さえ、右手で手押し裁断機をコントロールして作業を行うところ

を、左手を逆手に持ち、安全バーより刃側（内側）を押さえて作

業したことで事故が起きた。

52 10301 8
30～

49

2017 4
13～

14

工場内において、残コンクリートを洗車機にかけてコンクリート

を砂と砕石を分級する設備で、シュートに固まった固形物を鉄筋

を使って落としていた所、回転羽根に鉄筋が巻き込み、右の手の

人差し指と親指の間を鉄筋で切りさかれてしまった。 尚作業中は

皮手袋を使用していたが皮手袋も破れてしまった。

46 10901 8
10～

29



2017 4 5～6

排ガス再循環用送風機の汚れを発見しウエスにて拭き清掃実施

中、ウエスが空冷ファンに巻きこまれ引きずりこまれる形で左手

をファンにて受傷した。

55 150109 7
30～

49

2017 4
10～

11

土場において草刈作業中、前方を向いて切っていた所、後ろを切

ろうとまわったときに作業者がいて、足のかかとを切った。
19 30209 8

10～

29

2017 4
10～

11

コンクリートタンクに取り付けてある移動式撹拌機を整備の為、

撹拌機先端をコンクリートフロアにつけて固定台から持ち上げた

ところ、撹拌機先端が滑ってしまい、撹拌機が固定台から落下

し、コンクリートの角に左指を挟まれた。

26 10109 7 1～9

2017 5
10～

11

墓地基礎工事にて運搬車からランマーを降ろそうとした際に、ラ

ンマーが滑り落ちそうになり、支えようとして指を挟まれた。
43 30309 5 1～9

2017 5
10～

11

事業所敷地内でコンクリートポンプ車の整備中に、エア・スケー

ラーにてコンクリート外し作業中に、太ももに針の破片が刺さっ

た。

20 80409 4 1～9

2017 5
14～

15

工場内で製品のペレットをスチールスクリューを使ってフレコン

（大型の袋）に入れる作業の途中に、製品のペレットのサンプル

を取り出すため、スクリューコンベア入口からプラスチックの

カップで取ろうとした時にカップを落してしまい、それを拾おう

と電源スイッチを切らずに手を入れた拍子に回転刃に強く当た

り、右手中指と薬指を骨折した。

28 10801 7
10～

29

2017 5
11～

12

トイレ介助中、利用者の前方を介助する役割であった。 利用者が

トイレが終わり、車椅子に移る際、利用者の膝が崩れ前方に倒れ

たため支えたところ、利用者の体重がかかったため背中が反り痛

めてしまった。

29 170101 7

500

～

999

2017 5
11～

12

トイレ介助中、利用者の前方を介助する役割であった。 利用者が

トイレが終わり、車椅子に移る際、利用者の膝が崩れ前方に倒れ

たため支えたところ、利用者の体重がかかったため背中が反り痛

めてしまった。

29 11301 7
50～

99



2017 5
11～

12

作業場構内において、LPガス容器（高さ1m、幅40㎝）に日付を刻

印するため、刻印機に容器を移動させ、スイッチを入れたが、ず

れている事に気付き、修正させようとした時に刻印機に人差し指

が挟まれ骨折した。

62 40301 7
10～

29

2017 5
17～

18

タンの皮むき機周辺で清掃中に、歯を外して持った時に、手を滑

らせて、足で支えようとしたところ、歯の向きが下になり、太も

もを切った。

69 10101 8
10～

29

2017 5
13～

14

スリッティングワインダー機を清掃していたところ、テンション

をコントロールするロールの間に右手を挟み、第一指～第三指を

負傷した。 ロールを駆動させながらロールをウエスで通常とは反

対側（安全カバーが設置されている側）から拭いてしまった。

47 10602 7
50～

99

2017 5
11～

12

1階作業場にて廃材を回収しやすくするために、配管材（ビニール

製）をサンダーで切断している時、サンダーの刃が絡まって左手

親指を切ってしまった。 本来は両手でサンダーを持って使用すべ

きところを片手で押さえて使用してしまった。

24 30110 8
10～

29

2017 5
20～

21

派遣先の工場内で成形3号機にて、検品及び梱包作業をしている

時、出来上がった製品を、取り手作業台から取る際に、作業台の

仕切りに左腕をぶつける。 その時に左前腕部を損傷したと思われ

る。

44 170101 8

500

～

999

2017 5
9～

10

出入口付近にて、手押し式床磨き機を使い清掃作業中、床磨き機

がカーペット部で予期せず停止したためバランスを崩し、足を床

についた際に左膝を強打し骨折した。 当時、現場はパート5名の

みであった。

59 150101 2

100

～

299

2017 5 7～8

放射線科第1カテーテル室内で患者さんの抹消ルートを延長してい

る際に、カテーテル台の下に潜り作業をしていた。 滅菌操作で治

療を行うためドレープが患者さんにかかっており、機械を操作す

る放射線技師から本人が作業している位置は死角となり、機械が

39 130101 7

500

～

999



可動氏右足を挟まれる状態となった。

2017 5
14～

15

当社の資材置き場において、瓦棒成型機のメンテナンス（清掃と

注油）作業中、稼働状態での作業をしている時にウエスがチェー

ンに巻き込まれた。 そのはずみで右手の人差指がチェーンと歯車

に巻き込まれて負傷した。

25 30209 7 1～9

2017 5
11～

12

当社工場内において、低成型機作業中にコンベアー上のドラムを

取ろうとして滑ってしまい、右手が低成型機チャックを止める所

に挟まり負傷した。

49 10602 7
10～

29

2017 5
11～

12

場所は2階の工場作業場にてスライサーの清掃をしたところ、電源

は切れていたが、刃の回転が完全に止まっていなくて、左示指を

切断してしまった。

23 10101 8
50～

99

2017 5
14～

15

工場内連続洗濯機横で、連続洗濯機の栓が外れたと連絡があった

為、確認しようと保全担当車と電話しながら屈んでいたところ、

外れた栓の場所から噴き出してきた熱湯が頭からかかった。

39 11703 11

100

～

299

2017 5
13～

14

施行宅にて床下穿孔中に低い大引きをくぐる際、ソリに載せた穿

孔ドリルのビットが目の前にあり、ビットの先端が眼球に当たり

受傷した。 ドリル使用直後の為、ビットが高温になっており、眼

球の幕が熱で変形してしまった。

23 170209 11
10～

29

2017 5
10～

11

排水設備工事現場において、ハンドカッターを使用して建物のコ

ンクリートを切断中、腕が疲れてきたのでカッターを持ち替えよ

うとした時、手が滑ってカッターを落してしまい、カッターの刃

が左足甲に当たり負傷した。 （安全長靴を着用していたが、先芯

から外れた部分に落ちた。）

63 30309 4
10～

29

2017 5
9～

10

ピロー包装機にてパック詰め作業中、フィルムが詰まり、上部の

カバーを開けず、横からフィルムを引き抜こうとした際、カット

部分の刃が下がり、右手人差し指、中指の第一関節付近より切断

した。

57 10109 8

100

～

299



2017 5 2～3

熱処理職場にて油圧機による本締め作業を行っていた際、社員の

指示を受け作業に戻ったところ、インパクトレンチの回転方向を

失念し、閉め方向とは反対の緩み方向にセットした。 それにより

製品が緩み崩れかけた為、材料の上部を左手で押さえ、右手で油

圧装置の方向制御弁レバーを持ったが、誤って下降側に入れてし

まった。 降下した油圧装置のシリンダーと製品との間に左手人差

し指が挟まり、患部の腫れ（感染症）が生じた。

59 11502 7

300

～

499

2017 5
14～

15

会社内の箱製造機械にて、ダンボール箱を成型中に、新しく入っ

た者を指導しながら作業をしていた為、足でスイッチを押すタイ

ミングと手を抜くタイミングがずれてしまい、機械に右手示指を

挟まれて負傷した。

33 10602 7 1～9

2017 5
11～

12

常駐者がいない第2工場内において、糊付けした段ボール（50㎝

×28.5㎝）を、糊を接着させる機械（高さ1.2m×長さ6.65m）の

ベルトローラーに送る作業中、糊付け面を斜めに折って送ってし

まったので、直すため引き戻そうとし、手袋をはめた左手を奥に

入れたときにローラーに挟まれた。

49 10602 7
30～

49

2017 5
10～

11

工場2階組立室内にて、製造ラインのリークテスト工程で設備トラ

ブル処理中に、動きが悪い部位の確認の為、それに繋がるホース

を手で動かしてみようと、自動運転中のホースが固定されている

エアシリンダーに手を掛けた時にその部分が動き、次のステップ

のエアシリンダーが上昇し、設備フレームとの間に指を挟まれ

た。

29 11502 7

100

～

299

2017 5
15～

16

道路沿道で、エンジン付き草刈り機で草刈り作業中、通常作業を

中断する際はエンジンを停止し回転刃が停止した後に地面に水平

に置くところを、エンジンを止めずに回転刃も動いた状態で擁壁

に立て掛けて不安定な状態で次の作業に移ったため、草刈り機が

倒れ、左ふくらはぎに当たり負傷した。

49 140101 8
10～

29

プラスチックフィルム製造過程で、延伸切れトラブルが連続して



2017 5
21～

22

発生した。 トラブルを解消し通紙作業に入った際、低速回転して

いる最終ロールとピンチロールの間に左手人差し指が巻き込ま

れ、急いで自力にて引き抜いた際、指先の肉が引きちぎれた。

47 10805 7
50～

99

2017 5
9～

10

動物村の台所で動物に与えるための野菜（キャベツ、人参、さつ

まいも、りんご等）を細かく砕く作業をしている際、野菜が下に

落ちなかったため、ミキサーのスイッチを切らないまま指で野菜

を押したところ、右手中指が回転中のミキサーに触れて右手中指

3ヶ所を挫創した。

63 170209 8
50～

99

2017 5 8～9

工場内製造ラインの昇降機の清掃作業をしている時に、別の作業

員がスイッチを押したため、昇降機が動き指を挟んでしまい、左

手の指をほぼ切断する怪我を負った。

68 10109 7 1～9

2017 5
16～

17

工場内で印刷された紙をサイズに合わせて裁断する作業中に、右

手親指を裁断機のクランプに挟んだ。 本来使用すべき紙押さえを

使用せずに手で行ってしまった。

51 170101 7
30～

49

2017 5 2～3

5工場ビード部補強材成型機で角度替えのため、ガイドを左から右

へ切り替えようと右手でボルトを六角レンチで緩めている時に、

急に緩んだため、支えていた左手を捻った。

52 10806 19

1000

～

9999

2017 5 2～3

タイヤを加硫する加硫機で、加硫の際に使用するブラダー（タイ

ヤの内面の圧力を維持するための風船状のもの）の交換作業を実

施中、取り付けたブラダーの下部を清掃する為、水圧で上昇状態

であったブラダーを下降ボタンを押して下降させた。 その際、被

災者は下降しているブラダーと加硫機の底面に右手親指を挟まれ

た。

26 10806 7

1000

～

9999

2017 5
13～

14

社内工場にて2人1組で自動ミシンによる縫製作業中、糸が無くな

り糸切り停止ボタンを押し、1人がミシン内に名入り、下糸が無く

なった部分の糸始末をしたところ、もう1人が相手に気付かず元位

置復帰ボタンを押してしまい、動く枠部分と台座に挟まれた。

60 10309 7
10～

29

ブロー1号機で製品重量を調整する作業をしていた。 右手にハン



2017 5
16～

17

マー、左手に長さ20㎝の鉄棒を持ち、ボルトの頭を叩きながら重

量を調整していたときに金型が下りてきて、右手人差し指を挟ん

だ。

25 10805 7
30～

49

2017 5
11～

12

本社工場2階作業場にて、農業機器の部品作成時、ロボット溶接で

の加工を行うため、両手で溶接治具へ部材をセットした。 本来は

セット後、両手を放すところ、左手を部材に添えたまま離さな

かった為、右手でクランプ作動レバーを可動させた際に部材に置

いたままの左手拇指をクランプと部材の間に挟み被災した。

39 11509 7

300

～

499

2017 5
11～

12

派遣先の本社工場2階作業場にて、農業機器の部品作成時、ロボッ

ト溶接での加工のため、両手で溶接治具へ部材をセット後、本来

はセット後、両手を放すところ、左手を部材に置いたまま、右手

でクランプ作動レバーを可動させたため、部材に置いたままの左

手拇指をクランプと部材の間に挟み同指を骨折する。

39 170101 7
50～

99

2017 5
11～

12

1Fケース製函機において、部品の破片を取り除こうとした際に

誤って前部にある紙送りローラーに右手が挟まり受傷した。
50 10602 7

300

～

499

2017 5
13～

14

当社作業場にてファスナー製品加工中、ファスナー上止機の作業

部分のゴミ（上止片）を電源を切らずに右手で払い、誤って同時

に足動のスイッチを踏んでしまい、右手人差し指に機械可動部分

が下りてきて負傷した。

67 11209 7
30～

49

2017 5
11～

12

事故発生時、紙耳の落ちが悪い事からトリマー内部に紙耳が詰

まったり、製品に紙耳が付いた状態でトリマーから出ていく事

で、機械がよく停止する状況であった。 昼までの生産数が気に

なっており、稼働中に右手を持っていき事故が発生した。

45 10701 7

300

～

499

2017 5
9～

10

当社工場内において、原紙カッターロール機械にて紙おしぼりの

加工作業中、カッターロール機械土台に付着した紙粉を拭き取ろ

うとして機械を停止しないで軍手をした右手で取り除こうとし

て、カッターロール部分に巻き込まれて、急いで右手を手前に引

63 10602 7
30～

49



いたが間に合わずに右環指と右小指を挟まれた。

2017 5 8～9
作業中、高さ3ｍ程の所から足を滑らせ、作業中の草刈機が足に接

触し負傷する。
63 30199 8

30～

49

2017 5 5～6

箱詰エリア丸生地ラインの作業が終了し、縦ピロースイングコン

ベア下部の清掃を行っていたところ、他の作業車が縦ピロー包装

機を起動した為、各コンベアが動き出した。 スイングコンベアも

下降する構造になっていて、加工する際にブザーが鳴るが、右手

を抜くことが遅れたこともあり、スイングコンベアと生地搬送コ

ンベアとの間に右手が挟まれ負傷した。

45 170101 7

300

～

499

2017 5
15～

16

冷蔵庫ライン後行程のFR（ファインリサイクル）の風力選別機で

生産中、樹脂の詰まったのを監視モニターで確認したため、安全

棒で取り除こうとした時に取りきれずに、風力選別機のシロッコ

ファンの点検口を開けて設備が動いている状態で右手を入れて取

り除こうとした時に巻き込まれ、右手の平を裂傷、人差し指中主

骨を骨折、人差し指腱を損傷した。

52 11709 7
50～

99

2017 5
21～

22

工場内作業場にて、被災者が、同僚と成型機に原反のシートを手

で押さえて入れ込む作業中に手を入れ込み過ぎて、誤ってチェー

ンに左第二指の先を挟んで負傷した。

53 10805 7
30～

49

2017 5
11～

12

C工場シャワー洗浄機にて、L6工程上がり品をシャワー洗浄作業を

行う為、洗浄機コロコンにのせ移動させたところ、コロコン台が

ずれて傾きロット缶が落下した為、洗浄機のアングルとそのロッ

ト缶との間で右手小指を挟んだ。

36 11301 7

300

～

499

2017 5 8～9

お客様の圃場にて、田植機の苗のせ台の横送り不良部分を修理し

ようとしたところ、回転部が急に動き、左手が巻き込まれ、左手

親指付け根に切傷を負った。

46 80109 7 1～9

縦ピロー包装機のフィルム交換を行い、繋ぎ目の部分まで空袋送

りでフィルムを出し、1サイクルでフィルムをカットした後、確認
100



2017 5 0～1
する為1サイクルで空袋を1袋出そうとした。 その際にホーマー部

分にフィルムが引っ掛かったため、慌ててフィルムを引っ張ろう

として手を入れてしまい、横シーラー部分に右手中指を挟んでし

まった。

54 10109 7 ～

299

2017 5
11～

12

角度30度位の法面でヒラドツツジの剪定作業をしていた時、法面

で足を滑らせ、持っていたトリマーに右手が接触し負傷した。
43 30199 8 1～9

2017 5
10～

11

工場内で鋼板の表面にシールを貼る作業中に、シールを貼る機械

に鋼板を流す作業を行っていて安全対策としてローラーに手が近

づかないように柵をしているが、仕事がしづらいからと言って柵

を外して作業をしていた。 その結果ローラーに手を近づけ過ぎ

て、左手小指をローラーに挟み、第2関節辺りから付け根の部分ま

で縦に切れて7針縫う怪我を負った。

67 80209 7
50～

99

2017 5
15～

16

製造ラインにて、クッキー投入機を清掃中、よそ見をして樹脂の

スライド部穴に指を挟み、左手人差し指を開放骨折した。
35 10104 7

100

～

299

2017 5
22～

23

工場内インジェクション機械で金型から製品を取り出す作業を

行っていたとき、中金型が貼り付いたままであることに気が付か

ないまま、製品を取ろうとし、中金型が落下し負傷した。

37 10806 4
30～

49

2017 5
15～

16

草刈作業を行っている時に、落ちていた番線の破片が刃に当たっ

て飛び上がり、足に当たり負傷した。
39 70101 4

10～

29

2017 5
13～

14

個人宅新築工事現場にて、地上から3m程の位置の外壁（サイディ

ングボード、セメント系板、厚さ15㎜）に換気扇のダクト用の穴

を電気ドリルを使ってあける作業を行っていた。 足場を組み、両

手でドリルを持ち、外壁に穴をあけている途中で電気ドリルの回

転にかなわず、ドリルを持つ手がはじかれて骨折した。

62 30202 19 1～9

10～

ゴルフ場内の舗装道路（カート専用路）より約5m上の広場の芝を

自走芝剥ぎ機（エンジン付）を押しながら芝剥ぎ作業中、誤って

機械のギアを後進に入れたことに気付かないまま発進させてし 30～



2017 5
11 まったところ、作業場所が崖の上部の縁付近であったため機械に

押される形となり、機会と共に約5m下の舗装道路に転落し、右足

踵付近と左足膝付近を路面に強打した。

35 150101 1
49

2017 6
10～

11

制限区域内での草刈作業中に、業務処理責任者が、刈払機で作業

していた作業員の左側後方から、合図をせず近づいてしまい、作

業員は気付かずに左側を向いた際、業務処理責任者の右側膝部分

に刈払機の刃が接触し、被災した。

56 30199 8
50～

99

2017 6
17～

18

就業時間になっていたので、時間になり帰宅したものと思ってい

たが、夜になり奥様より事業主に「まだ帰宅していない」と連絡

が入った。 消防と警察の捜索で、深夜に乗用草刈機と桜桃の横枝

に胸を挟まれて仰向けになっている状態で発見された。 その場で

死亡が確認された。

70 60101 7
10～

29

2017 6
16～

17

会社の土場にてモルタルミキサーの掃除を2人でしていた。 ミキ

サーの縁についているモルタルをハンマーにて叩いて落としてい

たが、モルタルの破片が挟まってミキサーの蓋が上手くしまらな

い為、底に溜まっている破片を落とすのに、ミキサーの電源をON

にした。 電源が入っていることに気付いていたが、開口部に手を

入れてしまいプロペラに巻き込まれ負傷した。

26 40301 7
10～

29

2017 6 8～9

第3工場の中子成形機の金型交換中、金型位置を調整していたとこ

ろ、誤って左手を金型とバーナー部の隙間に置いていた。 隙間が

狭くなってきたために広げようと、右手で制御盤の開け閉めのス

イッチを操作した時に、誤って閉める側にスイッチを回してしま

い、左手親指を挟み、骨折したものである。

43 11102 7
50～

99

2017 6
9～

10

草刈りを行う際、草刈り機替え刃を替えようとしたところ、誤っ

て右手親指根元に触れ、受傷した。
60 140101 8

30～

49

2017 6
15～

16

会社の敷地の草刈りをしていた時に、左眼に何かが当たり負傷し

た。
57 10109 4

10～

29



2017 6
11～

12

こんにゃく商品を製造中、包装工程において、印字がずれたた

め、印字装置の調整を行っていたところ、電源を切らずに行って

しまったため、その装置の隣下にあるカット刃（包装袋をカット

する刃）が降りてきてしまい、左手の中指を負傷した。

45 10109 7
30～

49

2017 6 6～7

当社東コース上にあるバンカーを、サンドブロ（バンカーを均す

機械）に乗って均す作業をしていた。 レーキ（サンドプロに付い

ているトンボ）を定位置に戻そうと機械から降りた際、足が躓き

転倒し、地面に左手首を着き骨折した。

66 140301 2

100

～

299

2017 6
14～

15

第四工場にて、反転機（洗浄器具）に釜を設置して、洗浄作業を

していた。 反対側に移動しようとした際、反転機の脚に気付か

ず、右足を引っ掛け転倒した。 右腰部をステンレス製の床に打っ

てしまった。

60 10102 2

100

～

299

2017 6
9～

10

道路の伸びた雑草を伐採している作業中、右足の外側脛の部分を

草刈機によって裂傷したものである。
62 30106 8

10～

29

2017 6
13～

14

廃プラスチック洗浄機で洗浄作業中に、左示指、中指を機械に入

れてしまい、怪我をしてしまった。
27 11709 7 1～9

2017 6
15～

16

給餌機の修理中（鶏舎内）、（パイプ内で引っかかった機器を修

理するために）電源を切り、手を入れて作業していたところ、

引っかかりの取れた機器が一気にパイプ内に戻り、指が巻き込ま

れた。 （右小指がパイプと機器に挟まれた。）

55 70101 7
10～

29

2017 6 8～9

工場内の治具剥離装置の電極バーが落下し、頭部や顔に接触し

た。 走行キャリア移動中に治具と電極バーが接触し、安定な状態

が保てなくなり落下した。

39 11209 4
10～

29

2017 6
16～

17

工場内において、ライン（自動制御）にてストーンサークルA形型

枠を4番養生槽へ移動していたところ、約10㎝手前で止まっていた

ため手動に切り替え、定位置に進めるためプッシャーと型枠架台

の間に角材（75×75×2050㎜）を入れ、定位置まで移動した。 一

回目の動作で型枠架台が動いたが、角材が外れたため位置を直し

68 10901 4
30～

49



再度押し、定位置に達したのでストップの合図をしたが、それと

同時に角材が中央部で破損し、破片が顎に当たり負傷した。

2017 6
10～

11

ほうれん草畑で4tトラック上に設置した袋詰め機で包装作業中

に、自動と手動の切り替えをせず、袋詰め機出口側から手を入れ

て機械の調整作業をしていたところ、機械が作動してしまい、袋

を切断溶着させる部分に挟まれ、人差し指・中指・薬指のそれぞ

れ第一関節甲部付近に裂傷と火傷、手のひら側には火傷を負っ

た。

49 60101 7 1～9

2017 6
14～

15

当日、工場内において鉄筋を折り曲げ加工作業中、加工した鉄筋

を自動に分別し、各場所へスライドしながら搬出する機械の側部

と台座下部の隙間に左足を挟まれてしまい、その際に左足甲を負

傷したものである。

32 11209 7
50～

99

2017 6
17～

18

当社工場内において、T型状のアルミ材をカッターを使用し、切断

加工を行っていた。 切断作業を終え、回転を止めようと左側にあ

るスイッチをOFFにしようと右腕を伸ばしたところ、前腕が刃部

に触れ、切創を負った。

51 11209 8
10～

29

2017 6
19～

20

社内作業場で充填装置製作、調整中に、右手での電磁弁の誤操作

により、バルブ部エアシリンダーの接続箇所の汚れを拭き取ろう

として、左手人差し指を挟んでしまい、第一関節部付近を断裂し

た。

37 11301 7 1～9

2017 6 8～9

工場内で、アップダウン式の半自動箔押機を使用して、製本用表

紙に箔押加工の作業中に、電話に出る為に立ち上がろうとした時

に、電源スイッチをOFFにしない状態のまま、誤って左手をつい

て立ち上がってしまい、上下運動の間に挟まれ、左指を負傷し

た。

31 10702 7
10～

29

フィルム交換時、軸に留めてある金属の棒が、ゴムリングの劣化

により外れそうになっていた。 フィルムを取り付ける際、固定ゴ

ムリングが切れている事に気づかず、フィルムを押し込んでセッ 10～



2017 6 3～4
トしようとした。 助手として反対側にいた作業員が、落ちそうに

なった棒を素手で押さえていたが、金属の棒が動き、金属の角で

右手人差し指が削れ欠損する事故となった。

35 10109 8
29

2017 6 3～4

当社派遣スタッフの当該労働者は、派遣先の工場内で、専用機械

を操作し、氷を袋詰めする作業にあたっていた。 袋詰用ビニール

を交換する為、当該労働者の対面で作業中の労働者が、補填用

フィルムをその機械に押し込みながらセットしていた時、本人

は、フィルム差し込み口の部品が取れかかっていたため、手でそ

のフィルムを押さえてストップと声をかけた。 しかし、対面の労

働者に伝わらず、そのままフィルムを押し込まれ、右手人差し指

先辺りを機械にはさまれ負傷した。

35 170101 8

500

～

999

2017 6
9～

10

北側5階ルーフバルコニー内で、モルタル形成用型枠木板撤去作業

中、板から突出していたビスを抜こうとした際、左手の軍手がビ

スに絡まった。 それを外そうと思い、左手人差し指でビスを押し

込みながら、電動ドライバーを逆回転させたところ、誤って指先

にビスを貫通させてしまった。

28 30209 8 1～9

2017 6
15～

16

歩道のカードレール付近で草刈り作業を行っていた。 同僚作業員

が、肩掛けの刈払機を使用して草を刈り、被災作業員が飛散防止

シートをガードレールの外側で持ちながら作業をしていた。 その

作業中に、同僚作業員がシートの近くを刈ろうとした時に誤っ

て、被災作業員の右足外側に刈刃を当ててしまい、事故が発生し

た。 被災作業員の右足薬指、及び小指の第2関節より上を切除し

てしまった。 その時の現場は、草が長く、視界が非常に悪かっ

た。

62 150101 8

100

～

299

2017 6
10～

11

故障中のシャッターを業者が修理し始めたところ、絡まった

チェーンが解けて急に下がってしまった。 シャッターは、発送用

のクールボックスの端に当たった後、更に下がり、通りかかった

派遣社員の頭部に当たってしまった。 その後、救急搬送され、頭

74 170101 6

500

～

999



部右側打撲により、全治1ヶ月の診断を受けたものである。

2017 6
16～

17

会社工場内のマニシングセンターにて、プラスチック製品を切削

加工中、製品が加工中に飛ばないように手で押さえていたとこ

ろ、手の位置が刃物の進路上にあり、手を離すのが遅れてしま

い、刃物に右手が巻き込まれてしまった。

23 10805 8
10～

29

2017 6
16～

17

Yシャツ梱包機にて作業をしていたところ、梱包機にビニール片が

くっ付いていたので、梱包機の動作を止めずに取ろうとした際、

右手小指の先を挟んで負傷したものである。

65 11703 7
50～

99

2017 6
14～

15

工場棟3階包装エリアにおいて、第4包装機に新たに設置した機器

の調整を、機器全体を停止した状態で行っていたが、連結機器を

再稼働する際の合図に気づかず、調整していた機器の回転部に右

手小指が巻き込まれ、負傷した。

35 10899 7

100

～

299

2017 6 7～8

ビンを洗浄する機械の駆動箇所にグリスを塗り付ける作業をして

いたところ、作業者が素手で運転中、上昇してきた機械に右手人

差指第一関節、中指第一関節を挟まれた。

42 10106 7
10～

29

2017 6
17～

18

作業現場にて、成型コンベアの洗浄中に機械が倒れ、下半身が機

械と床に挟まれ、上半身が床に激突した。 成型ローラーが立てら

れた状態で、機械の重心が高くなっていた。

24 10109 7

300

～

499

2017 6
16～

17

施設内において清掃作業中に、掃除機をかけていて段差の上に掃

除機を置いたところ、左足の甲に落下し、左足の小指を骨折し

た。

22 130201 4

500

～

999

2017 6
16～

17

施設内において清掃作業中に、掃除機をかけていて段差の上に掃

除機を置いたところ、左足の甲に落下し、左足の小指を骨折し

た。

22 170101 4

300

～

499

2017 6 6～7

パンの包装をする作業場において、自動包装機でパンの包装をし

ていた際、パンが詰まってしまった。 本来、詰まりを取り除く際

には機械を停止してから行わなければならないにもかかわらず、 57 10104 8
30～

49



それを怠り、機械を止めずに手を入れてしまい、フィルムを切断

する所に指先を挟んでしまい、右手中指の数ミリを切断した。

2017 6
16～

17

当社工場内、充填室において、ハードカプセル充填機を別の労働

者と2人で清掃していたところ、相手方が声掛けなく寸動スイッチ

を押したため、回転した部品の隙間に左示指が巻き込まれ、負傷

したものである。 通常、当該清掃作業は1人で行うこととされて

いた。 2人で行う場合は、寸動スイッチを押す者が声掛けをする

よう、指導していた。

53 10109 7
50～

99

2017 6
11～

12

北側ハウスで、栽培が終了した枯れたトマトの茎葉を裁断機を使

用して処分をしていた時、うねの1列分の裁断が終了して、次のう

ねに移るため、一旦作業を中断し、機械のエンジンをアイドリン

グにし、回転刃の動力を止める操作をして、裁断後の溜まった袋

を交換するため袋を外した。 排出口と回転刃はすぐ近くにあり、

排出口付近に手を入れるのは危険な状況であったが、残っていた

ゴミも掻き出そうとして、惰性で回っていた刃に手が触れて手首

を切断してしまった。

64 60101 7
30～

49

2017 6
18～

19

職場でプラスチックコアをNC研磨機5号機にセット後、表面の塗

装面にできた突起部を、運転しながらペーパーで削ろうとしたと

ころ手が滑り、回転していた砥石と製品に右手親指を挟まれ削っ

てしまった。

29 10802 7

100

～

299

2017 6
14～

15

第1現場1号棟北側の不良品切断機で、PS桟木の不良品を細断する

作業を行っていたところ、製品を左手でカット位置まで送る際に

回転する刃物に接触してしまい、左手甲（人差し指と中指）付近

を負傷した。

53 10805 8
30～

49

2017 6
18～

19

工場内の組立部屋にて、圧入及び自動機検査の作業を実施してい

たところ、突然圧入機が動作し、下治具と上治具の間に右手人差

し指を挟まれてしまった。

50 10805 7
10～

29

当社畑にて、茶葉の摘採を乗用式茶刈機で行っていた際に、茶葉



2017 6 8～9 の入った袋を交換しようとしたところ、誤って右足を茶刈機の刃

に挟んでしまい負傷した。

72 10109 7 1～9

2017 6
15～

16

個人宅庭園維持管理業務において、専用コードを付けた草刈り機

を使用し、草刈りをしていたところ、葉等が激しく飛び散り、

ゴーグルの横の隙間からサツキと思われる薄い葉（長さ3㎝）が左

眼球に入り、受傷したものである。 当日は違和感なく作業を行っ

たが、2～3日経つと目の中がゴロゴロし始め、しばらくして染み

るような痛みと腫れが出た。 その後、痛みが増し、目から出血し

た。

63 60101 4
10～

29

2017 6
12～

13

茶畑で摘採中に、乗用機械から落下し、身体を地面に打ちつけて

負傷した。
30 10109 1 1～9

2017 6 8～9

第一工場内において、機械（スーパーカッター）で材料の裁断を

行っていたところ、材料の一部がローラーに貼りついてしまい、

それを除去する為に手を入れたところ、機械の電源を落としてい

なかったため刃が下りて来て、左手の指3本（中指、薬指、小指）

を切断してしまった。 原因としては、安全カバー及びセンサーが

取り付けされていなかった事、機械の電源を落とさずに機械の確

認をしてしまった事が考えられる。

33 10209 7
10～

29

2017 6
16～

17
工場内で作業中、反転機に右腕を挟み負傷した。 29 10409 7 1～9

2017 6
9～

10

古着をBOXに詰め込んでいる時に、右手で作業中、右手から目を

離し、左に注意が行っていて、プレスがゆっくり下がっているの

に、手を入れたままで気付くのが遅れ、BOXとプレスバーの間に

右手を挟んでしまい、右手皮肉がめくれ、骨折した。

36 170101 7
50～

99

2017 6
9～

10

古着プレス機で古着をBOXに詰め込んでいる時に、右手で作業

中、右手から目を離し、左に注意が行っていて、プレスがゆっく

り下がっているのに、手を入れたままで気付くのが遅れ、BOXと

プレスバーの間に右手を挟んでしまい、右手皮肉がめくれ、右手

36 10602 7
50～

99



甲の一部を骨折した。

2017 6
16～

17

プラント内を清掃中、スクリューのスイッチが切れていると思い

込み、右手人差指を入れてしまい、指先を切断した。
39 30199 7 1～9

2017 6
15～

16

前処理室において、白菜切断作業終了後、清掃作業実施時に殺菌

洗浄槽の底板を外している時に、本来使用する取っ手を持たずに

本体の縁を持っており、いつもとは反対の側から外した際にバラ

ンスを崩し、底板と洗浄槽本体の間に指を挟んでしまい、右手中

指に力がかかり、圧迫骨折をしてしまった。

38 10103 7
50～

99

2017 6
11～

12

検収室の器具洗浄機でバケツ等の洗浄作業中、洗浄機のカバーが

しっかりはまっていなかったため外れ、左足に落下し、左足小指

を骨折した。

54 10109 4
50～

99

2017 6 8～9

工場内において、金属製自動車部品（直径2.7㎝の円形）を穴明専

用機（以下「専用機」という）にて穴明作業中、専用機の上下に

動く工程箇所に誤って、右手環指を挟み負傷した。

23 170101 7
30～

49

2017 6
18～

19

作業場にて配達物を機械処理している際、その機械で左手中指を

挟んで負傷をしたが、大したことはないと思い、絆創膏を貼って

その後も何日か作業をした。 後日、同様の作業中に、同じ左手中

指をまた機械で挟み、今度は爪が剥がれたので、その日は最後ま

で勤務をし、翌日に病院へ行った。

59 110101 7

300

～

499

2017 6
14～

15

機密書類溶接処理工場で溶かした書類の水分を切る作業中、スク

リュープレスのメッシュフランジに穴が開いた為、穴から紙料が

はみ出ているのを発見した。 その際、素手で穴の大きさを確認し

ようとし、穴に吸い込まれる形で切断した。

29 150102 7
10～

29

2017 6
10～

11

社内工場内において、廃タイヤの破砕作業中、破砕設備のタイヤ

自動搬送送出バーに安全ガードの外側から内に手をかけていたた

め接触し、骨折した。

60 11709 3
10～

29

工場にて、商品の密閉シールをする機械から、仕上がった商品を



2017 6 8～9

取り出す作業をしている時、手元の商品より先に、奥から流れて

くる商品を先に取ろうと手を伸ばしたところ、仕切りカーテンの

奥まで手が入ってしまい、シールカッターに指を引っ掛けてしま

い、左手中指を負傷した。

61 10104 8
30～

49

2017 6
9～

10

絶縁ゴム製品をモールドする設備で、材料となるリールに巻かれ

た帯ゴムを設備スクリューに挿入する作業で発生したものであ

る。 設備へ投入時、右手に装着していた手袋を取って、帯ゴムを

持ちスクリュー投入口へ持っていった。 しかし、フィードロー

ラー手前で帯ゴム同士が密着していることに気付き、引き剥がそ

うと咄嗟に手袋をした左手を出したところ、帯ゴム同士の層間

に、着用していた手袋の親指部分が挟まれ、そのまま左腕が巻き

込まれる状態となり被災した。

50 11403 7
50～

99

2017 6
14～

15

弊社工場内にて、段ボールケースのグルー加工の作業中に、グ

ルー機の駆動軸を上送りロールに固定する為に貼っていたガム

テープを剥がそうとして、右手でテープを排出側から取り始め

た。 その時、機械を停止させずに行った為、軍手をした手が駆動

軸の回転に引っ張られ、右腕が肘まで軸に巻き込まれてしまっ

た。

47 10609 7
10～

29

2017 6
14～

15

歩行型全自動野菜移植機の圃場耐久試験中、植付速度時速1.7㎞で

走行中の機械の横につき、歩きながら機械の状況を観察してい

た。 その時、クローラ内部に溜まった土が気になり、蹴って落と

そうと左足を入れたところ、上部スプロケットとクローラの間に

左足先端が挟まれた。

28 11301 7

1000

～

9999

2017 6
17～

18

清掃をしていたターンテーブルﾆ右手を持っていかれ、右手がター

ンテーブルとフレームの間に挟まれ､右手圧挫傷及び打撲傷ｦ負っ

た。

42 11209 7
50～

99

本社工場内、真空成型機へ金型を固定するために設置スペースへ

上半身を入れた時、機械上部の「プラグ」という押さえ装置が下



2017 6
14～

15
りてきて、頭部から肩の一部までを挟まれた。 ブラグで首や肩を

圧迫されて鎖骨を骨折し、首の前方および後方がミミズ腫れにな

り、声が出にくくなった。

57 10805 7
10～

29

2017 6
9～

10

フィルムシートをカット機で切断する際に、フィルムシートの端

が丸まっていたので、カット機を止めずに手を出して修正しよう

とした為、右手人差し指の先端を負傷した。

46 11709 7
50～

99

2017 6
19～

20

バックヤードにて、スライサーでパンのスライス作業中、誤って

右手人差し指・中指・親指を切断及び切創した。
22 80209 8

100

～

299

2017 6
11～

12

工場の超音波洗浄機でフックが引っ掛かり、復旧しようと搬送装

置のチャック部を押し上げた際、手首に力が掛かり痛めたもので

ある。

47 11502 19

100

～

299

2017 6
15～

16

被災者Aは、同僚Bのアーム式耐火物吹き付け装置（ガンタロー）

のホースつなぎ込み作業を補助するために、作業デッキ西側へ移

動し待機していた。 同僚Bは、ガンタローヘッドを作業デッキの

切欠き部に移動させることを伝え、作業デッキ東側にて、ガンタ

ローノズルが作業デッキと干渉しないよう上下降させながら移動

させた。 （被災者Aは、作業デッキ西側にてやや前屈みの状態

で、足元付近のガンタローノズルと作業デッキとの干渉確認に集

中しており、両手は作業デッキ北側手摺に無意識に置いた状態で

あった） 同僚Bは、作業デッキ東側にて、ガンタローノズルと作

業デッキの干渉を確認しながらガンタローを操作していた時、被

災者の右手が作業デッキ手摺とカンダローヘッドとの間に挟まれ

被災した。

34 11001 7

1000

～

9999

23～

スライスチーズ包装工程において、ダンボールケーサーの製品集

積部がトラブル多発しており、手流しで半製品を供給していた

が、機械の調子が悪く、トラブルが解消できないため、ダンボー 500



2017 6
24

ルケーサーの中に入り、安全カバーを閉め、カバーの外から別の

人がスタートボタンを押して機械の動きを確認していたところ、

集積部で半製品が引っ掛かったため立ち上がり、咄嗟に右手を出

してしまい、集積部爪部に挟まれて怪我をした。

41 10101 7 ～

999

2017 6
9～

10

フィルムシートをカット機で切断する際に、フィルムシートの端

が丸まっていたので、カット機を止めずに手を出して修正しよう

と手を出してしまった為、右手人差し指の先端を被災した。

46 170101 7

300

～

499

2017 6
21～

22

当社シート第3工場5号機にて、機械メンテナンスの点検作業中、

配電盤が回転している冷却ファンに右手を近付け過ぎた為、右人

差し指をぶつけ負傷した。

30 10805 3

100

～

299

2017 6
21～

22

加工機給紙部においてシートの原反を取り付ける作業中、チャッ

キングコーンが紙管の中に入らず口金に引っ掛かってしまった。

その際、口金の中に伝票が挟まっていることに気付き、手で取り

出そうとしたところ、口金に引っ掛かっていたチャッキングコー

ンがエアー圧で紙管内に入り、その瞬間に人差指がチャッキング

コーンと口金に挟まり、人差指足端を欠損した。

20 10701 7

300

～

499

2017 6
11～

12

自社工場において、畳製造中、機械（両用機）が途中で糸が絡ん

で止まり故障したので、機械のかまをモンキーを回して外してい

たところ、かまが半回転した反動で、機械横に付いているL字金具

に左手甲をぶつけて皮膚が裂けた。

70 11709 19 1～9

2017 6
10～

11

製袋機に内剤原料を補充作業のため、原料投入台に上がった。 原

料補充後、投入台より下りる際にバランスを崩して落下し、転倒

した。 転倒の際、右手を床面で強打し、骨折に至った。

48 10899 1

100

～

299

2017 6
12～

13

自社整備工場内にて、車の部品交換中、油圧ポンプの固定が不十

分だった為、ポンプ自体が回転し、右手の親指を巻き込まれた。
42 80409 7 1～9

2017 6
15～

16

会社内の加工作業場で、箔押し機（ホットスタンプ）にて箔押し

作業中、手を滑らせ、左手人差し指と親指を機械に挟まれ骨折

し、火傷を負った。

36 80401 7
10～

29



2017 6
16～

17

梳綿機点検作業中、クリアラー部に風綿が付着しているのを発見

した。 ウェブカバーを開け、利き手ではない左手で回転中のクリ

アラーを取ろうとしたが、クリアラーが上手く外れず、クリア

ラーとストリッピングローラーに左手親指が接触し、親指第一関

節甲部を受傷した。

26 10202 7
50～

99

2017 6
14～

15

工場内で棒状の豚肉をフードスライサーで角切りしていた時、豚

肉が出て来るところから豚肉を取り出そうと左手を入れた際に、

フードスライサーの刃に左手中指の先が当たり同部を負傷したも

のである。

25 130201 8
10～

29

2017 6
14～

15

林道の草刈作業に従事していた際、木柵工がされた法面周辺の草

刈をしていたところ、木柵を止めていた腐食した番線に草刈刀が

当たり、弾かれて右頬を負傷した。 フェイスガードを着用してい

たが、ガードの隙間から番線が入ったようである。

43 60201 4 1～9

2017 6
12～

13

加工場にて鶏そぼろをレトルトパウチに充填している時に、パウ

チ供給部に落下しているパウチがあり、手で取り除こうとした際

に機械を停止させずに行ったため、機械に腕を挟まれて裂傷し

た。

24 10103 7

100

～

299

2017 6
11～

12

チップ加工場でチップの刃物を交換して、調節のためついている

羽を動かした時、カバーと羽の部分に右手を置いていたので、親

指を挟まれ負傷した。

60 10401 7
50～

99

2017 6
11～

12

当日現場作業がなかった為、加工場を借りて、今後現場で使用す

ると思われる木製の作業台を製作していた。 使用していた釘打ち

機で、重ね合う木材の位置を誤り、裏に添えていた左中指に釘を

刺してしまった。

21 30201 8
10～

29

2017 6 8～9

リパックエリアで、機械がプラスチックに入っている卵を吸盤で

吸い上げて、ダンボール梱包用のトレイに移す際、プラスチック

トレイに正確に入っていなくて抜けている状態で機械が停止した
38 70101 6

30～



ため、トレイの卵を除くために手を入れた際、機械が非常停止せ

ず、頭部をロボットヘッドに挟まれた。 その際、左頭部、右の顔

から首にかけて打撲し、歯（左上糸切り歯）も欠けた。

49

2017 6
14～

15

会社倉庫内で、自動古畳切断機を使用して畳を切断中に、切断機

では切れなかった糸等をカッターナイフで切っていたところ、切

断機の刃を動かすための回転しているシャフトに指が巻き込まれ

た。

57 150102 7

100

～

299

2017 6
15～

16

パレット製作工場内にて、パレットを製作中、板の隙間を調整す

るため、スクレーパーを隙間に立てて板を寄せながら釘を打ち込

んでいた。 使用していたスクレーパーが小さく、手で支えながら

釘打機を使用していた。 その際に釘打機が滑り、掌に向けて釘が

発射した。

30 10409 8
10～

29

2017 6
10～

11

被災者は、私有林の下刈事業に従事していた。 作業中に突然、数

匹のスズメバチが飛来して来たため、下刈機を肩掛けから外して

避難しようとし、後方に下刈機を置こうとした際、誤って左臀部

にまだ回転していた刃が接触したため、負傷した。

49 60209 8
10～

29

2017 6
11～

12

自社、資材置き場にて伐採作業中、刈払機の操作を誤ってしまい

左足を負傷した。
24 30199 8 1～9

2017 6
11～

12

電子部品製造工場のハーネス製造作業場で、通常作業である収縮

チューブをカットする作業の際、チューブカット機操作中に誤っ

て、チューブカット部に左手人差し指を入れてしまい、指先を切

断してしまった。

21 11409 8
10～

29

2017 6
10～

11

自社漬物棟包装場内において、製造機械を移動させている時、包

装機の角と移動させていた製造機械に左手を挟み、受傷したもの

である。

61 10103 7
30～

49

2017 6
9～

10

芝刈機で草刈作業中、前方にあった石をどけようとして手を伸ば

した時、芝刈機の先端の刃に手袋ごと巻き込んでしまった。
34 60101 8

50～

99



2017 6
9～

10

作業員が草刈機で除草中、被災者が左側後方から作業員の後ろを

通り、声をかけ近付いた。 作業員が草刈機のエンジンを掛けたま

ま、左回りで振り向いた際、被災者の右膝付近へ回転している草

刈機の刃が当たり、負傷した。 作業員が別の場所で作業していた

ため、別の作業員が同じ場所をするよう何度か説得をしていたが

聞き入れず、被災者が作業を止めさせようと近付いたところ発生

した。

66 160101 8
30～

49

2017 7 10~11

トドマツの造林地（傾斜度20度程）で下刈り作業を行っていたと

ころ、刈払機械の刈刃に当たった小石が右目にとんで負傷した。

当日、朝のKY活動後、防護メガネを掛けて作業を始めたが、汗で

くもるため途中で外していた。

38 60209 4 1～9

2017 7 3~4

Vネットローラーで定置網を引き上げて網の中の魚を取り終え、網

を海中に戻す際に、ロープと一緒に手も引き込まれてネットロー

ラーに右肘まで挟まれ、その際負傷した。

73 70201 7 1～9

2017 7 7~8

朝、ヘルパー作業のひとつで放牧地にトラクターで水タンクを運

んだ帰り、放牧地の電牧の線をしめるため、トラクターを降りて

線をしめる作業をしていた時、トラクターがゆっくりとさがって

来てひかれた。

30 70101 7 1～9

2017 7 11~12

第一包装充填室において、袋取り機を使用し、20食ずつ袋詰めの

作業をしていた。 20食を袋に入れ、シールをしようと、スタート

ボタンを押した時、製品が背貼りシール部分に引っ掛かっている

事に気づき、とっさに安全カバーの下から手を入れて製品を直そ

うとしたため、背貼りシールカバーに、右手親指の先端を挟んで

しまった。

44 10109 7
50～

99

2017 7 10~11

武道場敷地内で乗用型の草刈機作業中、進路変更時に運転のミス

により、法面より横すべりして着地時にシートに腰を打ち骨折し

てしまった。

67 150109 1
10～

29

工場内において、トラックフレームに穴をあける作業中、ドリル



2017 7 16~17 のキリがひっかかり、そのドリルの回転方向と逆に持っていかれ

た時、残った指がねじれ骨折した。

43 11301 19
30～

49

2017 7 13~14

児童用の使用済み食器を洗浄機に掛け、流れてくる食器を受け

取っていた。 奥の食器を取ろうとした際、洗浄機のコンベア部と

のタイミングが悪く、左中指を可動部に挟まれ指の皮膚が裂傷し

たもの。

56 10109 7
30～

49

2017 7 14~15
庭の手入作業中に、電動バリカンで植木の刈込み作業中に、誤っ

て左手、人差指の先を、切ってしまった。
66 30199 8 1～9

2017 7 10~11

畳床製作工場内において、畳床製作機械を止めずに機械に付着し

たゴミを取り除く作業を行ったため、機械のツメ部分にはさまれ

て右手親指を骨折した。

35 11709 6
10～

29

2017 7 12~13

工場内で砂型（中子）を製造する機械で作業中、製品製造が完了

し製品を取り出したところ、金型内へブローチップ（吹き込み

口）が落ちてしまい、落ちたブローチップを拾うため金型へ手を

入れたところ、どの様なスイッチ操作をしたか不明だが、型が閉

まり左手親指を挟んだ。

52 10909 7
10～

29

2017 7 11~12

小学校で門柱解体の作業をしているときに、切断機（エンジン

カッター）で、コンクリートの門柱を切断する際に、門柱内に鉄

筋があることを想定し作業を進めていたが、集中力・注意が足り

なく切断機の刃が鉄筋に当たり、切断機が跳ね返り切断機の刃に

より顔左側を切ってしまった。

25 30209 6
10～

29

2017 7 9~10
整備工場内でコンバイン修理のためコンバインのキャタピラーを

取り出す際に右手首をひねった。
38 11301 19 1～9

2017 7 17~18

第三工場給包装機3号機、カルトン2合わせ装置のカッターの刃を

交換するため、カッターの刃を固定しているネジを六角レンチに

て緩めようとした際、カッターの刃に右手甲人差指部分が接触し

負傷した。

34 170101 8

300

～

499



2017 7 16~17

第三工場包装室にてカッター刃の交換中に、カルトンニ合わせ装

置で手袋着用せず、カッター刃に触れて、人差し指のつけ根から

甲にかけて裂傷した。

34 10104 8

100

～

299

2017 7 10~11

FP工場内で一体予備成型機を操作中、機械が正常に作動せず、状

態の確認を行っていたところ機械が動き出し、右手の第2指、第3

指を機械の上型と下型の間に挟み、負傷した。

18 11502 7
50～

99

2017 7 14~15

車庫で発生。 冷凍機の整備中、冷凍機のエンジンがかかってい

て、ベルトが回転していた。 整備を終了し、冷凍機のカバーを閉

める際に回転しているベルトに指が巻き込まれ、左手の中指と薬

指を損傷した。

40 40301 7
10～

29

2017 7 11~12
整備工場内でコンバイン修理のためコンバインのキャタピラーを

取り出す際に右手首をひねった。
19 10805 7

30～

49

2017 7 10~11

製品包装にて、新しいラップをセットする切り替え作業をしてい

て、右手でボタンを押しながら、左手では送りベルトの間から出

てきたラップの端をつかみ、引っ張っていた時に、人差し指第二

関節までが送りベルト直下の軸に挟まれてしまった。 電動のた

め、電源を切った上で、指付近の送りベルトを指が抜ける向きに

引っ張った。 しかし、引っ張った方向には全く動かず、手を放し

た瞬間、それとは逆の方向に少し戻る動きが生じ、さらに指の付

け根まで入ってしまった。 その後、送りベルトを切ったり、部品

を外したりしたが、取れないまま救急隊到着となった。

58 150101 7
30～

49

2017 7 21~22

店舗厨房にて、細巻きロボの解体中に、電源が入っていたため、

誤ってセンサーが働きカッターが作動し、右手人差指を切ってし

まった。

19 140201 8
50～

99

2017 7 14~15

工場内にて、被災者がスライサーに右手を差し入れ残存した端材

を取り出しているとき、盛り付け担当の別の従業員が気が付かず

に稼働させたため、右手人差し指先端を受傷した。 当日は勤務を

切り上げた。

35 10101 8

100

～

299



2017 7 7~8

被災者は長尺ブロックの反転作業を行っていた。 両手押しSWで反

転をはじめたところ、台に別のブロックがあり当たりそうになっ

たため、SWから手を放した。 本来であれば反転が停止するが反転

機が停まらず自重で反転した。 被災者は咄嗟に手を出し支えよう

としたが、支えきれずに2つのブロックのエッジで左手を挟んだ。

被災後、左手小指の縫合を実施していたが、縫合部が壊死し皮フ

移植が必要になった。

19 10805 7

300

～

499

2017 7 11~12

2Pグルアにてダンボールシート2枚を貼り合わせ1つのダンボール

箱製造作業をしていた時、シートの流れが悪かったので機械の中

に入りシートを送る作業補助を行っていたところ、誤ってローラ

に軍手が挟まり腕までまきこまれてしまった。

60 10602 7
30～

49

2017 7 4~5

午前中の事故に対する説明を同僚に指差し、2Pグルアの事故部分

を説明していたところ、誤って、軍手が挟まれ腕までまきこまれ

てしまった。 自力でローラーから抜き取り、応急処置を受け、入

院した。

70 10602 7
30～

49

2017 7 14~15

S10ドアスイッチ組立工程において、ドアスイッチの組立を自動機

にて作業をしていたところ、機械上に落下品を発見し、自動機の

停止ボタンを押さずに落下品を拾い出そうと手を出し、機械が作

動（回転）次工程のユニットに手を挟まれてしまった。

43 11502 7

100

～

299

2017 7 13~14

床に設置されているレールの上からカーペット布地（横3m×たて

3m×厚さ約2cm）を電動カッターを使い裁断する作業をしていた

ところ、レールの上に右足を乗せた状態でカッターを動かしてし

まい、誤って右足の安全靴の上から親指のつけ根あたりを横に

1cm程切ってしまった。

43 170101 8
50～

99

2017 7 13~14

工事内3階の浴衣フォルダーで製品がつまり機械が停止したので詰

まった浴衣を取っている時に他の従業員が確認をせずスイッチを

押してしまい機械が動き出し左腕を挟まれ負傷した。

49 11703 7

100

～

299

工場内の圧縮梱包機周辺で飛散した廃プラスチックのゴミをエ



2017 7 7~8
アーガンで清掃していたところ、機械の下に潜り込み機械の可動

部まで進入してしまい、自動運転で動き出したフィルム梱包機の

回転運動に被災者の頭部が挟まれてしまい負傷してしまった。

28 150102 7

100

～

299

2017 7 11~12

社員は、当社工場内において、製品のスポット溶接作業中、製品

を両手で持ち溶接部にセットした際、履いていた安全靴が新品で

履き慣れていなかったことから、誤って足踏みスイッチを踏んで

しまい、機械が作動し、左手拇指を負傷した。

36 11502 7
30～

49

2017 7 7~8

ホイストクレーンで積み荷をあげようとした際、チェーンに緩み

があったため、指で押さえた時にクレーンのフックと積み荷の帯

の間に左手親指を挟み受傷。

70 11703 7
10～

29

2017 7 9~10

木造一般住宅（2階建て）建設工事現場で、人力にて2Fの床パネル

（865mm×5005㎜、249kg）を上階へ荷上げ作業中（荷上げ7

名、荷受け4名）上げきれず、体制を整えるため、荷を下ろす際に

後方の壁と荷の間に指を挟み、再度動かしたため、指を裂傷し

た。 ベトナム、実習生

50 10103 7
50～

99

2017 7 17~18

被害者は現場監督補佐でマンション敷地内で行っている作業員の

草刈りを監視していた。 後ろで監視していたが、環境美化の観点

から草を集めており、作業員が後ろにいることに気付かず、作業

員が持つ回転刃が完全に止まっていないまま肩から外し振り回し

たため被害者の右手に接触し小指を骨折した。

30 170101 8

1000

～

9999

2017 7 10~11

自社倉庫内に於いて、当日は現場が無かったため倉庫で作業中、

木材の端材で倉庫で発生するゴミを入れるゴミ箱を作っていた

時、釘打ち機を持って木材に近づいたところ、足を滑らせ体勢を

崩して転倒した際誤って釘打ち機の釘が右手第2指に刺さり右手第

2指、首及び右肩を捻り負傷したもの。

53 30202 8 1～9

2017 7 17~18

当社第3工場にてシャフト加工の縦型ラック製造の段取り作業中、

素手でラックダイスを交換・セットする際に、手を滑らせてダイ
50 11401 8

100

～



スが落下しそうになったために、更に強く握ったところダイスの

角で左手小指第2関節部を切創し屈曲腱を断裂した。
299

2017 7 16~17
休耕地を草刈機を使用して草刈作業をしている時草刈機の刃が小

石に当たり小石が跳ねて右目まぶたに当たり負傷した。
62 60101 4 1～9

2017 7 13~14

工場内で清掃作業の最中に、材料投入レーン（高さ800mm）から

横に設置してある台（高さ520mm）に足を運んだが踏みはずし足

首から落下。

49 10401 1
50～

99

2017 7 5~6

成形室内で作業中に、弊社社員と派遣社員において業務のことで

口論となった。 その後、弊社社員が派遣社員へ退社するよう指示

し、肩のあたりを押して促した。 その際に、バランスを崩し搬送

設備（デクスター）付近に腕をぶつけた。

29 10805 3
50～

99

2017 7 14~15

敷地内にてトラクター式牧草用機械で草をロール状にする作業時

に、鎌を機械の中に落としてしまい、反射的に手を入れたことに

より機械に右腕が挟まれ負傷した。

42 60101 7 1～9

2017 7 16~17
倉庫前にてねじ切り機でガス管のねじ切り作業中、配管に手が巻

きついて右手が負傷した。
18 80209 7 1～9

2017 7 11~12

事務所工場内において被災者が織機清掃のため、機械を停止し糸

くず取り及び注油作業後、カバーをはずしたまま、運転を再開し

たところ、一部注油もれがあったため注油しようと、左手を機械

に添えたところ、回転しているベルトに左手薬指が触れ、切傷し

た。

34 170209 8
10～

29

2017 7 11~12

足場の上でコンクリート壁はつり中にドリルを使用し穴をあけて

いたが鉄筋にドリルの刃がくいこみその反動でドリル本体が顔に

あたり骨折した。

36 30209 6 1～9

2017 7 8~9

場内でダンボールを作る機械の確認作業をした。 ノリ入れの蓋を

開けてノリの量を確認。 ノリ入れの中に内蓋があると勘違いし

160度のノリの中に手を入れ火傷となる。

64 10109 11

100

～

299



2017 7 11~12

スポット作業場でスポット機の調整中、溶接チップに本来スポッ

ト機の調整はエアーを抜いてから作業するが、それを怠りエアー

が入ったままでおこない、誤って操作ボタン（フットペダル）を

踏んでしまったためスポットのチップが下り、チップに左親指を

はさまれ圧挫創してしまった。

36 11209 7
50～

99

2017 7 10~11

建設事業者土場草刈り作業において、空き缶等のゴミが散乱して

いるのが草で見えにくい状況の中、草刈り機の刃を草の根元にあ

てがい横に滑らせながら作業を進めていたが、落ちていた金属片

（ゴミ）が刃の回転で勢いよく弾き飛び左手中指に当たって受傷

した。

31 30199 4 1～9

2017 7 10~11

BフルートからAフルートに替わる際、Aフルート片段を入れる時

に発生した。 原因は片段を入れる際に片段が切れそうになったた

め、左手で片段を上から押さえてしまい、そのままカンバスベル

トと片段の間に挟まり左手が巻き込まれてしまった。 安全装置

（ワイヤー）を引っ張り自力で腕を抜いたが火傷をしてしまっ

た。

39 10602 7

100

～

299

2017 7 15~16

会社内で成形作業中に、ラックモーターの修理をしようとした時

に、成形機と横走行取出機を停止させずに、作業をしたため、後

頭部とおでこをぶつけてしまった。

57 11403 6

100

～

299

2017 7 11~12

ラベラーマシンから排出されるボトルがマシン搬出口に詰まった

ため、咄嗟的にボトルを外そうと左手をカバーの中に入れてしま

い、ボトル搬送用の羽根に左薬指の第一関節先をはさまれてし

まった。

37 10805 7
50～

99

2017 7 11~12

ラベラーマシンから排出されるボトルがマシン搬出口に詰まった

ため、咄嗟的にボトルを外そうと左手をカバーの中に入れてしま

い、ボトル搬送用の羽根に左薬指の第一関節先をはさまれてし

まった。

37 170101 7
30～

49

当社第二工場において出来上がった製品の、防湿のためのラップ



2017 7 16~17

を巻く作業を巻取包装機で行っていた際に、紙の巻取（直径1m）

を回転させながらラップを両腕いっぱいに広げて巻取に掛けて、

ラップの左端を巻きこんでいくように送り込んでいる時に右手側

のラップのロールが動いてしまったためにそちらに気を取られた

際に、左手示指を巻取と鉄のロールの間に挟み負傷したものであ

る。

50 10602 7
30～

49

2017 7 11~12

溶剤塗装ブースのメンテナンス作業を行っていて、回転装置に

シャーシグリスを塗布していた際に、右手の親指先端をチェーン

とスプロケットの間に挟まれ負傷した。

21 11209 7
50～

99

2017 7 9~10
工場内にある自動スタンプ機で作業をしている時にスタンプ機よ

り金具が外れて右手の上に落下した。
43 10805 4

10～

29

2017 7 17~18

店舗内の天井コンクリートに穴を開けるため、脚立に乗り、下か

ら上を見上げる姿勢でドリルで作業を行っていたところ、コンク

リートの粉及び鉄粉が両目に入った。

30 80409 4
10～

29

2017 7 10~11

会社内の工場で材料のエポキシン樹脂（縦20cm×横30cm×厚

1cm・重量約4kg）を工作機械で左側を固定し左手を添え削ってい

る時樹脂のため材料が滑ってしまい材料が飛んでしまった。 その

時材料が左手の手のひらあたりに当たってしまい負傷した。

23 11709 4 1～9

2017 7 21~22

製品のバリをコンベアに流していたところ、コンベアがいっぱい

であったため、コンベア上方に投げ入れ様とした際ロボット（停

止中）の刃がある事を忘れ誤って刃に左手薬指甲近辺を当て負傷

してしまった。

30 11709 8
50～

99

2017 7 15~16

住宅大工工事現場に於いて、二階の天井下地を造作作業中に、釘

打ち機を使用していたところ、誤って釘が跳ね返ってきて左目に

当たった。 しばらく様子をみていたが痛みが引かなかった。手術

が必要と言われた。

56 30202 4 1～9

2017 7 11~12

厨房内仕込場で電動スライサーでキャベツを切っている時、スラ

イサーの奥のキャベツと共に手を突っ込んだためスライサーの刃 41 140201 7
50～



に指が当たり右中指をスライサーで切傷した。
99

2017 7 11~12

当ゴルフ場内レイクコースにて10番スタートへ向かうカート道路

横の桜の木の周りの植栽の剪定中、使用していた剪定の機械を植

栽の隙間に置いて、剪定した枝等を手で取っていた時、誤って、

動かしたままにしていた剪定の機械の刃に触れてしまい右手人差

し指を切創、負傷する。

25 140301 8

100

～

299

2017 7 11~12

派遣先にて、電子部品の検査作業に従事中、製品シューターに設

置されたシャッター（樹脂製、製品を止めるために設置）に製品

（約3cm四方、厚さ約1cm程の電子部品）が挟まっていたため、

左小指で引っ掛けて取り除いた際、シャッターが降下し、そのま

まシャッターに挟まれ受傷したもの。

32 170101 7

100

～

299

2017 7 11~12
当社工場内において換気扇の修理作業中、誤って回転している羽

根に触れた際、被災したもの。
70 10109 7

10～

29

2017 7 2~3

踏切で遮断機取替を実施し2箇所目の踏切で遮断機運搬を4人で手

運搬中、腰に痛みを感じ一旦遮断機を下ろした。 痛みは一時的な

ものと思い作業を継続した。 帰宅後、湿布処置を行ったが痛みが

とれず、第八胸椎骨折と診断された。

66 30302 19
10～

29

2017 7 16~17

パネル加工釘打ちラインで製品の検査をしている時に釘打ち加工

後の小さい製品が製品排出ローラーに出てこなかったので電源を

入れたまま釘打ちラインと製品排出ローラーの間に右足を入れ製

品を取ろうと手を伸ばした時に釘打ちラインが戻ってきて、釘打

ちラインに付いている釘打ちユニットの原点部がセンサーと背品

排出ローラーに付いている原点スイッチ（センサースイッチを押

すため先が尖っている）に挟まれそうになったので逃げたが、逃

げ切れず右足頚骨辺りを挟まれた。

22 10401 7
30～

49

2017 7 8~9

第2工場の成形ライン7号機にて、製品検査・梱包中、成形カット

機に付着したゴミを除去しようと、電源を切らずに作動中の成形
45 10805 7

30～



カット機に誤って手を差し込んでしまい、刃物と接触し、右手人

差指と親指の先端を切断してしまった。

49

2017 7 11~12

コンクリートブロックを分割する加工機（スプリッター）で、機

械部品の組替え作業を行っているときに装置が稼働する部分の間

にあるネジを外すため右手を差し込んだ際に自動運転を解除し忘

れていたため、装置が稼働して右手の甲部分を挟まれて裂傷およ

び骨折等のけがをした。

53 10901 7
10～

29

2017 7 14~15

材料切断場所で太めの材料を切断している時に、通常であれば、

材料が刃に当たった際に引くのだが、押し出していた材料が、少

なかったのか、刃が材料を滑った様になり、材料がくねり、材料

を持っていた右手が、刃の方へ持って行かれ手が返され、親指が

刃の固定ボルトに押しつけられ骨折した。

68 10806 7
10～

29

2017 7 8~9
当社工場にて押し出し機に材料を入れて締めていた所、誤って右

手の指を挟み損傷した。
25 11709 7

10～

29

2017 7 15~16

工場において、小袋液卵充填包装機による液卵の包装を行ってい

た際、液卵を充填したフィルムを個包装ごとにカットする構造部

のカット刃の部分にフィルムが引っかかったため、これをはずそ

うとしてカット刃の部分の下から右手を伸ばしてフィルムを引っ

張ろうとしたときにカット刃が動いて右手示指と中指の末節を切

断したもの。

20 10109 7

100

～

299

2017 7 8~9

遠心クラッチ組立治具（ペダル式）に製品を固定してネジを留め

る際、ネジが固く、力を入れたところ手が滑り、バランスを崩し

てペダルを踏んでしまった。 その際、治具と製品の間に左手薬指

が挟まれ受傷した。

38 11502 7
30～

49

2017 7 14~15

包装用フィルムを交換する際に、包装機の中に手を入れ、フィル

ムの端を引き出そうとしたところ、電源を入れたままだったた

め、センサーが反応し作動した包装機に右手首を挟まれた。 右手

を抜くことが出来ない状態だったため、電源を入れ直し、包装機
67 10102 7

10～

29



が動き出した瞬間に手を引き抜いた。 その際に右手小指側面に裂

傷を負った。

2017 7 15~16

国道で、道路沿いの草刈作業に従事していた。 刈払機を使用して

沿道のフェンスから出ている草を刈っていた際、刈払機の刃が

フェンスに接触し、飛んできた破片が右目に入り負傷した。

56 30199 4
10～

29

2017 7 14~15

取引先のケーキ屋の厨房内において、店舗移転の手伝いを行って

いた際、旧店舗から移設された食器洗浄機を確認していたとこ

ろ、何らかの原因で感電したらしく、負傷した。 1人で作業して

いたので災害発生を目撃した者はおらずケーキ屋のオーナーが食

器洗浄機の側で被災労働者が倒れていたところを発見した。

30 80109 13
30～

49

2017 7 15~16

工場Dライン耳折機にてトリムカッター部のエアー噴出位置を変更

しようとしたところ誤って稼働中のトリムカッターに指を入れ右

手中指と薬指の先端部を切断。

34 10899 7

100

～

299

2017 7 12~13

山林で切捨間伐中に、風倒木直径30cmを玉切りしたところ、木の

下方にあたりチェーンソーがキックバックしたため右足親指のつ

け根を切創した。

27 60201 8
10～

29

2017 7 15~16

弊社工場内において、製品の衣服の検針を検針機で行っていた

際、衣服の一部が検針機のローラー部分に巻き込まれるのを防ご

うとして、誤ってローラ部分に右手の指があたったのが負傷の原

因である。

71 10301 7
10～

29

2017 7 13~14
路肩の草刈り作業中に草刈り機に絡まった残葉を取り除こうとし

てバランスを崩し草刈りの刃に手が触れた。
42 30199 8 1～9

2017 7 19~20

クリーニング工場において、Yシャツ等の水洗い衣類をプレス機

で、衣服を整え後、スイッチを押す作業であるが、誤って左手を

のけずに押してしまい、一瞬の間プレス機に挟まれてしまった。

ハッとして、安全スイッチで停止したが、左手の甲と指3本をヤケ

ドしてしまった。

50 11703 11 1～9



2017 7 10~11
診療所敷地内で草刈り作業をしようとした時、草刈り機を運ぼう

として十分な体勢をとらずに持ち上げた時腰を痛めた。
74 130102 19

10～

29

2017 7 16~17

木材の最終検品段階でのナンバリング作業中、少し遠くにある木

材に貼られているシールのナンバリングが届きにくかったので、

木材が自動的に昇降するリフターの横のレールに右足をかけてい

たため、自動的に降りてきたリフターとレールの間に右足を挟ま

れ負傷した。

50 10402 7

100

～

299

2017 7 11~12

工場内において駐車場入口のコンクリートの高さを電動ハンマで

ハツリながら高さを調整中に事故が発生した。 被災者は、両手で

持った電動ハンマ（縦約20cm×横約10cm・長さ約80cm）でコン

クリート（縦約40cm×横約100cm・長さ約200cm）を破砕してい

た。 その時、電動ハンマの刃先がコンクリートで滑って被災者の

左足に当たり負傷した。

47 150103 8 1～9

2017 7 7~8

工場一階の第二粉末充填室でスパイス充填機を調整中包材がカッ

ター部に詰まり、慌てて詰まった包材を取ろうとして手を入れた

ところ、回転していたカッターの刃で右手中指の先端を切った。

45 10109 8

300

～

499

2017 7 14~15

民間による剪定工事現場で脚立の3段目に上がってトリマによる刈

り込み作業中、降りる時に足を踏み外し、機械と指が接触して負

傷した。

23 30199 8 1～9

2017 7 16~17

工場内で素麺の仕上げの機械（カッター）の上にある麺くずを手

ぼうきで払おうとした際、同機械のスイッチを止めずに作業した

ため、カッターで右示指伸筋腱断裂をした。

52 10109 8 1～9

2017 7 11~12

山林地で刈払機を使用して下刈作業中、雑草の中にあった有刺鉄

線に刈刃が当たり、有刺鉄線が跳ね返り、左足のふくらはぎ下に

刺さって負傷した。

43 60209 4 1～9

2017 7 16~17

2階の客室の清掃を行うため1階の事務室から2階へ行こうと事務室

のフロアを歩いていたとき、フロアを横断するように置いていた

扇風機のコードに足を引っかけ転倒し、左肩を強打した。

69 140101 2 1～9



2017 7 10~11

茶園にて、オペレーターと生葉運搬者2名で3番茶を摘採し、摘採

機で収穫された生葉を2tダンプへ積み込む作業をしていた。 ダン

プへ3回目の積み込みを行い、茶葉をならしている時にコンテナの

底板を閉じたことにより底板に胸を挟まれた。 発生の主な原因

は、茶葉をならす際に誤ってコンテナの中に入ってしまったこと

と、オペレーターが積み込み時の状況を、目視や声かけなどで確

実に確認しなかったことである。

63 60101 7
10～

29

2017 7 13~14

当事業所養鶏農場敷地内で草刈り作業中、刈り草集めの手伝いを

していた被災者に、草刈機を使用して作業をしていた別の作業員

が、刈り取られた草を集めるよう声をかけたところ、被災者が近

くに来て「来ました」と声をかけた。 作業員が草刈機を持ったま

ま振り向いたところ、回転していた草刈機の刃が被災者の右大腿

部に当たり負傷した。

18 70101 8
30～

49

2017 7 23~24

鶏豚工場エキスパンダー2号機サービスタンク上のカットダンパー

の動きが悪かったため、手動にて調整した。 動作しなかったため

手で触っていたところ、急に作動し、エアーシリンダーとダン

パーアームの間に右手親指先を挟んだ。

49 11709 7
50～

99

2017 7 8～9

道有林内で、下刈作業の写真撮影を行っている時に、刈払い作業

状況の写真を撮影しようと置幅付近にいたところ、横を通過して

いた作業中の刈払機が伐根でキックバックを起こし、被災者の両

足に当たり裂傷した。

50 60209 8 1～9

2017 7 6～7

ワインダーコアー自動供給装置にて、コアー台車のセット不良ア

ラームが発生したので台車セット用リミットスイッチに不具合が

あると考え、一旦パネル操作にて台車保存装置を開放とし、すぐ

に固定側へスイッチを着替えたのちリミットスイッチの作動を確

認（台車保持装置開放とした事で台車が固定ブラケットより100

ｍ/ｍ程離れた）この時リミットスイッチがONとなり保持装置が

作動、離れていた台車が引き寄せられ、台車と固定ブラケットの

42 10601 7

100

～

299



間に右手中指が挟まれ被災した。

2017 7
16～

17

事務所作業場にて、鉄骨切断作業中に電動工具（バンドソー）上

の切粉を取り除く時に電動工具（バンドソー）に近づきすぎ、保

護具（皮手）が巻き込まれ怪我をした。

24 30209 7 1～9

2017 7
15～

16

玉ねぎ圃場にて3人でけん引式ピッカーにて玉ねぎ収穫作業中に、

停止したピッカー前方のギアに挟まった石を取り除く際に、妻が

勘違いし、スタートレバーを操作したため前方のローラーに左腕

の肘から肩の間が挟まり、左腕を骨折した。

50 60101 7 1～9

2017 7
11～

12

店舗厨房にて厨房備品を洗浄しようと洗浄機の扉を閉める際、本

来機械の真正面に立ち扉を開け閉めするところ横に立ち扉を閉め

ようとした為、勢いよく扉が閉まり左手親指を挟んで負傷した。

37 80209 7
10～

29

2017 7
10～

11

工場2階のラベラー機前で1.8?ラベル張り作業終了後、ラベラー部

品の取り外し作業時、2人で作業中、1人が声かけをせず、手動電

源を入れ機械を回転させてしまい、ラベラー機に右手を挟まれ

た。

48 10105 7
50～

99

2017 7
10～

11

場内釜室で回転釜に食材を投入する際に、よろけて右腕前腕部を

高温な回転釜のふちに接触させたためやけどを負った。
38 10109 11

30～

49

2017 7
18～

19

工場内において亜鉛メッキ鋼板の成型作業中、作業のスピードを

上げるため、鋼板を奥から引き出そうとして切断刃のある機器の

奥まで手を挿入していしまい、指を負傷した。

42 11209 8
50～

99

2017 7
22～

23

ポリエチレンフィルム製造中、チューブ切れを起こしたため、再

始動するための準備を引き取り装置に乗って行っていた。 切れた

チューブが足元に落ちていたものを片付ける時に誤って片足を踏

み外したため後ろ側から落ちてしまった。

47 10805 1
10～

29

2017 7
13～

14

工場において、被災者は鉄筋の先端どうしを溶接機で溶接作業中

に鉄筋を固定する装置（上から押える板が下りて来る）に指先を

誤って入れてしまい、その時溶接開始スイッチ（フットスイッ 38 11209 7
50～

99



チ）を踏んでしまい、鉄筋を固定する装置が働き右手薬指先端を

挟まれてしまった。

2017 7
14～

15

新築工事現場内において、釘打ち機を使用して、間柱、窓台、ま

さぐ、方位等の構造体の施行作業中、作業をしやすくする為、右

手で釘打ち機を持ち、左手で右足のズボンの膝の部分を持ち上げ

たとき、釘打ち機のスイッチ（トリガー）を握ってしまったた

め、針が発射され右足内腿に刺さってしまった。

19 30202 8 1～9

2017 7 7～8
草刈機を操作中、草刈機がフェンスに引っかかり、外そうとした

はずみで貯水池に落下し、左足かかとを負傷した。
69 150101 1

100

～

299

2017 7
16～

17

工場内にて、砂糖をスティックシュガーに充填し生産するライン

で、充填されたスティックシュガーを100本ずつビニール袋に入れ

る手動の可動式梱包装置を扱う作業において、梱包装置を使い梱

包する作業で、ステンレスのパーツを下方向に可動させ、また元

の位置に戻す動きの中で、右手首の内側が装置の一部に当たって

しまう状態であったため、ベルトコンベアの下部の一部にぶつけ

打撲した。

53 10109 3
50～

99

2017 7
14～

15

作業場でウエスの原料であるももひきを切ろうとして、一度で切

れなかったのでもう一度裁断機にのせて切ろうとしたところ、

引っ掛かり、指を切ってしまった。

51 10209 8
50～

99

2017 7
15～

16

工場内2階作業場にて、ソースの小袋を外袋に入れるプレス機に

て、外装がよれていたため、それを直そうとしたところ、動いた

プレス機に右手親指を挟み負傷した。

48 10109 7

100

～

299

2017 7 5～6

被災者は、作業長以下5名とTBMを実施したあと、他作業者と別

れ、自動梱包ラインで個人KYを実施後に作業を開始した（当該作

業は一人作業である）。 ラベル貼付けデッキでの作業を終え、搬

送台車の自動運転を開始したあと、被災者は何らかの理由により

ライン内に立入り、搬送台車に近づいた。 その際、コイル置台か 30 50101 7

1000

～



らコイル載せ位置へ移動し始めた搬送台車の車輪に右足を挟まれ

た。 （カッターナイフを落としたという被災者の証言があり、

カッターナイフの回収に行こうとして搬送台に近付いたものと推

測される。）

9999

2017 7
15～

16

工場内2階作業場にて、ソースの小袋を外袋に入れるプレス機に

て、外袋が汚れていたためにそれを直そうとしたところ、動いた

プレス機に右手親指を挟み受傷した。

48 170101 7

1000

～

9999

2017 7
12～

13

クリーニング工場内を移動しているときに、可動しているプレス

機の台の上に手をついて歩き、プレス機に手を挟まれた。
60 11703 7

10～

29

2017 7
10～

11

新築工事に伴う給水管取出工事において、給水管を掘削し、配管

をする箇所に大量の雑草が生えていたため、作業員がエンジン式

草刈機にて雑草を刈り込み中に、近くにいた被災の左肩に接触し

てしまい、負傷した。 機械に草が引っ掛かり、引っ張って取ろう

とした際、右後方で雑草を拾っていた被災者に機材が当たった。

35 30199 6 1～9

2017 7
10～

11

第2工場にて、カップの蓋をシールする機械（クリンカー）にカッ

プが引っ掛かり、機械を停止して直そうとしたとき、センサーに

よって停止していた機械が動き出し、指を切ってしまった。

43 10109 8

100

～

299

2017 7
10～

11

工場内において、糸繰機で糸を巻きつける作業をしていたとき、

糸が絡まり、機械を止めずにその部分を触ったところ、指に糸が

絡まり、右手薬指の爪の部分を切断した。

76 10201 7 1～9

2017 7
16～

17

第8工場において、織機の修理のため、タイミングベルトを交換

後、ギアとベルトの合わせ調整の際、ベルトに当て板をして寸動

しギアを動かすところを、当て板をせずに動かしたため、ギアと

ベルトの間に右手が挟まった。

56 10203 7

100

～

299

13～

トンネル工事現場へ生コンクリートを運搬し、荷卸待機をしてい

た。 先行の運搬車の荷卸し終了後、セントル内の生コンクリート

を送り出す配管内を洗浄するため、配管末尾にトンバック（コン

クリート飛散防止用具）を接続し、現場作業員がセントル内から 10～



2017 7
14 圧力をかけていた。 その際、配管内が詰まっていたため配管内の

圧力が通常より上がり、詰まっていた残留物が勢いよく排出さ

れ、車を降りて同僚車輌の生コンクリート状況を確認していた被

災者に、飛散したコンクリートの粗骨材が直撃し、負傷した。

65 11709 4
29

2017 7 8～9

派遣先工場内にて、ラインで流れてきている商品がプレス機械に

溜まってしまい、どかそうとして機械の可動部分に手を入れたと

き、誤って手をぶつけ負傷した。

52 170101 7

100

～

299

2017 7 8～9

ライン内のプレス作業工程にて、自工程にコンベアラインで流れ

てきている製品が溜まってしまい、どかそうとしたときに治具の

可動部分に誤って手を入れてしまい、手をぶつけ負傷した。

52 11502 7

100

～

299

2017 7
17～

18

当社第2工場にて紙加工の作業中、紙コップ成型機の損紙排出口

で、切り出された損紙が詰まったため、それを取り出す作業のと

き、機械を停止すべきところ、作動状態のまま手を入れてしま

い、損紙切断刃で右手人差し指先端を切断する怪我を負った。

46 10602 8
10～

29

2017 7
17～

18

箱替え機が設備停止（チョコ停）したため、処置をしようと箱替

え機を確認したとき、製品が箱替え内部に落ちていたため、設備

（箱替え機）の中に手を入れた。 設備の状態は自動運転中であっ

たが、荷箱上昇感知センサーが反応しておらず、チョコ停状態で

あったが、設備内に手を入れたとき、腕が荷箱台に触れたため、

荷箱上昇感知センサーが反応してシリンダーが急に下がり、荷箱

台とステーで腕を挟んでしまい怪我をした。

39 11209 7

100

～

299

2017 7
12～

13

公団BOX枠組付け溶接工程において、台座に切断材料をセット

し、起動ボタンを押した。 材料のセット状態を確認したとき、材

料が乗り上げていた。 以前、その状態で作業を続行し機械の故障

をまねいたため、咄嗟に自動運転中にもかかわらず、機械の中に

手を入れてしまった。 その結果、クランプと材料の間に右手親指

が挟まった。

25 11401 7 ―



2017 7 8～9
スロット還元機のトラブル対応中、メダルの詰まりを取り除こう

として、ベルトに手を入れたところ、右手親指を負傷した。
41 140309 7

30～

49

2017 7
14～

15

張ブロック施工の斜面で法面除草作業中に、草刈機の刃が草以外

の小木、竹等に接触し、草刈機の刃先が勢いよく足元付近に跳ね

て負傷した。

42 30107 8
10～

29

2017 7
15～

16

品質検査の業務中、漏れ試験機を使用して、検査を通常通り行お

うとした際、製品が通常の位置からずれてしまったため、元の位

置に戻そうと装置を上げずに製品を取り出した。 その際、上下の

円柱の間に右手人差し指が挟まれ受傷した。

53 11209 7
50～

99

2017 7
15～

16

品質検査の業務中、漏れ試験機を使用して、検査を通常通り行お

うとした際、製品が通常の位置からずれてっしまったため、元の

位置に戻そうと装置を上げずに製品を取り出した。 その際、上下

の円柱の間に右手人差し指が挟まれ受傷した。

53 170101 7

100

～

299

2017 7
13～

14

除草作業のため草刈機を使用していた加害者が、草刈機のエンジ

ンを止めずに、またアクセルをふかしたまま、草刈機をガード

レールに立て掛けて、草刈機により飛散しそうな空き缶を避けよ

うとし、草刈機から手を離した。 その際、被災者がガードレール

を跨いで手を掛けたとき、草刈機が被災者側に倒れ、左上腕に回

転中の草刈機の刃が当たり被災した。

65 30209 8 ―

2017 7
11～

12

解体工事現場にて、重機を洗浄するため、高圧洗浄機のホースを

渡そうとしたとき、職人の手が当たり、誤って洗浄機のスイッチ

が入ってしまい、勢いよく水が出て、右目に当たり怪我をした。

52 30199 4
10～

29

2017 7
10～

11

ミシンでタオル生地の繋ぎ縫製中、ミシン糸が切れたため、ミシ

ン針に糸を通す作業中に誤って、ミシン下部のペダル式スイッチ

を踏んでしまい、ミシンが稼働したときに対応が遅れて、左示指

に針が刺さった。

26 10203 9
50～

99

14～

工場内おいて、ダボ打ち機を使い、木材（10㎝四方）の加工中、

同材に左手を添えて木材を押さえるためワークボタンを押したと 50～



2017 7
15 き、下降してきたクランプと木材の間に誤って左示指を挟んでし

まい負傷した。

34 170101 7
99

2017 7
16～

17

石鹸製造ラインにある製箱機の部品交換をするために、ネジを締

めようとしたが、締めにくい状態だったので、手を入れたまま寸

動で機械を少し動かそうとした。 その際に、寸動の操作ではなく

起動の操作をしたために、製箱機の中の駆動部で手を挟んだ。

18 10899 7

100

～

299

2017 7 8～9

段取り替えの治具の交換中、通常はエアーホースを抜き、治具の

交換をするが、誤ってエアーホースを差したまま入れ替えを行っ

た。 間違って右手がレバーに触れたため、機械の一部が動き出

し、左手の小指が挟まれ負傷した。

43 170101 7

100

～

299

2017 7 8～9

通常はエアーホースを抜き、治具の交換をするが、その時に限

り、エアーホースを差したまま入れ替えを行った。 間違って右手

がレバーに触れたため、機械の一部が動き出し、左手の小指が挟

まれ負傷した。

43 11301 7
50～

99

2017 7
13～

14

皮剥き機（おろし機の大型機械）で皮を剥いたカスが、刃とロー

ラーに挟まっていたので、それを取るために右手を刃の所に置い

ていたため、右手の手の平の皮がめくれた。

36 30302 8 1～9

2017 7
11～

12

工場R倉庫内で梱包作業のため、釘打ち機（90㎜釘用）で操作を誤

り、右親指の当たり負傷した。
47 11709 3

10～

29

2017 7
13～

14

工場において、1階包装7号機で、納豆を自動で包装・箱詰する機

械（アンケーサー）内に引っかかっている豆を、機械に手を入れ

て取り除こうとしたとき、機械の停止ボタンを押し忘れたため、

豆が除去された際に吸着機が作動してしまい、左腕を挟まれて負

傷した。

29 10103 7
50～

99

2017 7
13～

14

工場内で、ボトルにシュリンクフィルムをかける作業をしている

とき、シュリンクフィルムにミシン目を入れる機械の工程があ

り、ミシン目が上手くつかなかったため、電源を落とさずに機械 24 10899 7

100

～



の中へ指を入れた。 右手人差指指先をシュリンクフィルムを押さ

えるために上下運動している板部分に挟まれた。

299

2017 7 8～9

研究所EAST棟１FのBS試験室2でにおいて、試験機近辺の床に滴下

した油（グリース）を拭いて立ち上がろうとしたときに足が滑

り、誤って試験機回転部をふさぐ安全カバーの下部隙間から左手

を差し込む状態となったため、左手第3指・4指をモータープー

リーに巻き込まれて負傷した。

47 120109 7

100

～

299

2017 7 8～9
チェーンソーを使用して伐倒木の造材作業を行っていたとき、

チェーンソーの刃が反発し、被災者の大腿部に当たった。
55 30199 8 1～9

2017 7
18～

19

通常作業中、足が滑って躓き、製袋機の回転体に左手を着いたと

ころ、軍手が先に入って行き、手の甲まで回転中に挟まれた。
40 10805 7

100

～

299

2017 7
11～

12

倉庫内作業場で、アンカー試験施行時に、ハンマードリルでコン

クリートブロックに穿孔中、誤ってドリルのキリ先に手を触れ、

左手を巻き込み、小指を負傷した。

58 30209 7
10～

29

2017 7
11～

12

当社工場内の1号包装機で、清掃後に包装機を作動させたとき、も

やしが詰まり、もやしを袋詰めするシーラー機械のフィルムが詰

まり、包装機が停止した。 被災者がフィルムの詰まりを直すた

め、フィルムヒーター部、圧縮スポンジ部順の箇所で、圧縮スポ

ンジ部の下から詰まりを直そうと右手を入れたとき、包装機が動

きだし、右手親指をヒーター部に挟まれ、フィルムを切断する

カッターで右手親指を負傷した。

54 10109 7
50～

99

2017 7
13～

14

会社施設に隣接する道で、草刈りの作業をしているときに、使用

していた草刈り機が、地面に落ちていた鉄片を回転に巻き込んで

跳ね、右眼に当たった。

25 130201 4
10～

29

2017 7
15～

16

会社の敷地内において、刈払機で作業中、錆びた針金が飛んで来

て、長靴を貫通して足に刺さった。
59 70101 4 1～9



2017 7
9～

10

造林作業現場において、除伐の作業中、突然出現したスズメ蜂の

大群を避けようとして転倒した際、下刈機の刃が左足首から中部

にかけて当たり負傷した。

60 60209 8 1～9

2017 7
11～

12

農場の集卵室で、ランドリーに残っている卵を取り出そうとした

際、機械のギヤで右手の中指と薬指を負傷した。
69 70101 7

30～

49

2017 7
10～

11

工場内の飼料紙袋取り出し口にて、飼料の袋詰めの作業中に、紙

袋を挟む作業機械に確認せずに手を入れ、指を挟んだ。
37 11709 7

10～

29

2017 7
16～

17

草刈カッター（機械）に草が絡んでいるときに、いつもならば電

源を切って草を取り払っているところ、その日だけは電源を切ら

ないで絡まっている草を取ったので、ベルトに右手小指を挟み怪

我をした。

26 150103 7 1～9

2017 9
11～

12

当社工場にて、6M×3.6Mの型枠パネルを作成中、釘打ち機を持ち

ながら作業をしており、誤って釘打ち機の先端に右手人差し指が

触れてしまい、釘打ち機から釘が出ていたため受傷した。

53 30209 8
10～

29

2017 9
16～

17

被災者は食品工場にていくら醤油漬けトップシール機の清掃作業

を行っていた。 機械を停止しカウンタークロスで拭き掃除をして

いたところ、トップフィルムを切断するための刃に右手を接触さ

せてしまった。

38 10102 8

100

～

299

2017 9
16～

17

事業主圃場にて収穫作業中に、第1コンベアからバケットに芋が流

れる所の茎を取り除く作業をしていたが、ロータリーバケットに

左足がひっかかり、長靴ごと巻き込まれて受傷した。 すぐに救急

車で病院に搬送された。

69 60101 7 1～9

2017 9
16～

17

畑でトラクターに乗り、玉ネギの掘り起こし作業中、機械の調整

と清掃（泥と草ゴミを取る）の為にエンジンを切って下車し、第

二コンベアの清掃の為アシストダンパーに架かっていたゴミを取

り除いていたところ、ダンパーが急に上った為、ダンパーとコン

ベアの間に右手を挟まれ、中指を骨折した。

24 60101 7 1～9



2017 9
11～

12

苗木植付後の草の下刈中、草刈機の刃に枝がぶつかり、飛んでき

た枝が左足くるぶしにぶつかった。
67 60209 4 1～9

2017 9
16～

17

自社工場において、フォークリフトの錆取エアーブロー作業をし

ていたが、エアーホースが絡み、絡みを直してホースを床に置い

たところ、追加ホースが外れ左まぶたに飛んできて負傷した。

57 80209 6
10～

29

2017 9
13～

14

当組合ライスセンター内で米の乾燥作業中、計量器を点検しよう

としたところ誤って、右手を挟まれ人差し指と中指に傷を負っ

た。

25 60101 7
10～

29

2017 9
9～

10
撹拌機を清掃中、左腕を巻き込まれて骨折した。 48 60101 7 1～9

2017 9 6～7
成形作業中上下リミッターを調整中、成形機を動かしてしまい左

手中指の先端部分を挟み骨折してしまった。
50 11502 7

10～

29

2017 9
14～

15

揚玉が入ったドラム缶をリフターに載せ上昇させたところ、ドラ

ム缶に袋を被せたままであることに気付き、急遽下降させた。 完

全に停止する前に袋を取ろうとしたため体勢を崩してしまい、ド

ラム缶とローラーの間に左足を挟まれた。

30 10109 7
30～

49

2017 9
15～

16

お客様の依頼により、お客様宅作業場において農業機械（籾摺

機）の修理を行っており、機械のVベルト周辺の修理作業を行って

いたところ、家人が機械の電源スイッチを入れ、作動した機械のV

ベルトとプーリーに両手指先が巻き込まれ負傷した事故である。

58 170209 7 1～9

2017 9
17～

18

型材加工職場で形状加工をしているとき、材料をバイスに挟もう

と中指に掛け斜めに持っていた（中指がバイス口金に近く挟まれ

やすい状況だった）その状況でバイスクランプのスイッチを押し

たところ垂直になった材料とバイス口金の間に中指を挟まれ怪我

をした。

46 11709 7
50～

99

2017 9
14～

15

調理場内、洗浄室にて食器、食缶等の洗浄作業中、洗浄機に食器

が挟まり改善作業中に洗浄機のお湯がかかってしまい、火傷をし 35 10109 11
30～

49



てしまった。

2017 9
14～

15

二次処理貯留槽のポンプのコンベラー交換時に、ポンプを階段か

ら下ろす時に両手でポンプを持っていたが、左手の方が滑り落ち

右手を巻き込む形で骨折した。

41 70101 19
50～

99

2017 9 6～7

H社敷地内のプールサイドにおいて、2つのプールの水の入れ替え

作業を行おうとした際、倉庫から重さ12kgの水中ポンプをプール

サイドまで運びプールへ沈めるため屈んだところ、腰を負傷した

ものである。

50 140101 19

100

～

299

2017 9
9～

10

スカイウェイで乗用草刈り機に乗って草刈りの作業中、スキー場

ゲレンデの水切りのための「土側溝」に気づかず、乗用草刈り機

がその「土側溝」に乗り上げた。 そのはずみで乗用草刈り機から

振り落とされたとき、後進のレバーを引いてしまい草刈り機が

バックした。 反対側に足をよけたが、間に合わずゴム製の履帯

（駆動輪）に左足首を踏まれた。

31 140309 1
10～

29

2017 9
14～

15

工場内において、リング曲げ機で鉄筋を曲げる加工中、機械に鉄

筋を入れるときに手を放すべきところを、放すのが遅かった。
35 11209 7

10～

29

2017 9
10～

11

工場内紙袋を製造中に、不良品が機械に詰まった為、それを取り

除こうとした時に誤ってドラム部分に巻き込まれてしまい、右手

小指を負傷したものである。

38 10602 7
10～

29

2017 9
11～

12

切断機の中の払出ロールにゴムが詰まり、取り出しが出来なかっ

た。 この場合、モータのスイッチを切り止めて取り出し作業を行

うか、クラッチを外し詰まったゴムを取り出す必要があった。 し

かし、このどちらの操作も行わず機械の稼働中に、指をカッター

の間に入れてしまった。

36 10806 7 1～9

2017 9
11～

12

多数の松の切株が点在している公園の草刈作業中、前方で作業を

していた従業員が切株を避けようとして方向転換しようとしたと

ころ、後方から追いついてきた作業員の草刈機に右足がぶつかり

転倒した。

70 30199 8 1～9



2017 9
13～

14

機材センターにおいて、ロッドの中に詰まったコンクリートを除

去する為に、電動ドリルに鉄筋を接続して作業中に鉄筋のたるみ

を直して、被災者からの合図を受けて電動ドリルの作業者が始動

した際に被災者の左手指が巻き込まれた。

50 30199 7
10～

29

2017 9
13～

14

タッカー（針で固定する工具）を使用して、ベッドの枠付け作業

をしていたところ、タッカーで右手人差し指を貫通した。
36 10509 8 ―

2017 9 8～9

河川敷にて草刈作業中、肩掛け式草刈機の刃が木の根に当たって

キックバックをおこし、右足のひざ下部に当たって負傷したもの

である。

70 30309 8 1～9

2017 9
19～

20

DM便を仕分ける自動仕分機フラットソータを点検中に、投入口回

転部の機械の隙間にDM便が挟まっているのを発見した為、回転部

が稼働中にも関わらず、隙間よりDM便を取り出そうとして、右手

甲部を回転部角に接触させて裂傷し傷口の肉がえぐれた事故で

す。

56 40301 7

1000

～

9999

2017 9
14～

15

農作業における秋の収穫作業中、手脱穀の際、稲を脱穀部に投入

している時に誤って、脱穀チェーンに触れた事により巻き込まれ

手甲を、負傷した。

53 60101 7 1～9

2017 9 8～9
支所近くの車庫でコンバインの清掃中に、回転する部分に自身の

不注意から指をはじかれ、左中指裂傷及び薬指骨折した。
31 60101 7

10～

29

2017 9
19～

20

工場内にて、ペレット製造ラインのペレターサー（ひも状の製品

を切断してペレットにする機械）でトラブル後、復旧する際右手

を巻き込まれ負傷した。

41 10801 7 1～9

2017 9
15～

16

事業所工場内にて、製麺包装機を操作中、包装フィルムが詰まっ

た為、機械の電源を切らず、フィルムを取り除こうとした時、

誤って包装機のフィルムカット部分に左手人差し指あたりを挟ま

れ負傷したものである。

71 10109 7
10～

29

当社工場内に於いて、生産終了による片付をしていた最中、工場



2017 9
16～

17

内を点検したところ水中ポンプ（移動式自動5kg位）が足位置に片

付けられていなかった為、持ち上げたところ手がすべりそのまま

落下、その際右足薬指に当たり負傷する。

35 10102 6
10～

29

2017 9
11～

12

当社敷地内において数名で樹木・雑草の清掃作業中に、同僚（M

氏）がエンジン付草刈り機を使用して雑草の刈り取り作業をして

いる際、近くで後ろ向きで樹木の枝下ろし作業をしていた当人に

気付かず、草刈り機の刃部分が当人の左足ふくらはぎ部分に当た

り受傷したものである。

35 150102 8
50～

99

2017 9 1～2

工場内でフリーパックの製造をしている時に、製品のエラーを知

らせるブザーが鳴った為、急いで対象の製品を取り除こうとして

手を出したところ、機械の可動部分に触れてしまい、指を挟まれ

受傷した。

47 170101 7
30～

49

2017 9 0～1

製造部第二工場内にて、パーキングロッド（自動車ミッション部

品）の圧力・カシメ作業を専用機にて行っていた。 圧入冶具に製

品をセットし、SW/ONした際に、治具にセットした製品が位置ず

れしていることに気付き、それを直そうと、とっさに設備に手を

入れてしまい、上冶具と製品に右手人差し指を挟まれ、右手人差

し指の指先を裂傷してしまった。

44 11502 7

100

～

299

2017 9
16～

17

当社、工場内でコンバインの整備中の災害。 被災者はコンバイン

の稲の穂を切り刻む回転刃の交換作業の際、棒状の回転刃を本体

へ組み付けするため、回転刃を本体へ設置し、ロックナットを手

で仮止めしようとした時、回転刃が本体よりずれて傾いたため、

回転刃付近にあった左手に接触し、作業用グローブを着用してい

たものの、左手甲（親指側）を負傷した。 当日は出血はあったの

だが、大丈夫と思い病院へはいかなかったが、翌日、左手親指の

動きが悪かったため受診した。

29 80109 8 1～9

2017 9
10～

11

工場内でダイカットの作業中に慌てていて通常の作業とは違う作

業手順で行った為、左手を機械に挟まれた。
68 10602 7

10～

29



2017 9 8～9

横ピロー機（煎餅を包装する機械）へ包装前準備で、包装フィル

ムを送り出そうとして稼働中の機械内部へ手を入れて、フィルム

裁断部に右手の指先を挟まれた。

63 10109 7
10～

29

2017 9
16～

17

当社従業員は、当社土場（資材置場）地内において、土場の草刈

（近所から苦情がきていた）作業中、同僚（当社従業員）が草刈

機を使用、刈った草を収集していた時、お互い作業に夢中になり

すぎ、寄りすぎてしまい、右手上腕に草刈機の刃がさわり負傷し

た。

64 11209 8
30～

49

2017 9
11～

12

コース管理棟横にある整備棟にて、フェアウェイ刈RM6500のカッ

ティングユニットの下刃を新しく交換する際、添えていた左手人

差し指を受傷した。

70 140301 8
50～

99

2017 9
9～

10

巻線機にセットしたコアへ銅線を機械巻きしていた、機械巻き中

は何度かコアが高速回転と減速をくり返すが、まだ最後ではない

減速中に「回転が止まる」と勘違いして、左手を回転部に持って

行き、かつ作業性を良くするのと手が痛くならないように手袋を

着用していたため、コアを保持している冶具に手袋が引っかかっ

て左手が巻き込まれてしまった。 このため、小指第一関節欠損、

中指脱臼、手の甲の切創をする事故に至った。

49 170101 7
30～

49

2017 9
9～

10

巻線機にセットしたコアへ銅線を機械巻きしていた、機械巻き中

は何度かコアが高速回転と減速をくり返すが、まだ最終ではない

減速中に「回転が止まる」と勘違いして、左手を回転部に持って

行き、かつ作業性を良くするのと手が痛くならないように手袋を

着用していたため、コアを保持している冶具に手袋が引っかかっ

て左手が巻き込まれてしまった。 このため、小指第一関節欠損、

中指脱臼、手の甲の切創をする事故に至った。

49 11409 7
50～

99

2017 9 8～9
建設資材置場で肩掛式刈草機で除草作業中、刈刃とコンクリート

構造物が接触、刈刃が破損飛散し、右目に入る。
48 30199 4 1～9

密集した竹林の伐採作業中、一人が竹を刈り払い、地方が切り払



2017 9
16～

17

われた竹を倒して搬出していたところ、刈込機の歯（チップ

ソー）が地面に触れた途端、歯の回転によって左で搬出作業をし

ている従業員の左足に接触したものである。

47 30199 8 1～9

2017 9
16～

17

加硫缶から台車に載ったゴムロールをワイヤーで引き出した後、

床に埋め込まれたドラムにワイヤーをきれに巻き取る際、ワイ

ヤーを持ったまま巻き取り機に右手中指先端を挟み裂傷した。 2

人作業でひとりはワイヤーを持ち、ひとりは巻き取り機のリモコ

ン操作をしていた、本来、ワイヤーの終端を持つべきところ、中

間付近を持ち巻き取ったため、持ち替えることができなかったこ

とと、巻き取り機のリモコン操作をしていた者との作業について

の疎通が図れなかったことで事故となった。

25 10806 7
30～

49

2017 9
14～

15

大学の監査室内のコンクリート壁面に防犯機器を取り付ける為の

穴をハンマードリルで開ける際、ドリル刃先付近に片手を添えて

作業を行っており、ドリルの刃が折れ残っていた刃が左手人差し

指に当たった。

50 170201 8
50～

99

2017 9
10～

11

ヒートセッター後部の耳カッター調整中、耳巻きが発生した為、

直そうとしたところ右手人差し指をカッターに触れてしまい、切

断した。

28 10204 8 1～9

2017 9
16～

17

当社工場内において、別の作業者が製品を段ボールに箱詰め作業

をするその補助にあたっている時に、製函機の内部から空気漏れ

の音がしたために、原因を調べようと緊急停止ボタンを押さず機

械が休止している時に手を入れたところ動きだし、駆動部分の歯

車とチェーンに小指が巻き込まれ負傷した。

28 10109 7

100

～

299

2017 9
14～

15

リップ包装室にて、機械の見廻り中に、包装機のターンテーブル

の下に落ちていた半製品を拾おうとして、稼動中の機械の中に右

腕を入れて機械に腕を挟んでしまった。

24 10808 7

100

～

299

クロゼット2号ラッピング機のシート投入場所で、ラッピングシー

トの交換作業時に、シートを引っ掛ける可動バーがまっすぐに動



2017 9
10～

11

かなかったために、本来、可動バーを手動で動かす時はスイッチ

を切らなければならないのに、この日はスイッチを切らずに可動

バーを動かすワイヤーを引っぱったために、可動バーがまっすぐ

になった瞬間、ワイヤーが勢いよく動き受傷した。

20 10503 7 ―

2017 9
9～

10

駐車場で草刈作業中、草刈機のエンジンが停止した為、再始動し

た時に高速回転の刃が障害物（鉄）に当たり、反動で跳ね返り、

近くで防護ネットを持っていた被災者の左足すねに当たり骨折し

た。

66 30199 6 1～9

2017 9
11～

12

タフト製織機で作業中、糸切れしたので、糸を送るプーラーロー

ルに切れた糸をはさみ手をそえて、自ら動かした為、左手ひとさ

し指をプーラーロールにはさんでしまい、骨折した。

32 10309 7 1～9

2017 9
9～

10

自動車工場内で、お客様のトラックで使用しているETC車載器の取

り外し作業中、車内運転席側の足元左側面に両面テープで固定さ

れているETC車載器をスクレイパーではがそうとした際に、力が入

りすぎETCが外れた後、支えていた左腕の手首をスクレイパーで損

傷したものである。

49 11701 8 1～9

2017 9
9～

10

工場にて、ゴーグル着用せずにサンダーに取り付けたワイヤーブ

ラシにて型枠鉄板部の錆び取り作業を行っていたところ、ワイ

ヤーブラシが破損し、針金状の毛が左目角膜から刺さり、水晶体

硝子体部分に留まり負傷。

49 170101 4

100

～

299

2017 9
16～

17

食品容器用PETシートのロール状の原反の交換作業において、原反

の鉄芯を成形機の固定する溝に2名にて移動中に、通常であれば、

全ての指で鉄芯を掴んでいるところ、誤って右手人差し指を伸ば

した状態で作業して、固定する溝と鉄芯に指が挟まれ、間隔が狭

い為、人差し指を切断したもの。 原反の重さは約300kgである。

47 11709 7
10～

29

16～

食品容器用PETシートのロール状の原反の交換作業において、原反

の鉄芯を成形機の固定する溝に2名にて移動中に、通常であれば、 100



2017 9
17

全ての指で鉄芯を掴んでいるところ、誤って右手人差し指を伸ば

した状態で作業して、固定する溝と鉄芯に指が挟まれ、間隔が狭

い為、人差し指を切断したもの。 原反の重さは約300kgである。

47 170101 7 ～

299

2017 9
14～

15

給食室内で、午後からの食器洗浄後、食器洗浄機を洗っていた、

スポンジで洗浄機裏を洗う時、スポンジから小指がはみ出してお

り、ステンレスの角張った所で小指を切ってしまったものであ

る。

56 120109 8
30～

49

2017 9
14～

15

A棟充填作業室でカップ容器にフタをする作業中、シール機ロー

ター部分で容器が停止した為、とっさに手を入れてしまい、セン

サーが反応し左手の中指指先をシール機で切ったものである。

52 10103 8 ―

2017 9
11～

12

当社調理場にて、老健施設昼食準備中にスライサーにて、野菜エ

ンギリを切っていたところが手元がくるい、刃に当たり負傷した

ものである。

26 10109 8
10～

29

2017 9
12～

13

繊維機械（VF-OPENER）の残綿を除去する為、停止スイッチを押

した、停止から10分経過したと思い扉から手を入れ残綿を除去し

ようとしたが、まだシリンダーが回転していた為、左手親指、人

差し指、中指を損傷した。

49 10209 7
50～

99

2017 9
11～

12

機械のスイッチを押して、下から出てきた油あげ（常温のもの）

が入っている型箱を、左手で持って手前に引き寄せた時、次のス

イッチを早く押してしまい、取り出すより先に次の型箱が出てき

たため、型箱と型箱の間に左手がはさまり怪我をしてしまった。

28 10109 7
10～

29

2017 9
11～

12

保育所前の未利用地で敷地内草刈作業中に発生、周辺に草が飛散

するのを防止する為、防護ネットを被災労働者が保持し、他の労

働者が電動草刈機を使い作業を行っていたところ、操作を誤って

稼働中の丸型刈刃が防護ネット下を越えて左足に接触（作業用長

靴を履いていた）、第三趾（中指）末節切断及び左足背部挫創の

傷を負う。

47 150101 8

100

～

299

プラスチック工場にて、成形機でプラスチック製品を成形中、不



2017 9 5～6

具合により機械停止、金型内に残っている製品を取り除く為に、

右手で製品をつかみ左手で操作ボックスの製品突出し金口を押そ

うとした、その際に間違って型締金口を押した為、金型が締まり

指を挟んでしまった。 （安全ドアを開けずに操作してしまった）

22 10805 7
10～

29

2017 9
11～

12

牧場の牛舎の中で牧草をカッターで裁断中に、牧草が詰まったの

で、カッターの回転を止めないで鎌で牧草を取り出そうとして鎌

をカッターに巻き込まれて指をケガをする。

28 70101 7
10～

29

2017 9
13～

14

山林で、下刈作業中キックバックをおこし、右足親指の爪の横を

草刈機の刃で負傷した。
49 60201 8 1～9

2017 9
15～

16

工場にて、イモの洗浄装置（大型ブラシが回転し泥を落とすも

の）の掃除の際、被災労働者が手順を誤り装置が作動中にも拘ら

ず、金タワシを右手（手袋着用）に持ち、イモの出口部分のふち

を磨いていたところ、閉まった状態の蓋の隙間から回転するブラ

シに金タワシと共に右手を巻き込まれて負傷した、『止めて！』

との声に気付いた同僚が装置を停止させたが、手を瞬時に引き抜

いたときに右手薬指第1関節下が引きちぎれてしまった、通常、装

置の運転は合図と共に安全に行われており、今回は装置内部の自

動洗浄時に、淵に付いた汚れを落とそうと、つい手が滑ってし

まった際に発生している。

69 10109 7
30～

49

2017 9
16～

17

工場の製図ベビー断裁機で、当日最後のロットのセットを開始し

た、当該ロットの材料を二つ割にする作業で、セットが終わり試

験通紙を行うために1枚の材料に左手をのせてフィードロールに送

り込もうとして、材料と一緒に左手をフィードロールに巻き込ま

れた。 被災者はすぐに自分の右手で非常停止ボタンを押して機械

を止め、製造メンバーが安全カバーを外しバールでフィードロー

ルを開けて被災者を救出した。

52 40302 7
30～

49

11～

鋼材中部ヤード加工場において、共同住宅新築工事のための鉄筋

資材（スターラップ）加工中、鉄筋曲機のストッパーピンを抜き



2017 9
12 取り角度を変えた後にピンを戻し忘れたことが原因で、右手中

指・薬指・小指の3本を鉄筋曲機と鉄筋に挟まれ負傷した。

68 30201 7 1～9

2017 10
17～

18

農場内で藁切り作業終了後に後片付けをしていたところ、藁切切

断機内部に牧草が残っていたため、右手で取り除く時に、機械内

部の切断刃に接触して右手人差し指の先に切傷を負った。

59 70101 8 1～9

2017 10
14～

15

派遣先工場内の卵を選別するラインで、通常、入り口と出口付近

に触れることはないが、近くに卵の殻があり、本人が気になって

取り除こうとした。 その際、歯車に指を巻き込まれ、引っ張って

しまい右手人差し指の第一関節の部分が切断された。

69 170101 7 1～9

2017 10
14～

15

工場内の卵を選別するラインのすぐ近くに卵の洗浄機がある。 そ

の入口、出口付近に通常は触れることはないが、近くに卵の殻が

あり、本人が気になって取り除こうとした。 その際、歯車に指を

巻き込まれ、引っ張ってしまい、右手人差し指の第一関節より上

を切断してしまう。

69 70101 7
10～

29

2017 10
9～

10

会社倉庫から掃除機材を車に運ぶ際に、誤って手を滑らせ足に落

としてしまった。 機材、ポリッシャー、重量10kg程度、長さ約

1m。

21 150101 4
30～

49

2017 10
16～

17

冷凍食品の包装作業で包装機のフィルムの接着と切断する部分

に、左手人差し指を挟んでしまい受傷する。 受傷部位は左手一指

し指の切傷と開放骨折。

28 10109 7

100

～

299

2017 10
15～

16

ヘルメット、安全靴、革手袋を装着の上、ロッドスクレッパーを

試運転中、異音がするためその原因を探ろうとし、動いているス

クレッパー（糞尿処理機）のパドルの下にバールを差し込んだと

ころ、尿構壁とバールの間に左手が挟まり、そのまま巻き込まれ

左手小指第一関節が裂傷、骨折した。

46 11301 7 1～9

2017 10
9～

10

タコ漁操業中、小ローラーからロープが外れてしまい、左手首を

ロープにはじかれ骨折した。
32 70201 6 1～9



2017 10
13～

14

工場外の洗車場、排水溝の修繕作業中に、電動カッターを使いパ

イプを切断中、誤って左手（詳細下記※）を切り付け、負傷し

た。 ※左手内側、人差し指第1関節を深く切傷し、13針縫合、左

手人差し指と中指の爪に傷、左手外側、中指の第1・第2関節間に

切傷。

70 11701 8
10～

29

2017 10
14～

15

当組合が耕作している水田にて、コンバインで稲刈作業中、雨降

りが続いて脱穀する稲（ワラ）が湿っており、コンバインの中で

詰まりが発生した。 詰まった稲（ワラ）を右手で引き出そうとし

た時、右手がコンバインの中に引き込まれ指を切断した。

72 60101 7
10～

29

2017 10
13～

14

スリッター作業開始時に、一番左側の原紙が浮いたため、機械を

停止せずに手で押さえようとした時、巻き取りシャフトと押さえ

ローラーの間に手が入り、肘の部分まで巻き込まれた。

40 10602 7
10～

29

2017 10
14～

15

お客様の田んぼでコンバインのカッター部分のわらの詰まりを取

り除いて修理している時、軍手が引っぱられ、右指がカッターの

刃にさわり怪我をしてしまった。

64 80209 8 1～9

2017 10
16～

17

工場内製造現場（クリーンルーム）でスプレーポンプの部品加工

の為（ターンテーブル式）に部品をセット作業中、部品が斜めに

なったのでこれを修正しようとしたところ、指がタンテーブルに

引っ掛かり、指を抜いたが製品と底蓋圧冶具の間に指が挟まり、

左手人差指先部分を受傷した。

61 11403 7

100

～

299

2017 10
11～

12

構内作業用（工場内）で、ロータリーバルプ機（廃プラスチック

を粉砕した時に出る粉、ヒゲ等除去する装置）から出た産廃物

は、フレコン袋に流出、収納フレコン袋を取り替える作業をした

時に、ロータリーバルプ機のOFFのスイッチを、他の機械のス

イッチを押してしまったので、動いているロータリーバルプ機に

右手が触れ右手指（人差し指、中指、薬指）の第一関節あたり

を、切断してしまった。

40 40301 7 1～9

当社工場内に於いて、包装5号Uライン周辺床の落麺回収清掃を



2017 10
12～

13

行っていた。 稼働中の結束機内で、機械がミスをし、パスタ乾麺

の束を結束出来ていない商品が搬送されているのを視認した。 そ

の際、誤って、思わず手を出してしまい負傷したもの。

57 10109 7

300

～

499

2017 10
13～

14

ふすまのはい積み場で、搬送中のパレッタイザー（自動はい積み

装置）を恐らくは「停止中」と確認し、清掃あるいは他の目的で

設備内に侵入したと思われ、その後待機中だった当該設備がプロ

グラム通り通常動作を始めたと考えられ、「格納コンベアー」と

その外枠である「昇降フレーム」の補助部材との間に上半身を挟

まれてしまった。

68 10109 7
30～

49

2017 10
17～

18

工場で、スティックを充填機ラインから梱包ラインに排出すると

きに、排斥シャッターが開き切っていなかったため、10包のうち1

包が梱包ラインに挟まってしまい、詰まっているスティックを排

除するため右手を入れたところ、排斥シャッターが閉まり右手を

挟み被災したもの。

54 50101 7

100

～

299

2017 10 7～8

草刈り作業中に、一緒に作業をしていた作業者の草刈り機が作業

者の作業を妨げまいと植木の陰から出て来た被災者の左脚にあた

り、前膝の下を切って負傷した。

69 170209 8 1～9

2017 10
17～

18

工場内にて卵がパック詰めされた包装容器をさらにシュリンク包

装する作業中、そのライン上で商品の自動移動が止まり、取り除

こうと手を入れてしまったところ、センサーが反応し、ヒーター

が下りてしいまい右手首を火傷した。

34 80109 11
30～

49

2017 10 8～9

工場内で機械（ABS樹脂粉砕機）内部の打ち出し棒の長さ調整を

行おうと、一旦機械を停止して、作業に入ろうとしたところ、余

力で回転していた右側鋸刃に左手が僅かに触れてしまい、中指と

薬指を裂傷したもの。

59 10805 7 1～9

2017 10
13～

スマートメータ組立#3ラインの第1工程において、回送されてきた

パレットに部品（名称:ベース約180g）を持ちセットする際にベー
40 170101 7

100

～



14 スと部品の間に人差し指先端を挟み込み受傷した。 受傷当日は軽

傷だと判断したが、翌日になり痛みと腫れが増してきた。
299

2017 10
15～

16

自社の作業場において、プラスチック板の一辺を斜めにするた

め、角度をつけながらカンナ機で削っていた。 通常も被災時も機

械には保護カバーがつけられていたが、角度をつけていくたびに

保護具をずらして確認後、作業に移らなければならないところ、

その確認を怠り、死角がある状態でプラスチックを移動させてし

まい、右親指が削られてしまった。

43 10805 8 1～9

2017 10
13～

14

当社工場1階作業現場において、平板打抜機（スーパープレス

850）を使用して紙の打抜作業に取りかかるとき、機械に向かって

左側に平行を失った状況になり、作動部分、後端部分に左手をつ

いてしまい挟まれてしまった。 赤外線式の安全装置は装備されて

いたが、最少の隙間で左手4指の先端を圧傷したものである。

18 10602 7
10～

29

2017 10
11～

12

工場内の大型製品のり貼り機のライン真ん中付近にある回転軸部

分に、のりが付着したため機械を稼働させたまま内部にもぐり、

ウェスでのりを拭き取ろうととした際、3cmほどのすき間にウェ

スが巻き込まれて、右手前腕部も一緒に挟まれて負傷してしまっ

た。

49 10602 7
10～

29

2017 10
19～

20

積層小型レイアップ工程にて、作業テーブルから上段／下段が二

段式の完了製品搬出用コンベア装置に製品を移載する作業を行っ

ていた。 装置は3つのスイッチ操作（上段／下段／下降）で作業

テーブルを上下させる仕組みだが、被災者は下段を選択したつも

りで上段スイッチを押して作業をしていたため、下段側に製品を

挿入している際に作業テーブルが上昇し、キャリアプレートと装

置開口枠間に両手の人差し指と中指を挟んだ。

48 11403 7

500

～

999

2017 10
13～

14

印刷機械に段ボールシートを給紙する際シートが引っ掛かったた

め、上側よりシートを押しつけた。シートを送り出すガイド

（キッカー）のピストン状のつめに指をまきこまれて負傷した。

45 10609 7
10～

29



2017 10
10～

11

弊社テント工場において大型テントをミシンで縫製作業中、誤っ

てミシン針が左手第2指を貫通し負傷した。
23 10309 7

10～

29

2017 10
13～

14

本社工場の1号たたみ機（ホルダー）に布団カバーが詰まり、機械

が停止したので、側面の機械カバーを外して、詰まっていた布団

カバーを取り出した後、確認のため機械の側面は外したまま機械

の再運転を行った。 確認後、機械のカバーをはめる際に、機械を

動かしたままにし、また、カバーの持ち手以外の所を持ってはめ

ようとしたため、誤って右手人差し指が駆動チェーンに触れ、事

故が発生したものである。

32 11703 7

300

～

499

2017 10
15～

16

ヘルメット、安全靴、革手袋を被着の上、ロッドスクレッパーを

試運転中、異音がするため、その原因を探ろうとし、動いている

スクレッパー（糞尿処理機）のパドルの下にバールを差し込んだ

ところ、尿溝壁とバールの間に左手が挟まりそのまま巻き込ま

れ、左手小指第一関節部が裂傷、骨折した。

46 11301 7
50～

99

2017 10 0～1

工場内フラフ圧縮機にて、圧縮ベールが柔らかい状態で排出され

た為、光電センサーの汚れが原因だと判断し、清掃作業を行うこ

とにした。 その際、光電ビームの通過穴からひも状のフラフが飛

び出しているのに気付き、通常ならば機械を停止し飛び出したフ

ラフは引き抜くことになっていたが、本人が注意散漫状態だった

らしく、機械を停止せずに右手人差し指で、飛び出したフラフを

通過穴に押し込んだ為、油圧上蓋側面と筐体の間に挟まれ負傷し

た。

33 150103 7

100

～

299

2017 10 7～8

原料開梱室前で、原料が入った1号缶を開缶作業中、誤って左手親

指を缶上部に添えたまま機械を作動させてしまった。 そのため、

左手親指が刃に接触し、負傷した。

52 10109 8

100

～

299

2017 10
13～

VK大型ラインで水中ポンプの組立で電動トルクドライバーでヘッ

ドカバーを取り付けようとしていた。 4ヶ所のうち最後の1個の

ナットを締め終った時、電動トルクドライバーが、元に戻ろうと 18 170101 7

100

～



14
逆回転（左まわり）にまわり始め、支えていた右手親指をドライ

バーにもっていかれ靱帯を損傷した。

299

2017 10
13～

14

VK大型ラインで水中ポンプの組立で電動トルクドライバーでヘッ

ドカバーを取り付けようとしていた。 4ヶ所のうち最後の1個の

ナットを締め終った時、電動トルクドライバーが元に戻ろうと逆

回転（左まわり）にまわり始め、支えていた右手親指をドライ

バーにもっていかれ靱帯を損傷した。

18 11409 7

100

～

299

2017 10 6～7

当事業所内解体作業場に於いて、ニブラに乗り解体作業をしてい

たところ、出荷業者のトラックが来たので、誘導等の対応する

為、ニブラから降りようとした。 操縦席から地面まで高さ（135

㎝）があった為、一旦キャタピラに降りたところ、キャタピラに

オイルが付着しており、付着したオイルで滑り、転倒しキャタピ

ラ部分に背中を打って負傷した。

64 11709 3
50～

99

2017 10
15～

16

資材置場で工事の廃材・資材の仮置き場とするための場内整備の

草刈りで手鎌で雑草の刈り取り・集草作業中に刈払機の作業員と

接近し刈払機のチップが左足下肢に接触し切創（裂創）したもの

である。

70 30199 8 1～9

2017 10
10～

11

菓子製造工場内にて菓子を包装する機械の不具合（包装紙詰ま

り）を修正している最中に、誤って駆動部に右手を置いてしま

い、そのまま起動して右手の指が機械に巻き込まれてしまった。

49 10109 7
30～

49

2017 10
14～

15

洗浄室で、洗浄中、食器を洗浄ベルトから流しているとき、ベル

トから食器が落下するのを待たず手を伸ばした際に、ベルト部分

の隙間に指が入ってしまい、右手親指を骨折するケガを負った。

21 80209 7
30～

49

2017 10
15～

16

社内にある製函1号機において段ボールシートが詰まったので停止

して取り除く作業をしていた。 しかし、もう1人のオペレーター

（社内同じ部署）が移動しようと周囲の確認を怠り、運転ボタン

を押した。 左足を挟み指の付け根を痛めた。

56 10602 7

100

～

299



2017 10
15～

16

パチンコ店の駐車場で、隣地との境界に植えてある植木の枝を、

電気のこぎりを使用して、地面からのこぎりの刃を上に向け、不

安定な状態で枝を細くしている時、堅い枝がのこぎり刃を倒し、

そこに手のひらが当たり、怪我をした。

58 140309 8
10～

29

2017 10
12～

13

派遣先にて、プラスチック容器の製造作業に従事中、CT3号成形機

のタイニーチャック異常により、自動機が非常停止となった。 復

旧作業を行う為、解除ボタンを押した後に旋回BOX部の安全カ

バー上に製品が落ちているのに気がつき、自動機セレクトスイッ

チを自動から手動に切り替え、安全柵内に入り製品を除去しよう

としたところ、取り出しスライドのサーボが原点位置に戻ってき

て、取り出しアームと旋回BOXの間に体が挟まれ、右肩を脱臼骨

折したもの。 （原因は、取り出しアームのスライドのサーボが原

点に戻った確認をせず、安全柵内に入った為。）

59 170101 7
30～

49

2017 10
12～

13

CT3号機取り出し工程において、自動機非常停止し、復旧作業を行

う為、解除ボタンを押した後旋回BOXカバーの上に製品が落ちて

いるのに気付き、自動セレクトスイッチを「自動」から「手動」

に切り替え、安全柵内に入り製品を取り除こうとしたところ、取

り出しスライドのサーボが原点位置に戻ってきて、取り出アーム

と旋回BOXの間に体を挟まれ右肩脱臼骨折した。 原因は、取り出

しアームのスライドのサーボが原点に戻った事を確認しないで、

安全柵に入ったことである。

59 10805 7
50～

99

2017 10
16～

17

派遣先内積層室にて、カーボンシートを切断する自動切断機を操

作中、カーボンシートが詰まる不具合が発生した。 安全カバーの

隙間から作業中の切断機のカッター部分に左手を入れ、詰まりを

直そうとした際、下りてくる刃に左手の中指と薬指が挟まれた。

49 170101 7

500

～

999

2017 10
16～

17

派遣先内積層室にて、カーボンシートを切断する自動切断機を操

作中、カーボンシートが詰まる不具合が発生した。 安全カバーの

隙間から作業中の切断機のカッター部分に左手を入れ、詰まりを
49 11305 7

500

～

999



直そうとした際、下りてくる刃に左手の中指と薬指が挟まれた。

2017 10
12～

13

事業所の玄関前で稲の脱穀機をバックで移動させている時、後方

に柱があることに気付かず脱穀機と柱に挟まれ、左下腹部を強く

圧迫し皮下出血した。

37 130201 6 1～9

2017 10
18～

19

溶接した製品のトルクを測定検査する工程で、検査途中で検査機

が停止し、対処するために手動操作に切り替え操作をしていた。

左手は製品を固定する時に上下するシリンダー付近に置いてお

り、製品の固定を外した時に指を挟まれた。

28 11502 7

100

～

299

2017 10
9～

10

作業場内にて、乾燥おから製造中、生おからの搬送用フィーダー

におからがつまったため、機械を停止させて、フィーダー内に手

を入れたところフィーダーが停止しておらず、手が巻き込まれ、

右手中指を切傷した。

73 10109 7

100

～

299

2017 10
16～

17

工場内の切断作業場で樹脂を切断中に残材を切断していた所、不

用意に右手を出してしまい、切削刃物で親指を裂傷し、小指の爪

のあたりから切断してしまった。

72 10805 8 1～9

2017 10
10～

11

鶏舎内で鶏糞出し作業時に鶏糞を掻き出すスクーパーのワイヤー

に糞の固まりが付着していたので機械を停止させずに、回転して

いるワイヤーに手で除去を行っていた所、夢中になり回転板に指

を巻き込まれ、左手の人差し指の先を切断された。

37 70101 7 ―

2017 10
16～

17

第2工場・ステンレス枠保護フィルム貼付機でフィルム貼付作業

中、仮板を投入し補助作業をしていたが手を離すところ、置いた

ままにしていて貼付機のローラーに巻きこまれ、左手人差指を負

傷した。

38 11209 7
30～

49

2017 10
16～

17

当社工場内において、超音波溶着機を使ってクリアファイルの片

面を溶着する作業中に、誤って右手を機械に挟んで負傷したもの

である。

67 11709 7
30～

49

3階作業場にて、綿プレス機を使用しての作業中、白衣の裾を直す



2017 10
12～

13

ためにプレス機の上においてシワをのばして降りるボタンを押し

た。 この時に名前を呼ばれ、少しの間、脇目をした瞬間にプレス

機が降りて右手の甲を挟んで火傷した。 慌てて左手で上がるボタ

ンを押した時、左手甲もプレス機（上ゴテ）にすれて火傷し負傷

した。

40 11703 7
10～

29

2017 10
15～

16

本社工場内で自動車用ワックスをチューブへ小分け詰めする機械

を作業中、残量を確認する際に不注意で右手を作業中の機械に添

えて、右手薬指を受傷した。

25 11502 7
10～

29

2017 10
23～

24

派遣先より当社従業員が右手首を怪我した可能性があると報告を

受ける。 その後本人に確認を取ったところ、作業中に負傷したと

のこと。 部品交換の際に使用したインパクトレンチを持って移動

中に、トリガー部分の針金が作業服にひっかかりインパクトレン

チが作動した。 その際、インパクトレンチを持っていた右手を捻

り負傷したと本人より報告を受ける。 本人が報告連絡を入れてい

ないため、その時の状況を確認できる現認者がいない。

38 170101 8

100

～

299

2017 10
10～

11

コンバインの洗車作業中にお客様より電話があった。 機械の事に

ついてだったので、工場で電話を取り次いで対応した。 電話対応

後、営業担当に電話するため、事務所に入って来た後、洗車場の

方から異常な音がしたため、走って出てみた。 エンジンをかけっ

放しだったため、コンバインがじわりじわりと前に進み、洗車場

裏の水路に落ちそうになっていた。 慌ててブレーキをかけようと

したが間に合わず、コンバインと一緒に落ち負傷した。

33 80209 1 1～9

2017 10
19～

20

DS（目詰まり防止剤塗布工程）繰り出し部での作業中、安全カ

バーの持ち手部分のボルトが外れていることに気付き、安全カ

バーを開け、回転体の下にボルトがあることを確認する。 低速で

回転しているため大丈夫だと判断し、左手でボルトを取ろうとし

た際に、挟まれ事故が発生した。

25 10909 7

100

～

299

製造課成型包装係にて、縦ピロ包装機フィルム切り替えのため、



2017 10
13～

14

フィルム交換作業実施後、日報で使用する日付が印字された製品

の入っていない空のフィルムを採取しようと、手動で包装機を動

かし、包装機下から手を入れて空のフィルムを引っ張ろうとし

た。 その際、包装機正面には安全カバーの扉が付いているが、包

装機下から手を入れて、手を伸ばせば横シーラーに手が届く状態

であり、焦りもあったことから指先が横シール部付近まで到達

し、動いている横シーラー部に左手中指が挟まれて、指先を切断

した。

46 10102 8

300

～

499

2017 10
15～

16

当社工場内にて型抜き後の樹脂シートを切断する機械に樹脂が詰

まって停止したため、機械本体の電源を停止し、詰まりを直そう

と樹脂を引っ張った際に右手小指が刃に触れ、負傷した。

44 11502 8
10～

29

2017 10
10～

11

鶏舎サービスルームで、給餌機の動作確認時に、駆動部が正常に

作業していなかったため、モーターが回転したまま、ベルトが摩

耗し緩んでいたギアを手で弾みをつけた際に、ベルトとプーリー

に指が挟まり被災した。

36 70101 7 1～9

2017 10
14～

15

シャフトの用材を交換する時にシャフト受けの倒れる側の台に右

手を置いており、シャフト受けが倒れてきて挟まれた。 置いては

いけない台に手を置いていたため事故となった。

70 170209 7
10～

29

2017 10
23～

24

本人から監督者に右手首に痛みがあるとの報告があった。 本人の

話によると、金型交換作業で右手首を捻ったとのことであった

が、見た者はいない。 尚、当日に該当作業はなく、金型交換作業

は別日に実施している。 よって被災の事実は確認できていない。

38 11305 19

500

～

999

2017 10
12～

13

抜き加工製造室で試作品抜き加工をしている時、調整中にプレス

部分で製品の状態確認をしたためプレス部分に手を挟んだ。
70 11709 7

10～

29

2017 10
10～

11

当社、工場内において水没した車両のタイヤ解体作業（機械で圧

力をかけてホイールを潰し、タイヤとホイールを分ける）を行っ

ていた。 機械で圧力をかけた際に噛んでいた石が泥と一緒に飛ん

できて右目に当たった。

63 80209 4
50～

99



2017 10
11～

12

大学内の総合グラウンドにおいて刈払機にて草刈作業中、刈払機

がピッチング練習場の鉄柱に当たり、反動で跳ね返り、刈払機の

刃が右足の親指に直撃し負傷した。

67 120109 8

100

～

299

2017 10
11～

12

倉庫前にて、ターンマークの塗装をはがす作業中に、ターンマー

クから電子やすりが跳ね返り、左ふとももに裂傷を負った。
60 140309 8

100

～

299

2017 10
15～

16

土場（借地）で仮置きしていた雑木（薪材）長さ約1m、直径3～

5cmを長さ30cmほどにするために小型チェーンソーで切る作業中

右手でチェーンソー左手に雑木を持ち切っていた時、左手人さし

指にチェーンソーが接触して負傷した。

21 30209 8 1～9

2017 10
14～

15

ゴム成型工場にて、ゴムパッキン製造のための前準備としてのゴ

ム用切断裁断機にて操作・作業中、機械の完全停止確認を怠りゴ

ム生地裁断後の残りの材料を取り出そうとしたため、ゴム裁断刃

がおりて来た処、右手親指の先5mm程度を切断した。

31 10806 8
50～

99

2017 10
10～

11

畑にて、ハーベスタを使い、掘り取り作業をしていた。 ハーベス

タのベルトコンベア部分に芋が残っていたため、手を入れて取り

除こうとした際に、手袋が巻き込まれてしまい左手を挟まれる負

傷をする。

30 60101 7
10～

29

2017 10
16～

17

法面にて草刈機を用いた集草作業終了時に機械のエンジンがか

かった状態で反転機に絡んだ草を除去しようと右側前方の本番

キャタピラと反転機の間に体を入れた際、首にさげていたコント

ローラーのレバーが反転機と接触した。 そのため機械が前進し被

災者がキャタピラに接触し転倒、右大腿部をキャタピラに轢かれ

た。

34 30309 6
10～

29

2017 10
9～

10

学校の厨房にて、玉ねぎを野菜裁断機でカットしているとき、裁

断機の投入口に玉ねぎを真っ直ぐ押し込む際に、裁断機に付随し

ている持ち手部分を使わず右手で押し込んだため、右手中指の爪

に裁断機の刃が当たってしまい、爪が剥離し負傷したもの。

51 10109 8
50～

99



2017 10
15～

16

垣の刈り込み作業中、誤ってバリカンで左手の人さし指、中指、

薬指を負傷。
25 60101 8

10～

29

2017 10 8～9

養魚飼料製造工場で、20kg入りの紙袋の製品の抜き取り作業時に

包材送り部の下に落ちた袋を拾おうとした際、機械を停止させず

体を入れたため、頭部を（ヘルメットごと）横移動する袋抱きと

調整ガイドバーに挟まれ被災した。

51 11709 7
10～

29

2017 10
16～

17

自社農場ハウス内で管理機使用の耕運中、耕運場所にぬかるみが

あり管理機がぬかるみにはまり左足の長靴に管理機の刃が刺さり

足首を捻る。

40 30199 7
10～

29

2017 11
17～

18

配膳室において、下膳作業中に厨房エレベーターに温冷配膳車を

入れようとした際、配膳車とエレベーターの間に右手が挟まっ

た。 腫れ・痛みと共に貧血状態となり病院を受診した。

70 80209 7
10～

29

2017 11
10～

11

当社加工場でスクラップ鉄筋（40～60㎝）を再利用の為、長さ30

㎝程度（約30㎏）に揃える為、切断機で切断中に鉄筋が浮いたの

で、鉄筋を押さえた時に左手が滑り第2指、第3指を負傷したもの

である。

72 11209 7
10～

29

2017 11
11～

12

製袋室で製袋作業の前の原反と次の原反を接続する作業におい

て、作業車が前の原反の最後が所定の位置で止まると思い込み

フィルムを掴んだ。 ところがフィルムの最後の部分が予想外に所

定位置を通過し、ピンチロールに近付いたが手を離すべきところ

を想定外の事態に気が動転し、そのままフィルムを持ち続け、ピ

ンチロールに挟まれ挫創した。

52 10805 7
10～

29

2017 11
18～

19

当社敷地内倉庫にて、翌日使用する工具の準備中、代表取締役と

二人で準備していたが、工具棚（高さ2m20㎝）の上の方の棚に置

いていた工具を取ろうとしたら、そばに置いてあったエアブレー

カーに肘が当たってしまい落下し、下の方で作業し屈んでいた被

災者にぶつかってしまた。 上の物を取る際、被災者に声を掛け、

36 30199 4
10～

29



一時よけてもらったら、この様なことがなかった。

2017 11
16～

17

工場内で自動詰機の掃除をしていた時に、誤ってスイッチに触れ

てしまい機械が動いて右手を挟んだ。
23 60101 7

10～

29

2017 11
10～

11

工場内において、イワシ箱の桟を自動桟打機を使って取り付して

いたところ桟が下りてこないので確認するため、スイッチを切っ

てすぐ手を入れたところ、機械がまだ完全に止まっていなかった

ので左人差し指が挟まれ負傷した。

47 10409 7 1～9

2017 11
16～

17

整備工場内で、農機具アッパーロータリーとPTOジョイントの接

続箇所のガタツキを調べるために左手でジョイントの軸部を持

ち、右手で稼働箇所を押さえていたところ、誤って左手の軸を滑

り落とし、反動で右手のジョイント部分が折れ曲がり右手指を挟

まれて薬指の第一関節に骨折を負った。

62 11702 7 1～9

2017 11
14～

15

建築現場（個人宅新築工事）で、フレーミング工事中に、外装の

壁の外れた釘を電動工具を使い打ち直そうとしたら、失敗し釘が

飛んで右目にぶつかり、白目部分に刺さったため、病院へ行き受

診した。

45 30202 4 1～9

2017 11 8～9

テノーナー2号機、移動側軸調整時、電源を入れ、残材を機械に通

した後、電源を切り通した残材の水平を確認し、ずれていたので

再度調整をする際に刃物が惰性で回転しているのは分かっていた

が、完全に停止する前に刃物上の六角ネジをメガネレンチで締め

付けた時に、刃物に接触し右手小指を切った。

28 11209 8
10～

29

2017 11
11～

12

派遣労働会員の被災者が、市役所のゴミ置き場内で転倒した際、

尻もちをつき、左手首が身体の下になり、重みがかかった為、左

手首のくるぶしを骨折した。

43 30201 19 1～9

2017 11
14～

15

障害者支援施設（主に知的障害）において、定時排泄の時間に、

利用者さんをトイレから車椅子へ移乗させた際、腰に激痛を感

じ、歩行が困難になり、それ以降の利用者支援が出来なくなっ

た。 医務室で少し休み、看護師より湿布薬を貼ってもらい専門機
21 10109 7

50～

99



関の受診を勧められたが、時間が遅かったことから本人の判断で

近くの接骨院にて受診した。

2017 11
14～

15

トラックの荷台に乗り、枝木の積み込み作業をしていたところ、

誤ってバランスを崩して地面に落下してしまった。 その着地の衝

撃で左足首付近を負傷した。

44 11709 7
50～

99

2017 11
14～

15

当社製品（防塵マスク用フィルター）の製造装置の外観検査作業

場所で、フィルターの印字外観検査を行っている時に、印字装置

にフィルターが詰まった。 印字装置のカバーにはインターロック

機能が付設されているが、カバーを開けずに右手をカバーの隙間

から入れてフィルターを取り除こうとしたところ、右手中指を印

字装置に挟まれ損傷した。

60 10805 7
50～

99

2017 11
13～

14

現場事務所1階の入口付近で休憩所に置いてある資材を取りに向

かっている途中、滑って転んで膝を打ちつけ後に倒れた時に右膝

の膝蓋腱を断裂した。 前日からの雨で路面がぬかるんでいた為、

滑りやすくなっていた。

46 40301 8
30～

49

2017 11
15～

16

回収先にて4tアームロール車の脱着式コンテナへの積込作業終了

時、荷物の飛散防止用のロープを掛ける際、荷台の上でロープの

処理を行っていたところ、足元のバランスを崩して落下し負傷し

た。

23 10602 7 1～9

2017 11
13～

14

個人宅リフォーム工事現場において軒天外部工事中、下地に木を

取り付ける際、左手親指に木のトゲが刺さり負傷したものであ

る。 数日後に指が腫れ痛みがあるため病院へ行った。

56 10104 7

100

～

299

2017 11
9～

10

キッチンにて、硬い冷凍パンをパン切り包丁で力任せに切ろうと

包丁を引いて指を切った。
40 10701 7

50～

99

2017 11
14～

15

積込場所において、トラックの荷台にて荷物（水道管）の積込作

業中、スタンションと水道管の間に隙間が出来てしまった為、直

そうとあおり部分にのり右手で水道管をスタンション側に引っ 44 40301 7
30～

49



張った際、手が滑りバランスを崩し地面に落下し左足踵を地面に

打ち骨折したものである。

2017 11
11～

12

クレーン付近で作業をしていたところ、クレーンで吊っていた建

築資材が落下し負傷した。
41 11709 7

30～

49

2017 11
13～

14

職場（プラスチック成形加工研究室）において、依頼者から供試

された試験体をタイルカッターにより試験片へと加工する作業を

行っていた。 その際に試験体が回転中の刃（φ200）とガイドの

間に挟まってしまったため、外すべく手を出したところ誤って刃

に触れてしまい、右手中指を負傷した。

41 120109 8

300

～

499

2017 11
16～

17

事務所の作業所で、機械に紙のせ中に、回転しているローラーに

近い部分に手を近づけすぎたため、指を挟んでしまった。 ※封筒

の製造 ※製造機200枚セットして機械に送る、ローラーと紙との

間に指を挟む ※左手中指、第一関節から先を切断し、再生手術で

きる見込み

47 10602 7 1～9

2017 11
11～

12

木造戸建の新築工事現場で、1階の床下地合板を釘打ち機を使用し

て、土台に固定中、操作を誤って、自身の左膝に誤射した。
30 30202 8

50～

99

2017 11
11～

12

工場の蓋押機は丸型の蓋を作るために枠と板を入れて足で踏みと

ホットメルト付けのために上からアルミ板が下りてくる仕組みに

なっているが、セットして手を抜く前に誤ってペダルを踏んでし

まい、右手小指を機械に挟んでしまった。 電源スイッチを押すと

上がる仕組みになっている。

61 10409 7
10～

29

2017 11
16～

17

会社工場1階のスパイラルマシンの製品受取場所にて、機械が一旦

停止して、テーブルの上にある紙管を取り除く作業をする際、オ

ペレーターがテーブルを戻す為に機械を動かした、その時右手小

指が、紙管（製品）と切断用のコマ（切り芯）の間に挟まれてし

まった。

60 10602 7
10～

29

押出器から出てくる樹脂の中の異物を取り除く金網の交換を行う

作業の指導を受けていた。 新しい金網を装着後、金網をセットし



2017 11
16～

17
ているプレートを油圧ポンプで下げている時にプレート下部より

気化した樹脂が噴き出し、その瞬間に樹脂に引火し、その火が顔

面に当たり火傷を負った。

27 10805 11
50～

99

2017 11
17～

18

当社構内において終業時近くの掃除準備のため構内を見回り中、

反毛機の横で上体反転移動の際に、右手に着用していた皮手袋の

中指、薬指先端の余り部分が、不注意に機械歯車に触れてしま

い、咄嗟に引き抜こうとしたが巻き込まれ、歯車間で中指先端及

び薬指上部を詰めてしまったものである。

20 10209 7 1～9

2017 11
13～

14

織機の右端にある糸巻のカバーの上に埃が溜まっているのを払お

うと織機に足かけ（1ｍ程の高さ）昇り、埃を払って、床に足を戻

そうとした時、足の先と床との感覚が合わず、そのまま床に転げ

落ちた。 腰部を強打して立ち上がれず、救急車で病院へ搬送し

た。

61 10203 1 1～9

2017 11
16～

17

第一工場撚線工程Y-17号機の元材切替作業時に、カバーを開けた

状態でリミットスイッチを押し、寸動にて結び目を撚線機に入れ

ている最中に結び目が断線し、反射的に回転している装置内に右

手を入れてしまった。

51 11109 6
50～

99

2017 11
13～

14

年末の仕込み繁忙期にあたり、当日も朝礼で作業上の安全配慮に

ついて注意を喚起した。 午前中より、びん酒の蓋くり抜きプレス

機で着装作業をしていたが、エア漏れ音がしたため、午後の作業

開始時に当該箇所を特定するため、探ったが、電源を落としてい

なかったため、誤ってプレス部に挟まれた。 瞬時に手をどけた

が、右手薬指の先端を切創した。

58 10105 7
10～

29

2017 11
15～

16

当社A6作業場（シリコンブリケット製造工場）内で、SiC（珪化炭

素）とセメントを混ぜて攪拌するミキサーの稼働作業に従事中、

ミキサーから排出されてベルトコンベアに載せるジョイント部分

（ミキサーからの排出口）にSiC（珪化炭素）が詰まって、ベルト 40 11709 7
10～

29



コンベアに載せることができなくなった。 そのため、屈んで詰

まったSiCを手で取り除こうとして、回転中のミキサーの攪拌羽

（鉄製）に右手を挟まれた。

2017 11
15～

16

工場構内にて、直径約30㎝、幅約10㎝のクラフトテープを丸鋸で

断裁中、クラフトテープを固定する台はなく、不安定な状態のま

まパレティーナのなか一人で作業していた。 断裁中、クラフト

テープを押さえていた左手が滑ってしまい、左手人差し指第一関

節上を右手で使用していた丸鋸で裂傷した。

60 11709 8
10～

29

2017 11
10～

11

プレフォーマー（ゴム押出機）での作業時、ポンプ停止後、扉の

中の治具の傾斜に気付いて取り出そうとした際、真上に停止して

いた回転式のカッターの刃が振動により落下し、右手人差し指と

中指を負傷した。

65 10806 4
50～

99

2017 11
21～

22

被災者はラインの管理運転業務を行っていた。 1号機ローラー

カードの上部ウェブが出ていないことを発見し、ローラーカード

まで点検に行ったところ、ドッファーヘウェブが捲き付き掛けて

いたため、咄嗟に捲き付きを除去しようと回っているところに右

手を出しウェブを引っ張ろうとした時、コンデンスローラー間に

右手人差し指を挟み受傷した。

55 10202 7
50～

99

2017 11
19～

20

沖で桜えび漁操業中、船のトモ側で桜えび漁獲箱に入ったハダカ

イワシを取り除く作業をしていたところ、波のうねりで船が揺れ

た拍子にえび箱と巻取機の間に左手甲側が挟まり、左手首を負傷

した。

64 70201 7
10～

29

2017 11
10～

11

機械積込作業時、移動させていた機械に挟まり、左手中指を骨折

した。
49 40301 7

10～

29

2017 11
9～

10

事業所内で車両の荷台を修理していた時、右手に持っていた電動

ドリルが滑って、左手の中指を負傷した。
69 10701 8

10～

29

2017 11
9～

工場敷地内にて剪定作業にあたって、高所作業機を使用中、縁石

に乗り上げた為、作業機と共に転倒し、仰向けに倒れた為、後頭 68 60101 2 1～9



10
部、首、背中を強打した。

2017 11
11～

12

工場内で、機械装置のそばで生産を見守っている時に、上昇する

パンチ機内に残された製品を取り出そうと、咄嗟に手を入れたと

ころ、間に合わず、右腕を挟まれてしまったものである。

35 10805 7
10～

29

2017 11
10～

11

工場内のパレット製造機にて自動運転での作業中、不注意により

可動部に手を差し出し、右手親指と人差し指を挟まれ負傷した。
46 10409 7

10～

29

2017 11
17～

18

クッション吹き込み機に綿が詰まったので指を押し込んでいたと

ころ中指が機械に挟まれ、右中指を切断した。
19 10309 7 1～9

2017 11
14～

15

冷凍スライサー清掃中に冷凍スライサーの商品を置く台に右手を

置いたまま、誤って本人がスイッチを押してしまい、装置が作動

した。 台と本体の隙間に右手親指が巻き込まれ、右手の親指の付

け根辺りを強く挟まれた。 出血も激しかったため、すぐに病院へ

行った。

56 80209 7
50～

99

2017 11
10～

11

派遣先にて、段ボール封緘機を用いて段ボール箱の梱包作業に従

事中、箱の蓋が開かないように上部を押さえながら封緘機に投入

する際、手を離すのが遅れ、段ボール箱と箱を送るためのロー

ラー（ゴム製）に右母指を挟まれ受傷したものである。

64 170101 7

100

～

299

2017 11
10～

11

当社工場5F作業場において、シーラー機で作業を行っていた際、

インクリボンを交換することとなった。 本来なら、機械が完全に

止まってから作業すべきところ、誤って停止する前に作業を始め

たため、送り回転ベルトに挟まれ、右手中指の先端を裂傷した。

（縫合なし）

44 10109 7

100

～

299

2017 11
17～

18

店内にて、キッチンでナスのスライス中、ナスが引っ掛かり指が

滑り、スライサーの刃に右手人差し指を突っ込み受傷した。
21 140201 8

30～

49

2017 11
13～

新人作業者の為、正規作業者2名にて作業手順を習いながらの作業

を行っていた災害時、完成品を治具より取り出そうと手を添えた

際、クランプSWに体が当たってしまいクランプが開始して、添え 58 170101 7
30～



14
ていた手が挟まれてしまった。 （クランプ＝部品を固定する為の

工具） （SW＝スイッチ）

49

2017 11
11～

12

公園内で、草刈り作業中に、草刈り機械が誤って手から離れてし

まい、草刈り機械の刃が、左手甲に当たり負傷した。
48 30199 8 1～9

2017 11
14～

15

エレベーター施設においてもみ摺り作業中に、うす摺り機が詰ま

り停止したため電源を切り詰まった箇所をもう一人の職員と点検

し、もみ殻を飛ばすファンに詰まっていたもみ殻を手で少しずつ

取り除いていた時に、急にファンが回転し軍手と一緒に右手人差

し指が挟まり切断した。

56 170209 7
50～

99

2017 11
15～

16

工場内にて断裁機で冊子を仕上げる業務中、刃が下降し冊子を断

裁後、上昇移動する刃に切り屑を発見し、切り屑を除去しようと

指で払うも刃とプレッシャー板側面に指先が挟まり負傷した。

25 10701 7
10～

29

2017 11
10～

11

個人の居宅で、塀に乗って電動バリカンを持って植木の剪定をし

ている時、バランスを崩して電動バリカンで、右手の人差し指の

先を切った。

25 60101 2 1～9

2017 11
17～

18

被災者は工場で、テスト中の装置（電子線滅菌機）を分速約100㎜

で動かしながら、布にアルコールを染み込ませたもので拭き取り

清掃を行っていた。 右手をスプロケットのリブと軸支持横梁の間

（約30㎜）の間に右手（3～5指）を挟まれ挫創した。

31 11301 7

100

～

299

2017 11
10～

11

包装室で個包装作業中に包装機にフィルムが詰まり取り除いた時

に、左親指を回転している機械に挟まれ親指を切る。
45 10104 7

30～

49

2017 11
9～

10

歯間ブラシ製造現場にて、機械立ち上げ時、部品へ注油しようと

した時に、製造機の機械部分に左手首を挟まれ負傷した。
34 11709 7

50～

99

2017 11
16～

17

L-50下皿玉入れ専用機でキャスターの金属部品の組立作業中（稼

働部分（棒状）にステンレス製皿を載せて、機械で皿に玉を入れ

る）、機械が稼働している間に右手を入れてしまい、安全装置が

作動した。 その際、稼働部分が下がり、土台と稼働部分に人差し

45 11509 7

100

～

299



指が挟まれ受傷した。

2017 11
16～

17

L-50下皿玉入れ専用機で、キャスターの金属部品の組立作業中＜

※加工部分（棒状）にステンレス製皿を載せて、機械で皿に玉を

入れボンドで接着する）、機械が加工している間に右手を入れて

しまい、安全装置が作動した。 その際、加工部分（棒状）が下が

り、土台と加工部分に人差し指が挟まれ受傷した。

45 170101 7

100

～

299

2017 11 7～8

作業前の始業前点検時、バックホウ台船上の左舷側のウインチの

乱巻を整えようとした時、安全な体勢で作業を行っていなかった

為、被災者がウインチのワイヤーに手を巻き込まれた。

54 30107 7 1～9

2017 11
9～

10

レッテルを貼る機械に証紙をセットした時、スイッチのボタンを

押すタイミングを誤り、人差し指と中指を巻き込まれた。 巻き込

まれたことにより指が圧迫裂傷した。

24 10105 7
30～

49

2017 11
14～

15

工場配合室2階で配合原料を粉砕する為、粉砕機に投入する移動式

昇降機を移動したところ、足元がふらついてそれを支えようとし

て腰を負傷した。

61 10109 19
30～

49

2017 11
10～

11

現場で、除草伐採作業中に、刈払機使用中に保護メガネを使用し

ていたが、メガネが曇ってしまったので、メガネをずらして作業

を行っていたら、石等がはね返って、目に飛来してきて負傷し

た。 そのまま、目が見えなくなり、痛みがあったので病院に行っ

た。 通院して約2ヶ月後に、毛様体剥離と診断された。

48 50101 4 1～9

2017 11
10～

11

給食室の水槽で短冊切り用スライサーの刃を洗浄している際、取

り扱いに慣れていないこともあり、左手掌に切傷を負い、4針縫う

こととなった。

28 10109 8
10～

29

2017 11
23～

24

被災者は、工場600tブランキングラインにて材料の梱包作業中

に、パレットが変わったはずなのにパレット台車が反転機から出

て来ないことに気付き、被災者は確認の為にパレットチェン

ジャー間に入った。 チェーンが空回りして、パレット台車が出て

来ないことが分かり、機械を停止させようとした。 来た道を戻ら
47 11502 2

10～

29



ずに、パレットチェンジャー操作盤にある非常停止ボタンを押そ

うと移動した際に足を滑らせて転倒し、動いていたチェーンに右

手の人差し指、中指が巻き込まれ被災した。

2017 11
11～

12

工場600tブランキングラインにてブランク材料を梱包作業中に、

パレットが変わったはずなのに、パレット台車が反転機から出て

来ないことに気付き、被災者は確認する為に、パレットチェン

ジャー間に入った。 チェーンが空回りして、パレット台車が出て

来ないことが分かり、機械を停止させようとした。 しかし、被災

者は、来た道を戻らずに、パレットチェンジャー操作盤にある非

常停止ボタンを押そうと移動した際、足を滑らせて転倒し、動い

ていたチェーンに右手の人差し指、中指が巻き込まれ被災した。

47 170101 2

300

～

499

2017 11
9～

10

工場内舗装道路工事現場で、コンクリート製重圧管の切断作業を

している時に、ハンドカッターを引き上げる際、バランスを崩し

てハンドカッターがはね、左手首に刃があたり6針を縫合する負傷

をした。

67 30106 8 1～9

2017 11
13～

14

作業場内で、製品に切り込みを入れる作業中、刃によって製品に

切り込みを入れる道具を使用している時、製品を必要よりも深く

持ってしまったため刃物を降ろした際、右手の指を切断してしま

う状況になった。 派遣先では本来、鎖の手袋を装着して作業を行

うが、当日は、納期が近く2人体制で作業を行っており鎖の手袋は

1つしか備えていなかったため、被災労働者は装着していなかっ

た。 右手中指先端切断と出血。

27 170101 7

100

～

299

2017 11
13～

14

作業場内で、製品に切り込みを入れる作業中、製品の刃によって

切り込みを入れる道具を使用している時、製品を必要よりも深く

持ってしまったため刃物を降ろした際、右手の指を切断してしま

う状況になった。 当社では本来、鎖の手袋を装着して作業を行う

が、当日は、納期が近く2人体制で作業を行っており鎖の手袋は1

つしか備えていなかったため、被災労働者は装着していなかっ

27 10806 7
30～

49



た。 右手中指先端切断と出血。

2017 11
12～

13

ブロック平面研削盤DR200GS6201の排水口が、研削スラッジで詰

まり、機械からクーラント液が漏れていた。 休憩時間中に通行し

ていた社員より連絡を受け、本人が調整用窓を開け、右手を入れ

て清掃を行った。 その時に機械が急に動き出し、右手がテーブル

に挟まれ負傷した。

54 11301 7

500

～

999

2017 11
18～

19

工場内で緋のかぶらをスライサーでカットする作業中、本人が緋

のかぶらをベルトに投入していたところ、かぶらが詰まったので

押し込もうと、機械を停止させずに、手を入れてしまった為に右

手中指に裂傷を負った。

53 10103 8
10～

29

2017 11
22～

23

工場4階RAK成型機2号において、トップトレッドの貼り付けジョ

イント後ステップボタンを押し自動ステッチングを開始した。 そ

の時、プライコード先端がドラム上に垂れ下がっていたので修正

の為、左手で先端を掴みエプロンガイドに戻そうとしたとこ

ろ、PLYが生タイヤに接触し、左腕がPLYごとトラムに巻き込ま

れ、その反動で前のめりになり、顔面をエプロンガイドにぶつけ

た。

33 10806 7

1000

～

9999

2017 11
15～

16

工場で焼鳥の串刺機を洗浄していたところ、誤ってレールの隙間

に指を挟み負傷したものである。
40 10109 7 1～9

2017 11
10～

11

出荷準備の作業中、ゴミ箱に間違って捨てたものを拾って引き返

そうとした時、すぐそばに設置しているダンボール用テープ貼り

機械のコードに足を引っ掛けて転んだ。 この時、左足首を捻挫

し、外側の骨にひびが入った。

38 10109 2
50～

99

2017 11
22～

23

派遣先内の2工場4階RAK成型機2号において、トップトレッドの貼

り付けジョイント後、ステップボタンを押し自動ステッチングを

開始し、その時プライコード先端がドラム上に垂れ下がっていた

ので修正の為、左手で先端を掴みエプロンガイドに戻そうとした

ところ、PLYが生タイヤに接触し、左腕がPLYごとドラムに巻き込

33 170101 7

100

～

299



まれその反動で前のめりになり、顔面をエプロンガイドにぶつけ

た。

2017 11
13～

14

製袋3号機縦水冷バーで、水冷バー下へテフロンシートの貼り付け

作業中、上の水冷バーと下のゴム台の間で、2人作業を行ってい

て、1人の作業が完了していなかった。 2人でそれぞれの作業をし

ており、1人が反操作側での作業を行っていた為に、目視で確認が

出来ず、誤ってスタートをしてしまった為、指先を挟まれた。

36 10805 7

100

～

299

2017 11
15～

16

鉄筋加工工場でベンダー機による鉄筋の曲げ作業をしていた

際、90度曲げのスイッチを操作すべきところ誤って隣にある180

度曲げのスイッチを操作して作業したため、機械が作業者の想定

以上に作動し鉄筋を保持していた右手が鉄筋に挟まれて、右手中

指を負傷した。

40 10901 7
10～

29

2017 11
13～

14

同社工場内において、被災者は、モーター付丸ノコ台で、木材を

加工中、誤って右手人差し指と中指の先が、丸ノコの刃に触れ、

怪我をした。

38 10409 8 1～9

2017 11
11～

12

宅地造成工事でコンクリートブロック積の基礎部分をディスクサ

ンダーで高さ調整のため切断中に当工具が横に跳ね、回転部が左

足に接触し負傷した。

45 30109 8
10～

29

2017 11
9～

10

当社工場内で、業務用タイプの食塩（20㎏）を製造中に、包材を

シールする圧着機に左手薬指が巻き込まれ、負傷した。
50 10109 7

50～

99

2017 12 9~10

ウニ潜水作業をしている際、船でエンジントラブルが起こった。

船の操縦が効かなくなり、流されていった。 危険だったので作業

を中断し、浮上を試みたが、船に上がるためのハシゴが岩礁にぶ

つかり壊れてしまった。 乗組員2人と船長に支えてもらっていた

が、エアーが送り込まれ続けると身動きが取れなくなる為エアー

を止めるよう指示を出した。 また、ペラも動いた状態で座礁する

と動き方によっては潜水士を船との間に挟んでしまうので、エン

ジンを止めるよう船長から指示があった。 エアーとエンジンを止

66 70201 90 1～9



めた後、引き上げに時間がかかり、窒息状態となった。

2017 12 17~18

第一工場で鮭とばフィレのスライス作業中、切断されてコンベア

で流れてくる鮭を待ちきれず取ろうとして奥まで手を入れてしま

い刃先に指が触れてしまった。

72 10102 8
30～

49

2017 12 8~9

会社倉庫でパネル床板穴あけ作業を電動ドリルを使用して行って

いる最中にパネル床板に穴が開いた瞬間、手元が狂い、電動ドリ

ルが暴走して左手小指の第二関節より先を損傷した。

59 30199 8 1～9

2017 12 10~11
玉ねぎを選別する作業開始の為、選別機械を稼働させたところ、

誤ってタッピングマシンに右手3本を巻き込まれ負傷した。
20 60101 7

10～

29

2017 12 14~15

会社作業場で、塗装の吹き付けに使用するエアレスの点検中、吹

き付け口が詰まって塗料の出が悪かったので、右手示指でエアレ

スガンを手前に引きながら、左示指で取り除いていた時、詰まっ

ていたものが取れたため、高圧で噴射された塗料が左示指に入り

込み負傷した。

42 30209 6
10～

29

2017 12 13~14

工場内、蒸気配管工事における架台設置のため鋼材に穴をあける

作業を行っていた。 マグネットドリルを使用したが、軍手のまま

作業を行い、鋼材についた油を手で拭き取ろうとして、回転する

ドリルに巻き込まれ右手指を損傷した。

22 30302 7 1～9

2017 12 6~7

事務室1階作業場で、ロールボックス（L）の中棚（手前）を上げ

て開放した所、中棚を両手でしっかり支えるべきところを、片手

で支え、不安定な状態で作業していたためすべり、中棚（奥）に

置いていた左手に当たり負傷した。

25 110101 7

100

～

299

2017 12 11~12

当社サービス工場で、ステアリングユニットアームを外そうとし

た時に特殊工具が外れ、右ひざに工具が当たり、右ひざを負傷し

た。

21 80202 4
30～

49

AフルートからWフルートへのフルート替えの際、一度挿入したB

片面が切れていることに気がついた。 速度が十分遅くなっていた
50～



2017 12 17~18 為、止めはせず、B片面を左手で挿入させようとしたところ、手が

奥まで入りすぎてしまい、キャンパスベルトと熱版の間に左腕が

巻き込まれてしまった。

36 10602 7
99

2017 12 19~20

工場内の6連成型機付近で、投入装置で具材容器を上げている最

中、登り切る手前でリフトが動かなくなり、再度スイッチを押し

たところ急にリフトが下がり、容器が落下し、左手人指し指に当

たり亀裂骨折した。

58 10109 4
50～

99

2017 12 13~14

離乳舎の餌搬送システムが詰まり、餌が流れにくくなった為、Vベ

ルトとプーリーの間に左手を入れたところ、Vベルトとプーリーの

間に挟まれ、不注意にも左母指を切断してしまい、救急車にて病

院へ搬送された。

50 70101 7 1～9

2017 12 11~12
工場内で袋詰め作業中に、誤って機械の下へ手を入れてしまい、

左手小指第二関節部を負傷した。
50 10102 7

30～

49

2017 12 10~11

墓所工事で使う木材を自社置き場にてベビーサンダーを使用して

加工していた際、カッターがはね、左手を負傷し、作業を中断し

て病院へ向かった。

40 30309 6 1～9

2017 12 13~14

ワッペン付ミシンを使用しワッペンをミシンで縫い付けていた

時、ミシンの針が右手の人差し指に当たり、1～2針縫ってしまい

ケガをした。

36 10209 8
30～

49

2017 12 11~12

当社工場内で、プレス加工に使う材料（コイル材）の端をゴム手

袋をして左手に持ち、送り装置に通す作業で、アンコイラの正逆

転スイッチを正転に切り替えるのを忘れたため（逆転のままの状

態）、持っていた材料がアンコイラへ引き戻された。 その勢いで

材料の側面をつかんでいた左手親指を裂傷した。

49 11502 8
30～

49

2017 12 10~11

本社工場内にて、全自動窓貼機の清掃作業に従事していた。 停止

中の機械のデリバリー部の搬送台の汚れをウエスで拭き取ってい

たところ、搬送台の横に付いている搬送ベルト用のギアとチェー

ンの間にウエスを落としてしまった。 ウエスが挟まり取れなかっ 21 10602 7

100

～



たので、左手で搬送ベルトの運転ボタンを押しながら右手でウエ

スを取ろうとした際に、ギアとチェーンの間に右手中指の先端が

挟まり負傷した。

299

2017 12 8~9

鶏舎の上の奥で発生した災害である。 鶏糞を除糞するためのベル

トが切れたため、新品と交換しようと作業をしていた。 交換用の

ベルトを、鉄パイプを差して片側を隣のケージにのせ、交換しよ

うとしているケージの上にのせる際に、除糞用の開口部蓋（合

板）の上にのり、下のベルト（1m位）に落ちた（踏み抜いた状

態）。 その際、交換する前のベルトを押さえているバーと交換用

ベルト（約10㎏）に手を挟み、左手中指と薬指の第2関節の外側を

切り、同時に右足脛を打った。

55 70101 8
50～

99

2017 12 14~15

横切り装置付き傾斜盤設置場所で、加工が禁止されている寸法品

（塩ビ板、幅6㎝×長さ20㎝）を切断していた。 切断位置がずれ

たため、切断位置を修正しようと左手を伸ばしたとき突然、切断

していた塩ビ板が割れ、破片が左手中指に当たり、指の甲側を裂

傷した。

43 11204 4

100

～

299

2017 12 9~10

工場の成形室にて、4号機の機械調整（リーク検査機の高さ調整）

を行うため、成形機に上って作業を行った。 作業が終了し、成形

機から下りようとした際、足元がふらつき105㎝の高さから落下

し、右足大腿骨を骨折した。

42 10805 1

100

～

299

2017 12 11~12

工場で花の茎を切るカッター（電動ノコギリ）の作業中、わき見

をしたため、誤って手が刃に触れ、右手親指外側の第一関節の上

より手首に向かって6～7㎝程を切り、10針縫合した。

72 80109 8
30～

49

2017 12 20~21

押出課7棟製造現場で、樹脂製品の生産をスタート中に、製品にね

じれが発生したため、引取機の手前でねじれを矯正していたとき

に、作業着の袖が引取機に挟まれ、同時に右手も巻き込まれ、右

手中指と人差し指が潰れた。

39 10805 7
50～

99

被災者は、ワンタッチグルア（段ボールの糊付けおよび折り込



2017 12 15~16

み・形成する機械）にて、ベルトコンベアより流れてきた段ボー

ルの検品・積付け作業を行っていたが、段ボールケースがコンベ

アベルトと検品テーブルの間に噛み込まれたため、その段ボール

ケースを取り除こうと咄嗟に手を出したところ、左手を引き込ま

れて被災した。

43 10609 7
50～

99

2017 12 9~10

当社2階包装資材加工場において、本人は製袋機でエアーセル袋を

加工中、熱で製品がバールにつき、その詰まった物を取り除こう

とした。 機械を止めずに、入れてはいけない奥の部分へ左手を入

れたため、バールに挟まって負傷した。

49 10806 7
10～

29

2017 12 15~16

鋳造工場にて、自動車部品を製造する鋳造ラインで、自動注湯機

の作業中、自動注湯機が奥の方まで移動している状態でレール上

に降り、鋳型の周りにこぼれた溶湯をハンマーで除去していた。

すべての注湯を終えた自動注湯機が元の位置に戻ってきたが、警

報音に気づくのが遅れ、待避行動をとったが間に合わず、自動注

湯機とデッキの間に挟まれ負傷した。

31 170101 7

100

～

299

2017 12 10~11

キャッパー移載機の昇降用サーボモーター交換のため、モーター

とスライドベアリングとのカップリングの締め付けボルトを緩め

たところ、スライドベアリングの駆動シャフトが自重（約40㎏）

で空回りし、約450㎜降下したため、モーター取付ベースと昇降ス

ライドベースの間に右手親指と人差し指を挟み被災した。

53 30302 4 1～9

2017 12 19~20

事務に従事中、新型区分機を操作し配達物の差立業務をする際、

新型区分機の読み取りエラーのため、R1排除部の配達物が溜まっ

たときに、センサーが反応したランプを消そうとしたところ、R1

排除部の奥のベルトに右手薬指が巻き込まれて、傷口5㎝を縫う裂

傷を負った。

56 110101 7

100

～

299

2017 12 8~9

資材置場にて、前日の雨で地面がぬかるんでいるため、足元に気

をつけてゴミの仕分け業務のみを作業するよう指示していたが、

被災者は、1人で線剥き機（銅線等のビニール部を取り外す機械、 76 20309 4
10～



重さ50～60㎏）を移動させようとして、足の上に落として怪我を

した。

29

2017 12 14~15
自動車部品の曲げ加工の作業中、機械と部品の間に指先を入れて

しまい、指を挟まれた際に左手中指と薬指を負傷した。
30 170101 7

30～

49

2017 12 23~24

6Fボウリング場フロアにて、レーン清掃用機械を移動している際

に、機械が倒れてきた。 咄嗟に支えようと手を差し出したとこ

ろ、指先だけが本体側部の鉄板部分に当たり、指先（中指左）に

骨折および裂傷を負った。

19 80209 7
10～

29

2017 12 15~16

鋳造工場にて、自動車部品を製造する鋳造ラインで、自動注湯機

の作業中、自動注湯機が奥の方まで移動している状態で、自動注

湯機のレール上に降り、鋳型の周りにこぼれた溶湯を、ハンマー

を使って除去していた。 すべての注湯を終えた自動注湯機が元の

位置に戻って来たが、自動注湯機の警報音に気付くのに遅れて、

退避行動をとったが間に合わずに、自動注湯機と接触して自動注

湯機とデッキの間に挟まれ負傷した。

31 11502 7
50～

99

2017 12 16~17

工場で、紙管の切断機の回転軸に紙管を差し込み、ペダルを踏ん

でその紙管に切断刃（直径約10㎝）を接触させて、紙管を切断す

る作業に従事していた。 切断刃を紙管から離したときに紙管を抜

き取るべきところを、急いでいたために切断刃が紙管に接触した

状態で紙管を左手で抜き取ろうとした結果、切断刃に左手中指が

接触して、左手中指の第一関節左側面を切創した（5針縫合）。

41 10602 8 1～9

2017 12 14~15

2人ペアでパイプを曲げる加工中、もう1人が部材を外す前に本人

がスイッチを押した。 部材が外れていないことに気付いて、本来

動作を止めるべきところ、止めずに機械の中に入り、機械のハン

ドルに挟まれた。

50 11209 7
30～

49

2017 12 11~12

タイコロールを研磨作業中、研磨器具を持ち替えた瞬間に、研磨

器具がタイコロールに接触し、両手親指が研磨器具とタイコロー 60 10204 7 1～9



ルの間に挟まり負傷した。

2017 12 16~17

集塵機から粉塵を排出し、フレコンバックに入れる工程での作業

中に、異常を感じたため点検しようと、排出ロータリーが作動中

にもかかわらず誤って左手を入れてしまった。

50 11709 7
10～

29

2017 12 11~12
衣料の圧縮作業中に圧縮機を操作していたところ、左足のつま先

が挟まり、親指の爪が剥がれた。
18 80109 7

10～

29

2017 12 18~19

食器類を洗浄する洗浄機で、おかずを入れるバッカンを洗ってい

たところ、機械内でバッカンが引っかかった。 それを取ろうとし

てバッカンを引っ張ったところ勢いよく外れ、左手人差し指に当

たり裂傷し、病院で1針縫った。

67 10109 6
30～

49

2017 12 9~10

工場内の包装作業場で、製品が入っているホッパー出口を開ける

ため、3段の足場（階段）を上がろうとした。 手すりを持ったつ

もりで2段目に上る途中、後ろに重心がかかり、肩から転落して骨

折した。

52 11203 1

100

～

299

2017 12 13~14

部品加工中、加工が終わるまでに寸法計測をしようとしていた

が、内線電話が掛かってきて、それに対応した。 その後、電話対

応したことにより加工が終わるまでの時間が短くなったので、急

いで寸法計測を行おうと、機上に置いていた計測器具を取ろうと

したとき、回転中の工具に衣服のボタンが引っ掛かり巻き込まれ

た。

68 11301 7
10～

29

2017 12 11~12

麺ライン包装機のフィルム交換中に、貼っていたテープが上部で

剥がれたため、それを直そうとカバーを開けずに下から手を入れ

たが、手が届かなかった。 ラジオペンチを使ってフィルムを引っ

張りながらフィルム送りのボタンを押そうとしたところ、体勢が

不安定であったため、誤ってテストボタンを押してしまい、圧着

器具に左手甲と手の平を挟まれた。

51 10109 7
50～

99

当社第3シート工場7号機の巻取機のベルト交換が完了し、カバー

取り付け後、カッターアーム油圧シリンダーと棒を固定している 100



2017 12 14~15 ブラケットが外れて位置がおかしくなった。 ブラケットを留める

ためにカッターアームを持ち上げた際、ターレット部のガイド

ロールに胸部が圧迫されて負傷した。

24 10805 7 ～

299

2017 12 14~15

資材館外部に設置してある樋の下部をベビーサンダーで切断して

いるとき、自分のヤッケ（上着）にベビーサンダーがからまり、

慌てたときに左前腕を負傷した。

63 30201 7
30～

49

2017 12 14~15

工場内でカーテン生地を裁断機で切る作業中に、カッターが切れ

にくくなったため機械を止め、カッター部分を研磨するボタンを

押したとき、誤って右手を刃の近くに持っていき、右手中指を負

傷した。

37 10309 8

100

～

299

2017 12 10~11

加工場にて、製造品であるカップ上面にラップを貼る機械の調整

中、ラップが少したわんでいたため、製品排出口より手を入れ、

そのラップを引っ張ろうとしたところ、ラップを切り離している

カット刃に左手指が接触した。

40 10103 8
50～

99

2017 12 11~12

工場内で、自動製函機を用いてダンボール箱の製造作業中、機械

が全て行うので見守ることが作業であるが、順調に流れていたた

め心に余裕ができたのか、ダンボール組立前のシート状になって

いるダンボール10枚綴りを束ねている紐（コンベアーの下に置い

ている）を、コンテナーに入れ込もうと左手を近づけ、左手指が

チェーンに触れ、指を負傷した。

36 10109 7
10～

29

2017 12 9~10

1F床上で、アルミサッシを取り付けるための下地木材を、エアー

釘打機にて留め付ける作業をしていた際、ロール釘を結んでいる

ワイヤーが、釘を打った際に目の中に飛散した。

55 30201 4
10～

29

2017 12 15~16

社内にて、一人で裁断機の製品の型替え作業中に、電源スイッチ

を切って作業をするところを切り忘れていたため、うっかりフッ

トスイッチに当たった拍子に機械が動き、胸に当たり負傷した。

68 10609 6
10～

29

当社第3工場現場で、完成品の漏れ確認（リークテスト）をするた



2017 12 9~10

め、漏れテスト用の治具（テスト品を固定する台）に製品（アル

ミニウム製、高さ9㎝、幅約8㎝、奥行約8㎝）をセットし、テスト

開始ボタンを押したところ、製品のセットずれに気づき、慌てて

製品のずれを修正しようと手を出したとき、製品と製品上部から

下降してくる製品押さえつけ棒に、左手人差し指を挟まれ負傷し

た。

68 11502 7
30～

49

2017 12 16~17
手羽計量機の袋補充作業中に、袋を置く場所にビニール袋を置く

際、左薬指がアーム作動中にカバーに挟まれた。
35 10101 7

300

～

499

2017 12 11~12

8号ワインダーの清掃・メンテナンス作業中に、糊付け回転部の駆

動ギアおよびチェーンのグリスアップの際に、糊付け回転部を回

したまま、付けすぎたグリスを拭き取ろうとして、駆動ギアと

チェーンの間に巻き込まれて被災した。

20 10602 7

100

～

299

2017 12 14~15

工場にて、レーザー加工機の集塵機を清掃している際、開いてい

る扉に手をかけたところ更に扉が開き、体を支えきれなくて地面

に手をついた際、左手親指の付け根辺りを負傷した。

49 11209 2
10～

29

2017 12 9~10

工場内において、林料を打砕する機械を清掃しているとき、回転

部品のカバーをずらして清掃しており、別の部品の清掃も同時に

行うため、回転部品のスイッチを入れた。 カバーをずらしたまま

だったので大きな音がし、音を消そうと咄嗟にカバーを押さえよ

うとしたところ、カバーと近くにあった棒の間に指を挟んだ。

59 10601 3 1～9

2017 12 14~15

倉庫駐車場に蔓延したつるを施設職員で片付けをしていた際、草

刈り機で切り取る作業をしていたとき、草刈り機から飛び散った

木の破片が右眼球に当たり、負傷した。

53 80209 4
10～

29

2017 12 11~12

事業場内で袋詰め作業を行っているとき、袋詰め機械の紙のずれ

を直すため、袋詰め機械側に渡り、作業を終えて戻ろうとした

際、足場を踏み外してバランスを崩し、袋詰め機械の側面に接触

して強打した。

51 10901 3
10～

29



2017 12 9~10

会社内チューブ工程にて、チューブ切断作業中、チューブを切断

する機械の切断口に材料（チューブ）が詰まってしまった。 材料

が詰まった場合は、電源を切り、設置された工具で材料を取り除

くことになっているが、電源を切らずに材料を左手で取り除こう

としたところ、右手がボタンに触れてしまい作動したため、左手

の人差し指（1㎝前後）を切断した。

25 11402 8
30～

49

2017 12 11~12

包装場アンケーサー機にて作業中、作業終了後の確認をしていた

ところ、製品供給部の下に落下している製品があり、手を入れて

取ろうとした。 その際、まだ機械の電源を切っておらず、自動運

転の状態だったため、ワークセンサーが反応し、切り出しコンベ

ヤープレートが上昇し、プレートとコンテナ引き込み装置の間に

手が挟まり負傷した。

43 10109 7

100

～

299

2017 12 23~24

砂落としエプロンショット用集塵機に手と足をかけ、清掃作業を

行っていたときに手が滑り、集塵機のそばにあったパレティーナ

の上に落下し、床に右手をつき骨折した。

61 11002 1
50～

99

2017 12 8~9

当社工場内で、換気扇周りの掃除作業中、電源を切らずに、右手

にエアコンプレッサーのノズルを持ち掃除していたとき、誤って

換気扇の回転している羽根に右手が当たり、右手小指を負傷し

た。

67 11709 7
10～

29

2017 12 19~20

補正室において、補正練習後に一旦ミシンの電源を切り、補正商

品（ボトムス）を両手でセットし、針を下ろすため、右手をはず

み車に移そうと思った瞬間に、無意識にペダルを踏んでしまい、

余電力でミシンが作動した。 その際、商品に添えていた右手の示

指が針の下まで入り込んでしまい、針が刺さり負傷した。

22 80209 8
30～

49

2017 12 17~18
精肉に使うスライサーの刃を清掃中、手が滑って右手人差し指を

切った。
47 80209 8

100

～

299



出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_06.html
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